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来
北
九
州
は
黒
ダ
イ
ヤ
の
土
地
ピ
呼
ぼ
れ

ろ
。
そ

の
地
方
の
學
都
な
研
究

の
本
擦

と
し
て
か
ら
,
私
に
漸
く

五
學
期
々
過
ご
さ

う
と
し
て

居
ろ
。
は
じ

め
に
環
境

に
対
す

ろ
興
味
も
あ
リ
、
資
料
蒐
集

の
便
宜
を
も
考
慮

し
て
炭
坑
労
働

契
約
の
研
究

に
心
を

向
け
れ
o
・し
か
し
、

今

日
で

に
む
し
ろ
折

々
接
す
ろ
問
題

に
刺
戟

さ
れ

ろ
結
果
、
勉
め
て
炭
坑
労
働

事
情

に
精
通
す
べ
き
義
務
な
痛
切
に
感

じ
ろ
。

そ
れ
で

最

近

,
同
じ
く
九
州
帝
國
大
學
の
工
學
部
教
授

永
積
純
次
耶
先
生
よ
リ
探

鑛
技

術
そ
の
他
に
關
す

る
疑
問
に
就
て
御
指
教

葎
仰

ぐ

こ

ミ

」

し
、
研
究

の
着

手
な
決

心
・し
れ
。

六
ビ

へ
う
な

ら
ば
瀞
ー
リ
ン
グ
を
了

へ
て
掘

さ
く
な
開
始
・し
ぬ
わ
け
で
あ
ろ
。
而
し

て
こ
の
序
論
は
施

業
案
ビ
も
云
ふ
べ
き

一
懸

の
見
透
し

に
過
ぎ
な

い
も
の
で
あ
ろ
。

こ

の
論
文
執
筆

に
際

・し
、
手
元

に
置

い
て
饗
考
し
得
六
主
な
る
文
献
は
次

の
如
く
で
あ

ろ
。

炭
凝
誌

一
般
に
就
て
1

1

農
商
務
省
鑛
山

局
、
『
鑛
山
登
達
史
』
、
明
治
三
三
年
。

2

東
京
鑛
山

監

督
署

,
『
日
本
鑛
業
誌
』
、
明
治
四
四
年
。

3

拓
殖
局

、
『
石
炭

二
關

ス
ル
調

査
』
、
明
治
四
四
年
。

4

鐵
道
省
運
輪
局
.
『
石
炭
』

(
鐵
道
主
要
貨

物
に
關

す
ろ
調
査
第

一
篇

)
、
大
正

一
二
年
、

(
瀧
本
、
向
井

、
編
.

「
日
本
産
業
資
料

大
系
」
。
第

四
春
、
所
牧
)
。

炭
礁
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夫
労
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第
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炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

四

5

農
商
務
省
鑛
山

局
、
『
本
邦
鑛
業

ノ
趨
勢
』
、
(
但

明
治
四
五
、
大

正
元
年
度
以
降

の
み
)
。

鴇
」

全
上
、
『
鑛
夫
調
査
概
要
』
、
大
正

二
年
。

7

内
務
省

壮
會
局

、
『
鑛
業
榮
働
事
情

二
關

ス
〃
調
査
』
、
(
未
定
稿
)
、
昭
和
三
年
。

8

高
野

江
基
太
郎
、
『
筑
豊
炭
礦

誌
。
附

三
池
炭
礦

誌
』
.
明
治
三

一
年
0

9

全
上
、
『
日
本
炭
確
誌
』
、
明
治
四

一
年
。

10

全
上
、
『
増

訂
再
版
、
日
本
炭
確
誌
』
、
明
治
四
四
年
。

11

北
海
道
石
炭
鑛
業
會

、
『
改
訂
増
繍

、
北
海
道
鑛
業
誌
』
、
昭
和
三
年
。

12

吉
村
萬

治
.
『
石
炭
』
、
(
日
本
評
論
社
版
、
「
現
代
産
業
叢
書
」
、
第

一
巻
、
所
牧
)
、

昭
和
三
年
。

招

高
橋
覇
吉
、
『
明
治
大
正
産
業

饗
達
史
』
、
昭

和
四
年
。

14

全
國
経
済

調
査
機
關
聯
合
會
、
『
日
本
纏
濟
の
最
近
十
年
』
、
昭

和
六
年
。

鑛
業
法
規
に
就
て
1

15

幸
豹

三
編
、
『
現
行
日
本
坑
法
類
纂
』
、
明
治

一
七
年
0

16

和
田
維
四
郎
、
『
坑
法
論
』
、
明
治
二
三
年
。

17

農
商
務
省
、
『
鑛
業
條
例
制
定

ノ
理
由
』
、
明
治

二
五
年
。



18

水
谷
嘉
吉
、
『
日
本
鑛
業
法
論
』
、
大
正

一
一
年
。

19

中
村
清
彦
、
『
日
本
鑛
業
法
』
、
昭
和
二
年
o

皇o

平
田
慶
吉

、
『
鑛
業
法
』
、
(
日
本
評
論

瀧
版
、
「
現
代
法
學
全
集
」
.
第

一
入
巻
所
牧
)
、
昭
和
四
年
。

21

阪
本

三
鄭
、
『
日
本
鑛
業
法
』
、
昭
和
四
年
。

そ

の
他
1

22

永
積
純
次
鄭
、
『探

鑛
學
』

(
第

一
巻

、
『
麺
論
』
、
第

二
巻
、
『
鑛
山
変
災
』
)
、
昭

和
二
年
。

23

全
上
、
『
我
國

に
於
け
ろ
炭
礦

技
術

の
進
歩
、
』
.
(
「
日
本
鑛
業

會
誌
」
別
刷
論
文
)
、
昭
和
四
年
Q

24

全
上
、
『
炭
坑

に
於
け

ろ
機
械
使
用

に
關
す

る
二
,
三
の
問
題
』
、
(
「
日
本
鑛
業
會
誌
」
、
別
刷
論
文
)
、
昭
和
二
年
。

25

全
上
、
『
炭
礦
ノ
鑛
夫
』
,
(
講
義
案
)
。

20

小
島
精

一
、
『
鑛
業
経
済

論
』
、
(
改
造
社
版
、
「
経
済
學
全
集

」、
第

=
二
巷
所

牧
)
、
昭
和
六
年

。

27

全
上
、
『
日
本
金
融
資
本
論
』
,
昭
和
四
年
◎

28

有
澤
廣
己
、
阿
部
勇

,
『
産
業
合
理
化
』
、
(
改
造
社
版
、
「
経
済
學
全
集
」
,
第

四
三
巻
)
、
昭
和
五
年
。

29

南
満
洲
鐵
道
株
式
會
社
、
『
満

洲

二
於

ケ

ツ
鑛
山
労
働

者
』
、
大
正
七
年

。

30

秋
田
鑛
山

專
門
學
校
、
『
鑛
業
研
究
資
料
展
覧
會
報
告
』
.
大

正

一
四
年
。

炭
礦

鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

五



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第
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六

右
の
外
随

時
参
考

ぜ
ろ
著
書
、
雑
誌

、
調
査
報
告
(
特
に
福
岡

縣
地
方

の
も
の
)、
統
計
書
、
年
史
、
年
報
、
年
鑑

.
法
規
集

の
類
は
省

略
.す
る
。

次

に
掲
記
す
る
外
國
文
献
は
、
特

に
組
織
的

に
蒐
集

し
カ
も
の
で
な
く
、
本
論
文
執
筆

に
際
し
、
法
文
學
部

研
究
室
及

び
自
分

の
書
架

.

よ
リ
見

出
し
て
、
專
ら
石
炭
鑛

業
の
知
識

を
得
る
用
に
供

し
た

も
の
で

あ
る
。

A
shton,  T

. 5., and Sykes, J., T
he C

oal Industry of the E
ighteenth C

entury, M
anchester, 1929. 

A
llen, G

. C
., T

he Industrial I)eveiopm
ent of B

irm
ingham

 and the B
lack C

ountry. 1860-1927, L
ondon, 1929. 

A
dolph, E

., R
uhrkohlenbergbau, '1'ransportw

esen and E
isenbahntarifpolitik. E

ine geschichtliche B
etrachtung, 

B
erlin, 1927. 

B
ulm

an, II. F., C
oal M

ining and the C
oal M

iner, L
ondon, 1920. 

C
ole, G

. D
. 11., T

he N
ext '1'en Y

ears in B
ritish Social and E

conom
ic Policy, L

ondon, 1929. 

D
evine, E

. 'F., C
oal. E

conom
ic Problem

s of the M
ining, M

arketing and C
onsum

ption of A
nthracite and Soft 

C
oal in the U

nited States, B
loom

ington, Illinois, 1925. 

E
dw

ards, N
., T

he _ istory of South W
ales M

iners, L
ondon, 1926. 

I)uciuesne, B
., L

es C
onvention d'A

rras relative au Salaire des M
ineurs, L

ille, 1909.



炭
礦

鑛

夫
労
働

契
約
序
論

.

(
第

一
巻
第
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號
)

F

七

 G
oodrich, C

., T
he M

iner's  Freedom
. A

 Study of the W
orking L

ife in a C
hanging Industry, B

oston, 1925. 

  H
ue, O

., D
ie B

ergarbeiter. llistorische D
arstellung der B

ergarheiter=
V

erhiiltnisse von der aitesten his in die 

neueste Z
eit, Z

w
eiter B

and, Stuttgart, 1913. 

H
utchins, W

om
en in M

odern Industry, L
ondon, 1915. 

L
ubirr, I., M

iners' W
ages and the C

ost of C
oal, N

. Y
., 1924. 

—
, C

oal Industry (in the E
ncyclopaedia of the Social Science, V

ol. III.), N
. V

., 1931. 

  Pinchbeck, I., W
om

en W
orkers and the industrial R

evolution. 1750-1850, L
ondon, 1930. 

Shurick, A
. '1'., T

he C
oal Industry, L

ondon, 1924. 

Sim
iand, F., L

e Salaire des O
uvriers des M

ines de chariron en France. C
ontribution a la theorie ecenom

ique 

clu salaire, Paris, 1907. 

Sm
art, R

. C
., T

he E
conom

ics of the C
oal Industry, L

ondon, 1930. 

• Storm
, E

., G
eschichte der deutschen R

.ohlenw
irtschaft. von 1913-1926, B

erlin, 1927. 

Suffe:.r, A
. E

.,T
he C

oal M
iners' Struggle for Industrial Status. A

 Study of the E
volution of O

rganized 

R
elations and Industrial Principles in the C

oal Industry, N
. V

., 1926.



炭
礦

鑛
夫
労
働
契
約
序
論

(
第
一
谷
第

尉
號
)

F

八

な
ほ
外
國
文
献
中
、
國
際
労
働
局
の
出
版
物
、
労
働
法
、
経
済
法
、
鑛
業
法
の
教
科
書
、
雑
誌
の
論
文
、
等
は
曾
略
す
ろ
o

第

一

章

現

時

に

於

け

る
炭
礦
労
働

問

題

第

一

節

國

際

問

題

と

し

て

の

炭

籏
労
働

本
年
の
第
十
五
回
國
際
労
働

総
會
に
は
、
昨
年
の
総
會
以
來
持
越

の
『
炭
坑
に
於
け
る
労
働
時
間
』
に
關
す
る
議
題
が
上
程
さ
れ
る

)

)

事

に
な
つ
て
居
る
。
こ
の
問
題
が
國
際
労
働

総
會
の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
経
過
は
や
」
特
殊
な
も

の
で
あ
つ
た
。

一
九
二

九
年
九
月

の
第
十
回
國
際
聯
盟
総
會
に
於
て
イ
ギ
リ
ス
代
表
と
し
て
出
席
し
た
商
務
院
総
裁
G
r
a
h
a
m

は
炭
礦

業
に
於
け

る
危

機

の
問
題
を
提
起
し
た
。
彼
は
、
そ
の
年

の
五
月
の
総
選
挙

に
於

て
、
か
つ
て

一
九
二
六
年
保
守
蕪
政
府
に
よ

つ
て
改
悪
さ
れ
た
る

坑
内
欝

八
時
鴉

の
炭
坑
法
を
・
七
時
閥

に
改
正
ナ
ベ
き
公
約
が
下
に
勝
利
を
得
霧

鍵

内
閣
の
代
表
で
あ
つ
た
・
そ
れ
で

聯
盟
総
會
は
、
國
際
労
働

局

の
理
事
會
に
樹
し
て
、

一
九
三
〇
年
の
労
働

総
會
の
議
題
中
に
炭
抗
に
於
け
る
労
働

時
間
、
賃
金
及
び

そ
の
他
の
労
働
條
件
に
關
す
る
す
べ
て
の
問
題
を
含
ま
せ
る
こ
と
を
要
求
し
、
こ
れ
を
具
鵬
化
す
る
爲
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
炭
國
の
代

㈹

表
を
以
て
構
成
す
る
準
備
的
技
術
會
議

(
P
r
e
p
a
r
a
t
o
r
y
 
T
e
c
h
n
i
c
a
l
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e

)

を
開
催
す
べ
き
こ
と
を
促
が
し
た
。

1

『
炭
礦
労
働
時
間
に
關
す
る
質
問
書
』

(「世
界
の
労
働
」)、
第
八
巻
第

一
號
、
参
照
。



"
T
h
e
 
F
o
u
r
t
e
e
n
t
h
 
S
e
s
s
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
L
a
b
o
u
r
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
"
,
 
(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
L
a
b
o
u
r
 
R
e
v
i
e
w
,
 
V
o
l
.
 
X
X
I
I
.
N
o
.
 
3
.
)
 
p
.
 
2
7
7
.

リo
労
働

窯
内

閣
に
紐
閣
後
最
初
の
議
會

に
於

け
る
開
院
式
の
勅
語
奉
答
文
申
に
於

て
も
新
炭
抗
法
制
定
に
言
及
し
糞
。

4
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
L
a
b
o
u
r
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 
(
 
X
I
V
 
S
e
s
s
i
o
n
)
,
 
"
I
i
o
u
r
s
 
o
f
 
W
o
r
k
 
i
n
 
C
o
a
l
-
M
i
n
e
s
 
(
R
e
p
o
r
t
 
I
I
I
)
 
"
,
 
p
p
.
5
-
6
.

右
の
如
き
決
議
の
生
れ
た
こ
と
に
關
し
て
は
既
に
以
前
か
ら
引
綾
い
た
経
済
的
及
び
社
會

的
根
擦
が
存
在
し
た
。

す
な
は
ち
・
國

際
労
働

機
關
は
ほ
と
ん
ど
五
ヶ
年
に
亘
り
、
は
じ
め
は
非
公
式
に
後
に
は
公
式
に
、
石
炭
危
機
と
そ
の
可
能
な
る
解
決
策

の
薩
會
的

①

局
面
と
を
注
意
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
事

の
起
り
は

「
九
二
五
年
四
月
の
鑛
夫
國
際
聯
合

(
M
i
n
e
r
'
s
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
F
e
d
e
r
a
t
i
o
n

)

に
於
け
る
決
議

に
迄
遡
ぼ
る
。

『
聯
合
は
・
:
・

か

、
る
経
済
的
困
難
は
、
大
部
分
、
國
際
石
炭
市
場
に
於
け
る
競
争
と
商
業
対
抗

の
状
態
よ
り
起
る
事
實

を
み
て
、

叉
圭
要
産
炭
國

に
現
に
行
な
は
れ
て
居
る
労
働
條
件
の
聞
の
相
違
が
右
の
競
争
と
商
業
対
抗

の
状
態
を
更

に
尖
鋭
な
ら
し
む
る

事
實
を
見
て
、

炭
礦

鑛
夫
労
働
契
約
序
論

(第

一
巻
第

一號
)

F

九



炭
礦

鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巷
第

一
號
)

F

一
〇㈹

鑛
夫
の
労
働
條
件
を
國
際
的
規
模
に
於
て
標
準
化
す
る
爲
の
努
力
を
希
望
す

べ
き

こ
と
を
決
議
す
。

』

翌
五
月
に
は
、
第
七
回
國
際
労
働

総
愈
に
於
て
、
ベ

ル
ギ
ー
榮
働
代
表
M
e
r
t
e
n
s
が
右
の
決
議
を
援
用
し

て
炭
坑
軸労
働
事
情

調

査
に
關
す
る
決
議
案
を
通
過
さ
せ
、
同
じ
く
十
月
の
労
働
局
理
事
會
が
総
會
の
決
議
を
途
行
す
る
爲
主
要
産
炭
國
に
於
け
る
鑛
夫

の

労
働

時
闇
,
有
給
休
暇
、
賃
金
等
に
關
す
る
調
査
に
着
手
す
べ
き
こ
と
を
決
定
し
て
新
た
に
炭
艦
労
働

事
情
に
開
す
る
委
員
會
を
設

置
し
た
。
こ
れ
が
更
に

一
九
二
八
年
六
月
の
鑛
夫
國
際
聯
合
年
次
大
會
に
於
け
る
決
議

(①
炭
礦

業
の
経
済
的

方
面
を
考
究
す
る
爲

國
際
聯
盟
の
経
済
機
關
を
し

て
國
際
會
議
を
招
集
せ
し
め
鑛
夫
代
表
を
之
に
参
加
せ
し
む
る
こ
と
、
②
坑
内
労
働
時
間

は
坑
口
往
復

時
間

(
W
i
n
d
i
n
g
-
t
i
m
e

)
を
含
み
七
時
間
に
統

一
す
る
の
は
適
當
で
あ
る
か
ら
こ
の
目
的
達
成
の
爲
國
際
労
働

局
理
事
會
を
し
て
産

炭
國
の
特
別
會
議
を
招
集
せ
し
む
る
こ
と
)
に
促
が
さ
れ
、
石
炭
問
題
に
關
す
る
経
済

的
方
面
は
聯
盟
理
事
會

に
於
て

一
九
二
八
年

六
月
聯
盟
附
属
の
経
済
委
員
會

の
調
査
研
究
に
委
ね
、
叉
そ
の
社
會
的
方
面
は
同
年
十
月
の
労
働
局
理
事
會
に
於

て
從
來
に
引
績
き

炭
礦
労
働

事
情
委
員
曾
に
考
究
せ
し
む
る

こ
と

」
し
、
な
ほ

一
九
二
九
年
六
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
労
働
黛
勝
利
後
最
初

の
労
働
局
理
事

の

會

に
於
て
此
問
題
の
爲
の
特
別
委
員
會
設
置
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

5
F
e
r
n
a
n
d
 
M
a
u
r
e
t
t
e
,
 
"
 
T
h
e
 
P
r
e
p
a
r
a
t
o
r
y
 
T
e
c
h
n
i
c
a
l
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 
o
n
 
C
o
n
d
i
t
i
o
n
 
o
f
 
E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
 
i
n
 
C
o
a
l
 
M
i
n
e

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
L
a
b
o
u
r
 
R
e
v
i
e
w
,
 
V
o
l
.
 
X
X
I
.
 
N
o
.
 
4
.
)
 
p
.
 
4
7
4
,



7

櫻

井
安
右
衛
門

、
『
本
年
の
國
際
第
働
會
議

と
炭
坑
鱒
働
時
間
制
問
題
』
、
(
「
社
會
政
策
時
報
」
、
第
百
十
五
號
、
七
七
i
七
八
頁
。
)

第
十
回
聯
盟
総
會

の
要
求
に
基
づ
く
準
備
的
按
術
會
議
は
、

一
九
三
〇
年

一
月
國
際
労
働

局
理
事
禽
が

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
九
主
要
産
炭

㈹

國
の
代
表
者
を
招
集
し
て
ジ

ユ
ネ
ー
ヴ
に
開
催
さ
れ
た
。
労
働

局
に
於
て
は
既
に
五
ケ
年
間
蓄
積
し
た
調
査

材
料
を
使
用
し
た
爲
に

⑰

會
議
に
必
要
な
参
考
文
書
を
僅
々
二
ケ
月
間
に
作
成
す
る
こ
と
が
出
來
た

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
準
備
曾
識
の
仕
事
は
こ
れ
ら
の

資
料
に
基

い
て
專
ば
ら
來
る
べ
き
國
際
労
働

総
會
に
提
出
し
得
る
議
題
の
形
式
を
整

へ
る
こ
と
で
あ
つ
た
。

も
と
よ
り
多
岐
に
亘
り

利
害
の
衝
突
す
る
諸
問
題
が
さ
う
た
や
す
く

「
時
に
纒
ま
る
筈
が
な
い
か
ら
、
國
際
労
働

局
に
於
て
豫
か
じ

め
考
慮

の
上
取
敢
す
議

炭
礦

鑛

夫
労
働
契
約

序
論

(
第

一
巻

第

一
號
)

F

一
一

 cf. M
ack E

astm
an, "A

 B
rief Survey of C

oal C
risis L

iterature" (I. L
. R

. V
ol. X

III. N
o. 5.) and "T

he 

E
uropean C

oal C
risis" (I, L

. R
. V

ol. X
V

II. 2.); Fernand M
aurette, "A

n E
nquiry into W

orking 

C
onditions in C

oal M
ines" (I. I,. R

. V
oI. X

V
II. N

o. 6.). 

F. M
aurette, p. 474. 

Pierre Parent, "L
e Prohlem

e du C
harbon a G

eneve" (R
evue D

'E
conom

ie Politique, 44 eA
nnee N

o 2.) p. 226 

et suiv.



炭

確
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

一
二

㈹

題
た
ら
し
め
得
る
も
の
と
し
て
坑
内
労
働

時
間
制
限
に
關
す

る
草
案
を
参
考
に
提
示
し
た
。
會
議
の
経
過
を
省
略
し
、
そ
の
結
果
と

し
て
労
働
局
理
事
會
に
提
議
し
た
も
の
を
見
る
な
ら
ば
、
次

の
如
き
相
異
な
る
四
方
面
に
就
き
四
種

の
処
理

の
形
式
が
含
ま
れ
て
居

鱒
た
c

-

炭
艦
に
於
け
る
雇
傭
の

一
定
の

一
般
條
件

(
家
族
手
當
,
衛
雄
、
危
害
豫
防
)
に
就

て
は
、
將
來
立
法
す
る
目
的
を
以
て
そ
の

研
究
を
継
続

す
べ
き
こ
と
。

2

雇
傭
に
關
す
る
そ
の
他

の

一
般
條
件

(有
給
休
暇
、
婦
へ
使
傭
、
坑
内
労
働
者

の
最
低
年
齢
,
年
金
に
対
す

る
権
利

の
維
持
、

失
業
保
険

)
に
就

て
は
,
近
き
將
來
に
於
け
る
國
際
労
働

魯
議

の
議
題
と
し
て
提
出
す
る
目
的
を
以
て
そ
の
研
究
を
継
続

す
る

こ
と
。

3

賃
金
に
就
て
は

】
九
三

一
年
の
國
際
労
働

総
會

へ
提
出
す
る
爲
、
充
分
な
る
報
告
書
を
準
備
す
べ
き
こ
と
。

4
労
働
時
間

に
就

て
は
、
條
約
案
と
し
て
採
擢
可
能
な
る
見
込
に
て

}
九
三
〇
年
六
月
に
開
催
さ
る
玉
総

會
議
の
議
題
に
提
出
す

鋤

べ

き

こ

と
。

8

準

備

會
議

の
櫨

限

ぼ
純

然

れ
ろ

諮

問
的

職

分

の

も

の
こ
嚴

格

に
規

定

さ
れ

れ
。

出

席

の
招

請

に
、

ナ

ー

ス
ト

リ

ア
、

ベ
ル
ギ

ー
、

チ

ェ
ッ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

、

フ

ラ

ン

ス
、
ド
イ
ツ

、

イ

ギ

リ

ス
、

ナ

ラ

ン
ダ
、

潔

ー
ラ

ン
ド
、

及

び

ス
9。ヘ
イ

ン
の
九

ケ
國

の
政

府

、

雇

傭

者

、
労
働

者

の
代

表

に
な

さ

れ
た

o



9

國
際
磨
働
局

か
ら
準
備
會
議

の
代
表
者

に
配
布

さ
れ
た
贅
料
は
次

の
如
く
で

あ
ろ
。

12

唯

一
の

當
面

の
問
題
ご
な

つ
れ
坑
内
労
働

時
間

に
關

し
て
は
、
準
備
會
議

に
於
て
極

め
て

デ
リ
ケ

ー
ト
な
議

論
が

れ

・

か

に

さ

れ

こ

0
・
繁
r
m
榔
工

ナ

淳

系

・ー

の
前
掲
論

文
四

八
三
頁
以
下
参
照
。
叉
、
櫻

井
、
前
禍

七
九
頁

以
下
。

か
く
て
、
準
備
會
議
の
サ
ジ

エ
ス
ト
を
容
れ
た
國
際
労
働

局
は
、
實
際
上
関
係

諸
國
が
準
備
倉
議
に
討
議

し
た
こ
と
で
は
あ
り
,

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約

序
論

(
第

吋
巷
第

一
號
)

F

一
三

(1) A
 Prelim

inary N
ote on the historical circum

stances leading  up to the convening of the C
onference and on 

its character (P. T
. C

. C
oal 1 ); (2) A

 m
em

orandum
 on IIours of W

ork in coal m
ines (1'. T

. C
. C

oal 2 ); (3) 

a m
em

orandum
 on W

ages ( P. T
. C

. C
oal 3 ); (4) T

he results of an enquiry into W
ages and H

ours of W
ork 

in the C
oalM

ining Industry in 1927 ( P. T
. C

. C
oal 4 ) ( R

eprinted from
 I. L

. R
., V

ol. X
X

 N
os. 4 and 6 ); 

(5) A
 m

em
orandum

 on the M
ain C

ondition of E
m

ploym
ent other than H

ours and W
ages ( P. T

. C
. C

oal 5 ); 

(6) I'ive m
em

oranda on M
ethods of W

age Fixing in C
oal M

ines in R
elgium

, France, G
erm

any, G
reat B

ritain, 

and. Poland ( P. T
. C

. C
oal 6.).

1'. M
aurette, p. 483. 

ibid., p. 482-483.

M
aurette



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

U
巻
第

一
號

)

F

一
四

且
時
日
も
切
迫
し
て
居
る
た
め
、
炭
坑
労
働
時
間
の
問
題
を
從
來
の
例
に
反
し
、
質
問
書
獲
途
の
手
續
を
省
略
し
て
直
ち
に
議
題
と

し
た
。
総
會
に
於
て
は
こ
の
略
式
な
提
案

の
上
程
を
豫
か
じ
め
決
定
し
た
上
、
直
ち
に
二
十
ヶ
國
(大
部
分

ヨ
ー
・
ッ
パ
)
を
代
表
す

る
四
十
八
名
の
委
員
よ
り
成
る
特
別
委
員
會

へ
付
託
し
た
。
委
員
會
は
愈
合
を
重
ね
る
こ
と
を
十
九
回
.
そ

の
間
雇
傭
者
團
は
不
満

を
表
し
て
全
部
脱
退
し
、
政
府
及
び
労
働

の
代
表
委
員
の
み
で

「
箇
の
條
約
草
案
と
こ
れ
に
關
聯
す
る
数
箇

の
決
議
と
を
議
了
の
上

的

総
曾

へ
報
告
し
た
。
條
約
草
案

の
主
な
る
規
定
の
要
領
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

-

適
用
範
囲

と
し
て
は
、
雇
傭
者
の
如
何
を
問
は
す
、
か
つ
使
傭
さ
る
曳
労
働
の
種
類
の
何
た
る
に
か

」
は
ら
す
、

お
よ
そ
炭

確
の
地
下
に
働
く
す

べ
て
の
者
に
及
ぶ
、
但
し
平
常
筋
肉
労
働

を
な
さ
す
に
監
督
叉
は
管
理
に
從
事
す
る
者

を
含
ま
ぬ
。

2
炭
礦

の
種
類
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の
特
殊
事
情

に
基
づ
く
要
求
を
容
れ
て
、
褐
炭
艦
を
除
外
し
、
こ
れ
に
關
し
て
は

一
九
三

働

一
年
の
総
會
に
別
箇
の
條
約
案
を
提
出
す
る
Q

3
労
働

時
闇
の
定
義
を
、
帥労
働
者
が
坑
内
に
費
や
す
時
間
、
云
ひ
換

へ
る
な
ら
ば
艸労
働
者
が
下
降
の
爲

に
ケ
ー
ジ
に
入
る
時
か

ら
、
上
昇
し
て
こ
れ
を
出
る
時
迄

の
聞
、
又
、
横
坑
の
場
合
に
於

て
も
右

に
該
當
す
る
時
間
と
し
、
労
働
時
間

中
に
は
作
業
時
闇
と

休
憩
時
と
を
含
む
。

4
時
間

制
限
に
就

て
は
、
労
働

者
側
が
七
時
間
、
雇
傭
者
側
は
八
時
間
を
主
張
し
た
結
果
、

一
日
七
時
間
四
十
五
分
で
折
合
ひ



但
し
條
約
案
奴
力
発
生
後
遅
く
も
三
ヶ
年
以
内
に
更
に
時
問
短
縮
を
協
議
す
る
。

5

衆
團
入
坑
に
關
し
て
は
.
労
働
時
間
を
、
交
替
班
叉
は
衆
團
の
入
坑
開
始
よ
り
、
出
坑
開
始
迄

の
時
間
を
以
て
す
る
大
陸
式

を
正
規
と
認
め
,
但
し
イ
ギ

リ

ス

に
關
し
て
は
從
來
の
慣
脅
た
る
入
坑
経
了
よ
り
出
坑
開
始
迄

の
時
間
よ

り
前

後

の
捲
揚
時
間

W
i
n
d
i
n
g
-
t
i
m
e

)

を
控
除
し
た
も
の
を
経
過
的
に
認
め
る
。

6

こ
の
條
約
案
は
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
國
を
除
外
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
專
ば
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

的
問
題

で
あ
り
、
討
議
も
そ
の

基
礎
に
於
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
條
約
の
批
准
は

一
般

に
公
開
さ
れ
て
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
七
大
産
炭

國
ー
ベ
ル
ギ
ー
、
チ

エ

コ
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ

、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
ー
の
批
准
終
了

迄
効
力

を
嚢
し
な
い
も
の
と
認

め
る
。

右
の
如
き
條
約
草
案
は
、
総
會
に
於

て
第

一
次
表
決
は
通
過
し
た
が
、
起
草
委
員
會
を
経
た
後

の
最
終
表
決
に
三
分
の
二
の
多
数

働

を
得
ら
れ
す
(
七
〇
票
封
四
〇
票

).
結
局
ド
イ
ツ
政
府
代
表

の
次
期
総
會
に
再
提
出
す
べ
し
と
の
動
議
が
承

認
さ
れ
た
。
な
ほ
総
會

⑨

は
委
員
會
か
ら
報
告
さ
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
時
間
制
條
約
を
坑
外
労
働

者

に
適
用
す
る
件
、
石
炭
産
出
國
間
に
経
済
的
協

定

を

結

ぶ

⑥

件
、

一
九
三

「
年

の
総
會
に
褐
炭
礦

の
時
間
制
問
題
を
議
題
と
す
る
件
、
條
約
に
規
定
さ
れ
た
る
よ
り
も
進
歩
せ
る
労
働
條
件
は
こ

れ
を
維
持
す
べ
き
件
(但
し
條
約
不
成
立
に
よ
り
無
内
容
と
な
る
)
の
四
決
議
を
採
揮
し
た
。

炭
磧
鑛
夫
労
働

契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

一
五



炭
鵡慣
鑛
夫
徽労
働
契

約
序
訟醐

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

一
山
ハ

ー3

四
十
八
名

の
委
員

は
、
政
府
、
雇

傭
者
,
労
働

者

の
各
代
表
團
(
顧
問

な
含

む
)
か
ら
十
六
名
宛

選
出
さ
れ
ぬ
も

の
で
あ
ろ
o

議
長

に

に

ド
イ

ツ
の
前
労
働

大
臣
 
B
r
a
e
n
s

副
議

長
に
に
イ

ギ
リ
ス
鑛
業
協
會

の
書
記
長
L
E
E
(
雇
傭
者
側
)
及

び

ベ
ル
ギ

ー
鑛

夫
聯

合
の
會

長
D
e
j
a
r
d
i
n
(
労
働
者
側
)
の
二
名
、
・報
告
者
と
・し
て
に
イ

ギ
リ
ス
商
務
院
鑛
山

局
長
官
S
h
i
n
w
e
l
lが
選
任
さ
れ
六
。

14
"
 
T
h
e
 
F
u
u
r
t
e
e
n
t
h
 
S
e
s
s
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
L
 
L
.
 
C
�
"
 
(
 
I
.
 
L
.
 
R
.
 
V
o
l
.
 
X
X
I
I
.
 
N
o
.
 
3
.
 
)
 
p
p
.
 
2
7
8
-
2
8
0
.

15

今
回
の
質
問
書

は
適
用
炭
礦

に
就
き
次

の
如
く

記
し
て

ゐ
る
。
前
揚
、
「
世
界

の
労
働
」
の
課
丈
に
擦

る
o

「
◎
右

の
規
制
(
條
約
案

を
摺
す
、
菊
池
)
は

一
切
の
炭
礦

に
適
用

ぜ
ら
ろ

べ
き
も
の
ミ
考

へ
ら

る
・
や
。
然
り

と
ぜ
ば
、

「
炭
礦
」
と
に

単
独

に
叉
に
他

の
鑛
物

ご
共

に
固
形
の
磯
物
性
燃
料
な
探
取
す
ろ

一
切

の
鑛
山

を
意
味
す

る
も
の
ミ
考

へ
ら

ろ

Σ
や
。

然
ら
す

と
ゼ
ば
、
如
何
な

る
定
義

な
提
講

ぜ
ら

ろ
・
や
。

◎

一
切
の
炭
礦

に
封
・し
規
制

な
滴
用
す
う
と
せ
ば
、
右

の
規
制
は
単
一

の
條
約
案
に
依
り
設
け
ら

る
べ
き
や
、
叉

は
褐
炭
礦

は

之
な

特

殊
條
約
案

中
に
取
扱

ふ
べ
き
も
の
と
考

へ
ら

る

㌧
や
。

(
イ
)

褐
炭
礦

な
他

の
炭

砧
と
.瞳
剃
す
べ
き

も
の
ε
考

へ
ら
ろ

」
守」
せ
ば
、
之
が
爲

如
何
な

る
基
準

を
提
議

せ
ら

ろ
、
や
。

(
ロ
)

規
制
に

一
切

の
褐
炭
礦

(
地
下
、
混
合

、
露

天
)
な
含
む
べ
き

も
の
と
考

へ
ら
ろ

」
や
、
叉
は
右
の
内
若

干
な
含
む

ベ
キ
、も
の

ミ

考

へ
ら
ろ

」
や
。
」

16

國
際
労
働

総
會

の
議

事
規
則

に
よ
れ

ば
.
條

約
案
採
澤

の
最
終

投
票
に
に
、

三
分
の

二
以
上
の
得
票

な
要
し
、
若

し
最

経
投
票

に

於



て
探
揮

ぜ
ら
れ
な

い
場

合
は
原
條
約
案
な
鋤
告

に
変
更

す

ろ
爲
起
草
委
員
會

へ
返
附
す

べ
き
か
否
か
な
投
票

に
問
ふ
ご
ミ

㌔
な

つ
て

居
ろ
。
六
ま

ノ
～

ド
イ
ソ
政
府
代
表
が
動
議

な
出
し
れ

の
で
、
先
づ
勧
告

に
変
更

す
る
爲
起
草

委
員
會

へ
返
附
す

る
手
續

は
満
場
二

致
噛、
不
口
決

遷
れ
、
・次

い
で
次
會
一提
出

の
件
が

一
〇
五
西
ポ
鋤

二
二
西
ポ
で
涌
}渦
一し
六
。

17

今
回
の
質

問
書

中
に
は
坑
外
労
働

者
に
關
し
て
次

の
如
き
項
浦
が
出
て
居

る
。

◎
規
制
に
原
期
マ㌃
し
て
坑
外
労
働

者
れ

る
ミ
坑
内
労
働

者

れ
る

と
に
拘

ら
す

杢
髄

の
労
働

者
に
適

用
ぜ
ら
ろ
べ
告
も

の
ビ
考

へ
ら
ろ

〉

や
o

◎
規
制
を
坑
外
労
働

者

に
及
ぼ
す
べ
し
と
ぜ
ば
、

フ
シ
ン
ト

ン
條
約

の
規
制
と
異
り
れ

る
も
の
を
必
要

こ
す
乏
考

へ
ら
ろ

、
や
o

◎
そ
の
他
o
①
右

の
幽
刀
働
者
な
如
何

に
定
義
す

べ
し
と
提
議

ぜ
ら
ろ

、
や
。
㈲
右
の
労
働

者

の
労
働

時
間
な
如
何

に
定
義

す

べ
き

や
o

ω

一
日
最
長
限
な
如
何
程
と
提
議

ぜ
ら

る

」
や
。
④

日
曜
日

及
び
公

の
休

日
に
於
け

ろ
労
働

者

の
傭
使

な
禁
止
す
ろ

一
般

原
則
な

規

定
す
る
場
合

、
坑
外
労
働

着
に
も
例
外
規
定
脳
設
く

べ
き

や
、
等
。

18

質
問
書

は
此
決
講

に
關
し
て
次

の
如
く
記
し

て
居
る
。

「
第
十
四
回
総

會
に
褐
炭
礦
労
働

時
間
問
題

な
次
回

の
総
會
の
議

題
に
決
定

し
れ
う
な
以
て
二
個
の
議
題
虹
立
す
う
か
に
考

へ
ら
る

・
も
,
右
條
約
案

否
決
の
結
果
褐
炭
礪
労
働

時
間

に
別
個

の
議

題

ビ
し
て
戊

立
ぜ
す
し
て
、
『
炭
礦
労
働

時
問
』
の
み
第
十
五
回
総
會

の
議
題

と
な

る
。
(
褐
炭
坑
な
も
そ
の
内
に
含

む
)
」
。

荷
ほ
.

前
詫

三
な
参

照
。

康

磯
鑛
夫
労
働

契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

一
七



炭
醗
鑛
夫
労
働

契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

一
八

炭
駿
労
働

の
國
際
的
規
制
に
対
す

る
要
望
は
、
既
に
わ
れ
ら
の
見
た
や
う
に
石
炭
鑛
業

の
経
済
的
困
難
に
供
な

つ
て
現
は
れ
た
。

す
な
は
ち
石
炭
危
機
の
経
済

的
局
面
が
、
炭
鑛
労
働

の
社
會
的
局
面

へ
反
映
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。

一
九
二
九
年
に
於
け
る
國
際
聯

盟
の
経
済
委
員
曾
に
出
席
し
た
雇
傭
者
側
專
門
家
委
員
も
.
討
議
の
間
に
、
石
炭
企
業
家
間
の
経
済
的
協
定

は
先
づ
第

一
に
炭
債
に

關
す
る
協
定
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
か
』
る
協
定
は
各
企
業
に
於
け
る
炭
磧
労
働

條
件
の
不
変
更

を
前
提
と
し
な
く
て
は
永
績
し
難
い

こ
と
を
諒
解
す
る
に
至
つ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
生
産
費
の
四
五
乃
至
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
勢
賃
に
振
り
向
け
る
石
炭
鑛

業

に
於

て

は
、
若
し
何
等
か
豫
期
せ
ざ
る
且
急
激
な
変
化

が
雇
傭
條
件
に
現
は
れ
た
場
合
直
ち
に
生
産
の
全
要
素
に
変
更
を
來
し
て
協
定
を
危

殆
な
ら
し
め
、
途
に
は
そ
の
破
裂
に
及
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、
彼
等
は
す
べ
て
を
考
察
し
た
揚
句
、
労
働

條
件
の
國
際
的
規
制

の
存
す
る
方
が
好
都
合
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
価
格
協
定
の
以
後
で
は
な
く
、
必
す
そ
の
以
前
に
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
結

働

論
に
到
達
し
た
。
こ
れ
を
前
に
掲
げ
た

一
九
二
五
年
四
月
の
鑛
夫
國
際
聯
合
の
ブ
ラ
ツ
セ
ル
決
議
と
対
照

ぜ
よ
。
勢
資
の
完
全
な
る

一
致
!
炭
艦
労
働

に
關
す
る
國
際
條
約
は
恰
か
も
そ
の
成
立
を
約
束
せ
ら
れ
、
そ
の
前
途
を
親
輻
せ
ら
れ
て
居
た
も
の
曳
や
う
で
あ

る
。
果
し
て
さ
う
で
あ
つ
た
か
?
・F
.
M
a
u
r
e
t
t
e
,
p
p
.
4
7
4
-
4
7
5



國
際
石
炭
協
定
を
妨
た
げ
る
障
害
に
は
極
め
て
根
深
い
も
の
が
あ
る
。
ヴ
ア
ル
ガ
の
年
報
は
か
つ
て
之
を
列
基
し
て
(
イ
)最
重
要

諸
國
に
於
け
る
潜
在
的
過
剰
生
産
、
(
ロ
)石
炭
關
税
の

「
般
的
鉄
如
、

(
こ
の
こ
と
は
主
要
競
事
者
連
を
し
て
、
彼
等
の
領
域
に
於

鋤

て
互
に
侵
入
し
合
ふ
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
)。

(
ハ
)
イ
ギ
リ

ス
に
於
け
る
國
内
独
占

の
鉄
如
、
の
三
と
し
叙
。
右

の
う
ち
(
イ
)

は
不
可
避
的
傾
向
で
あ
つ
て
、
た
と
へ
國
際
石
炭

ヵ
ル
テ
ル
の
成
立
し
た
曉
に
於
て
も
、

「
カ
ル
テ
ル
は
、
価
格

の
引
下
げ
に
依
つ

て
資
本
家
の
利
潤
を
保
証

す
る
で
あ
ら
う
が
、

一
方
加
熱
技
術
の
改
良
、
石
漉
使
用
の
擾
大
,
水
力
の
利
用
等
に
依

つ
て
生
す
る
石

炭
使
用
の
減
少
は
、
新
し
い
鋭
い
打
撃
を
與

へ
る
だ
ら
う
。
僅
か
に
資
本
主
義
的
世
界
経
済

の

一
般
的
大
飛
躍
の
み
が
危
機
を
防
止

⑳

し
得
る
が
ー

そ
の
見
透
し
は
全
然
存
在
し
て
ゐ
な
い
。
」
叉
、
(
ロ
)
に
就
て
は
、
各
國
の
石
炭
消
費
産
業

に
よ
つ
て
保
護
關
税

の

設
定
が
反
対

さ
れ
る
許
り
で
な
く
、
假
に
關
税
障
壁
を
設
け
得
る
と
し
て
も
世
界
市
場
に
於
け
る
便
格
闘
争
は
ダ

ン
ピ
ン
グ
に
よ
つ

て
盆

々
尖
鏡
化
す
る
だ
け
で
あ
つ
て
、
そ
れ
自
膿
何
等

の
解

決
策
と
な
ら
な
い
。

最
後
に

ヘ
ハ
)
は
世
界
市
瘍
の
角
途
者
た
る
英
猫

間
に
ヵ
ル
テ
ル
を
成
立
せ
し
む

る
前
提
條
件
で
あ
る
が
、
既
に
久
し
い
間
両
国

間
に
行
は
れ
た
熱
狂
的
価
格

闘
争
に
よ
つ
η
・
至
難

働

と
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
國
内
独
占

も
徐

々
に
氣
運
を
醸
成
さ
れ
、
最
近
つ
ひ
に
労
働
窯
政
府
は
國
家
的
強
制
カ

ル
テ
ル
網
を
實
施
す
る

的

迄

に
な
つ
た
。
こ
の
點

に
唯

一
の
希
望
が
つ
な
が
れ
て
居
る

こ
と
は
,
去
る

一
九
三
〇
年
十
二
月
八
、
九
日
ベ
ル
リ
ン

に
會

合

せ

る
,
鑛
夫
國
際
聯
合
の
執
行
委
員
會
が
な
し
た
決
議
に
よ
つ
て
も
窺
ひ
得
ら
れ
る
。
す
な
は
ち
、

「
こ
の
決
議
は
先
づ
國
際
聯
盟

の

炭

確
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巷
第

一
號
)

F

一
九



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

二
〇

石
炭
問
題
解
決
の
努
力
が
こ
れ
ま
で
の
所
成
果
な
か
り
し

こ
と
を
遺
憾
と
し
、
し
か
も
そ
の
間
に
も
困
難
は
釜

々
尖
鋭
と
な
つ
た
と

.

、

⑳

て
、
國
際
聯
盟
が
更
に
解
決
の
爲
働
く
べ
き

こ
と
を
繰
返
し
懇
請
し
た
る
後
、
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。
」

『
一
方
・
本
委
員
會

の
聴
く
所
に
よ
る
と
、
英
國
労
働

窯
政
府
は
経
済

的
性
質
の
國
際
協
定
に
到
蓬
す

る
能
否
を
吟
味
す
る
が

爲
、
わ
け
て
も
欧
洲
の

一
切
の
石
炭
市
瘍
に
於
け
る
混
乱

と
紛
争
と
の
源
た
る
不
當
廉
費
と
投
費
と
を
防
止
す
る
目
的
に
て
債

格
を

一
定
す
る
が
爲
、
産
炭
諸
國
の
協
議
會
を
招
集
せ
ん
と
し
て
居
る
由
で
あ
る
。

も
し
こ
の
協
議
會
が
開
か
れ
る
場
合

に
は
、
本
委
員
會
は
當
面

の
諸
問
題

の
實
際
的
解
決
を
得
る
目
的
を
以
て
諸
國

の
政
府
,

雇
傭
主
、
及
び
帥労
働
者
が
之
に
代
表
せ
ら
る
」
こ
と
を
希
望
す
る
。
』

し
か
し
な
が
ら
・
右
の
希
望
の
前
途
に
は
、
労
働
党

政
府
自
身
の
イ
ギ
リ
ス
政
界
に
於
け
る
運
命
の
如
く
、
暗
影
が
横
た
は
つ
て

勃

居
る
灘

か
㌧
る
経
済
的
局
面
は
叉
、
社
會

的
局
面
に
対
応
す
る
。
す
な
は
ち
、
來
る
べ
き
第
十
五
回
國
際
労
働
総
会

に
提
出
さ
る
玉

働

炭
礦
労
働

時
間
制
條
約
案
は
、
労
働
黛
政
府
の
努
力
が
功
を
奏
し
て
成
立
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
で
あ
ら

う
。
だ
が
假

に
成
立
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
條
約
案
の
労
働
階
級
に
も
た
ら
す
効
果

は
、
恰
か
も
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
新
炭
礦

法
(
七
時
間

半
労
働

制
)
と
同

様
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
十
二
月

一
H
に
新
炭
礦

法
の
實
施
さ
れ
て
以
來
の
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
、
労
働

時
間

の
融

通

(
s
p
r
e
a
d

岡

o
v
e
r

)

の
問
題
と
賃
金
減
額
の
問
題
と
を
中
心
に
、
勢
資
聞

の
抗
孚
は
い
さ
」
か
も
緩
和
さ
れ
て
居
ら
な

い
の
で
あ
る
。

か

く

て



前
禍
の
ベ
ル
リ
シ
決
議

の
最
後
の

一
節
は
、
む
し
ろ
決
議
者
の
協
調
的
努
力
の
徒
勢
を
暴
露
す
る
や
う
な
鹸
韻
を
傳

へ
る
ー

『
ま
た
、
萬
國

の
膿
夫
に
対
し

て
、
そ
の
生
活
状
態

の
上
に
加

へ
ら
れ
つ
』
あ
る
攻
撃

に
抵
抗
す
る
目
的
を
以
て
こ
れ
迄
よ
り

働

も

一
麿

輩

固

に
團

結

す

べ
き

こ

と
を

要

講

す

る

も

の

で
あ

る

。

』

20

『
世
界
経
済

年
報
』
、
第
四
輯

、
三
五
七
頁
。

21

全
上
、
第

一
輯

、
二
二

一
頁
。

「
石
炭

の
販
責
危
機
は
三
つ

の
圭
要
な

モ
メ
ン
ト
に
立
脚
す
ろ
。

(
、
)

一
単
位
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
な
作

う
に
要
す
ろ
石
炭
量
が
、

燃
焼
技
術

の
改
良

の
結
果
、
今
日
で
は
以
前

よ
り
減

少
し
た
。

(
」
)

必
要
な

る

エ
ネ

ル
ギ
ー
の

一
部
分
に
石
炭

の
代
り
に
石
油

及
び
水

力
か
ら
得
ら
れ
る
。

(
c
)

今
日
に
総

て
の
國
が
自
給
自
足
の
努

力
な
な

し
つ
・
あ

る
。

叉
商
晶
輪

入
な
成
ろ
べ
く
縮
少

ぜ
ん
と
努
力

し
て
ゐ
る
。

こ
の
れ

め
に
、
こ
れ
ま
で

石
炭
な
輸
入
し
て
ゐ
六
國

々
の
全
部

で
.
自
己

り
石
炭
採

掘
が
組
織

さ
れ
、
カ
め
に
石
炭
輸
出

に
大
打

撃
な
蒙

つ

距
」
o

全
、
二

=

一頁
。
な
ほ
右

に
關

し
て
、
第
四
輯
、
三
五
七
ー

八
頁
0

22

「
國
際
カ

ル
テ

ル
形
成

の
観
點

か
ら
に
次

の
表

が
示
す

や
う
に
、

二
つ
の
國
の
み
が
眞

劒
に
問
題

ピ
な
る

に
過
ぎ

な

い
o

炭

傭
鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
谷
第

一
號

)

F

二

一



炭
破
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

二

二

一
九

二
七
年
の
石
炭
輪

出

生

産

大

ブ

リ

テ

ン

ニ
六

三
・
五

(
百
萬

ト

ン
)

ド

イ

ソ

一
一血
噌二
・
山ハ

合

衆

國

五

四

五

・
○

ポ

ー

ラ

ン

ド

三
七

・
八

輸
出
超
過
※

六
九

・
八

※

※

三

三
●
八

一
八

・
三

一
〇

・
五

生
産

に
対
す

ろ
輪
出

の
百
分
率

二
六

二
二三

・
三

二
七

※

輸

出
か
ら
輸

入
な
差
引
く
。

※
※

汽
船
炭
庫
用
石
炭

を
加
算

す
。

合
衆
國
で
に
,
輸
出
は

全
生
産

に
比
し
て
、
大
き
な
役
割
を
演

じ
て
ゐ
な

い
。
合
衆
國

の
石
炭

は
れ

y
カ

ナ
ダ
に
於

て
の
み
競
争

能
力

を

持

つ
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

つ
て
、
從

つ
て
そ
の
石
炭
輸
出

の
大

部
分
に
カ
ナ
ダ
に
向

つ
て
ゐ
ろ
。
故

に
世
界
市
蕩
に
於

て
は

三
つ
の
國
だ

け
が
競
争

者

と

し
て
相
罫
立
し

て
ゐ
る
に
過
ぎ

な

い
」
。

『
世
界
経
済

年
報
』
、

第

四
輯

、

三
五
九
頁
。
v
g
l
.
 
B
.
 
 
P
a
s
s
m
a
n
n
,
 
D
e
r

.d
e
u
t
s
c
h
e
 
a
n
d
 
d
e
r
 
e
n
g
l
i
s
c
h
e
 
S
t
e
i
n
k
o
h
l
e
n
l
a
e
r
g
h
a
u
 
i
n
 
I
l
i
n
b
l
i
c
k
 
a
u
f
 
d
a
s
 
e
n
g
l
i
s
c
h
e
 
B
e
r
g
g
e
s
e
t
z
 
v
o
n
 
1
9
2
0
 
(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
e

e
r
g
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
 
a
n
d
 
B
e
r
g
t
e
c
h
n
i
k
,
 
1
5
 
J
a
n
u
a
r
 
1
9
3
1
)
.

⑳加

『
世
界
経
済

年
報
』
,
第

三
輯
、

一
〇
〇
頁
。

24

全
上
、
第

二
輯
、

四
〇
〇
頁
以
下
◎
第

三
輯

、
九
八
頁
以
下
。



25

全

上

。
第

三
輯

、

一
〇

一
頁

以

下

。

c
f
.
 
 
R
.
 
C
.
 
S
m
a
r
t
,
 
"
 
T
h
e
 
h
;
c
o
n
o
m
i
c
s
 
o
f
 
t
h
e
 
C
o
a
l
 
I
n
d
u
s
t
r
y
,
 
"
 
1
9
3
0
.
 
p
.
 
7
�
.

26

小
島
精

一
、
『
磯
業
経
済

論
』

(
改
造
杜
版

「
経
済
學

全
集
」
第
十
三
巻
所
敢
)
、
三
四

一干
⊥

二
四
五
頁
。

27

『
鑛
夫
國
際
聯
合
の
執
行
委
員
會
』
、
(
「
世
界

の
労
働

」
、
第
八
巻

、
第

三
號

,
五

一
頁
)
。

28

國
際
協

定
成
立

に
対
し

、
全
然
實
際
政
治
の
領
域
外
に
在

ろ
ε
云
ふ
徹

底

悲

観

論

に
就
て
に

、
c
f
.
 
I
s
a
d
o
r
 
L
u
b
i
n
,
 
"
 
C
o
a
l

I
n
d
u
s
t
r
y
.
 
"
 
(
T
h
e
 
E
n
c
y
c
l
o
p
a
e
d
i
a
 
o
f
 
t
h
e
 
S
o
c
i
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
,
 
V
o
l
.
 
3
.
 
1
9
3
1
.
 
p
p
.
 
5
9
9
-
6
0
0
)

29

一
九
三
〇
年
十

一
月
十
九
日
附

、
タ
イ

ム
ス
紙
は
大
要
次
の
如
き
聲
明
な
獲
表
・し
衷
。

「
鑛
山
局

長
官

シ
ン
ウ

エ
ル
氏
は
昨
日
、

ジ

ツ
ソ
ラ
ー
氏
以
下
数
名

の
下
僚

な
随
伸

ぜ
ろ
ド
イ

ツ
労
働
大

臣
ス
テ
ー
ゲ
ル
ワ
ル
ト

氏
と
會
見

こ
れ
。
鑛
山

局

當
局

の
言

に
よ
れ

ば
、
討
講

の
内
容
は
明
年

六
月
ジ

ユ
ネ
ー
ヴ

に
於
て
國
際
労
働

総
會
が
炭
礦

坑
内
労
働

者
の
労
働

時
間
に
付
國
際
條
約

の

制
定
な
再

び
考
慮
す

ろ
場
合

に
當
リ
起

ろ
こ
と
あ
ろ

べ
き
各
般

の
問
題

に
就

て
ゾ
あ
つ
ぬ
。
そ
の
結
果
、

雨
相
に
相
互
の
見
解

に
就

て
諒
解
す

る
こ
と
な
得
力
。
國
際
炭
業
問
題

の
継
濟
的
方
面

に
就
て

も
非
公
式
の
討
論
が
行
は

れ
た
。
ス
テ
ー
ゲ
ル
ワ
ル
ト

氏
に

シ
ン
ウ

エ
ル

氏
の
提

言
な
ド
イ

ソ
政
府

に
傳

へ
ろ
こ
と

に
同
意
し
れ
」
。

「
世
界
の
労
働

」
、
第

八
巻

.
第

一
號
、

扉
頁
。

(
但
、
諜
語

や
文
字

な

便
宜
変
更

し
れ
ー

菊

池
)。

30

『
英
國
炭
業
界

の
情
勢
』
、
(
「
世
界
の
労
働

」
、
第

八
谷
、
第

三
號
、

三
四
ー
三
六
頁
)
。

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約

序
論

(
第

一
毬
第

一
號
)

F

二
三



炭
磧
鑛

夫
労
働
契

約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

二
四

な
ほ
、
イ
ギ

リ
ス
炭
礦
業

に
於

け
る
資
本
攻
勢

の
欺
況

に
就
て
に

『
世
界
纏
濟

隼
報
』
、
第
九
輯
、

一
六
九
-

一
七
〇
頁
参
照
。

31

『磯
夫
國
際
聯
合
の
執
行
委
員
會
』、
(「
世
界
の
労
働
」、
第
八
巻
、
第

一
號
、
五

一
頁
)。

第

二

節

わ

が

國

に

於

け

る
炭
礦
労
働

問

題

わ
が
國
の
石
炭
は
、
世
界
市
場
の
競
争
か
ら
全
然
離
隔
し
て
居
る
。
そ
れ
に
は
産
炭
量

の
少
な
い
こ
と
が
何
よ
り
の
原
因
で
あ
る

の

が
、
更
に
地
理
的
偏
在
も
亦
重
要
な
理
由
と
な
つ
て
居
る
。
し
た
が
つ
て
、
わ
が
國
の
炭
獲
業
は
石
炭
危
機

に
よ
つ
て
何
等
直
接
に

の

影

響

さ

れ

る

こ
と
な

く

、

わ

が
國

の
炭
礦
労
働

者

も

亦

國

際

的
労
働

條

件

齊

一
化

の
運

動

か

ら

「
鷹

は
孤

立

し

た
状

態

に
在

る

。
ゆ

え

に

こ

の
限

り

に
於

て
は

,

わ

が
國

に
於

け

る
炭
礦
労
働

は
世

界

の
動

き

の
外

に

あ

る

が

如

く

に
見

え

る
。

一
、
わ
が
國

の
崖
炭
量

の
世
界
的

地
位
に
、
次
表

に
現
に
れ
て
居
ろ
や
う

に
第
六
位
で
あ
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ソ
バ
の
ボ
ー
ラ

ン
ド
に
次
ぐ
。

世
界
主
要
國
石
炭
産
出
高

(
一
九

一
三
年
及
び

一
九
二
七
年
)

単
位

百
萬

挙

ン

國

名

北

ア

メ
リ
カ

洲

カ

ナ

ダ

石

炭

褐

炭

一
九

一
三

一
九

二
七

=
哺了
六

一
二
・
三

三
・
五

備

考



合

衆

國

そ

の

他

の

諸

國

南

ア
メ

リ
カ

洲

ヨ

ー

ロ
ッ

パ
洲

ナ

ー

ス

下

リ

ア

チ

エ

コ
ス

ロ
ヴ

ア

キ

ア

ベ

ツ

ギ

ー

フ

ラ

ン

ス

ド

イ

ジ

ザ

ー

ル

地

方

ハ

ン

ガ

"

ー

ナ

ラ

ン

ダ

ポ

ー

ラ

ン

ド

ロ

シ

ア

ス

ペ

イ

ン

無
煙
炭

渥
青
炭
及
褐
炭

石

炭

褐

炭

石

炭

褐

炭

石

炭

擁

ガ

石

炭

褐

炭

石

炭

褐

炭

石

炭

褐

炭

石

炭

褐

炭

石

炭

褐

炭

石

炭

褐

炭

一」}

八

三
・
〇

四

三
四
・
〇

一
・
六

一
六

・
五

二

七

・
四

二

二

・
八

四

〇

土

0

・
八

一
九

〇

二

八

七

・
二

一
・
三

九

・
○

哨
・
九

三

三

●
八

四

・
0

0

・
三

七

二
・
七

四

六
九
・
七

一
・
〇

二
・
ご

○
・
二
.

三
二

一
四

・
〇

一
九
。
〇

二

七

・
六

五

丁

八

一
二

一
五

二
一●
去ハ

一
五

〇

・
五

=

二
・
六

〇
・
八

⊥ハ
・
二

九

・
五

〇
・
二

三
八

・
噌

○

土

二

五

・
九

一
・
七

六
・
六

〇

・
四

卿

職

前

ぼ
総

鑛

産

額

中

に
含

ま

れ

て

居

る
爲

不
明

戦

前

は
日プ

ラ

ジ

〃
ご

コ
ロ

ン
ビ
ア
o

職
並剛
に
於

て

ボ

ス

ニ
ア
.

へ
〃

ツ

エ
ゴ

ビ
ナ

を

含

ま
す

。

戦

前

に

一
國
と
し
て

分
離

し

て

屠
ら

な

い
。

戦
前

に
に
分
離

し
力
数
字
が
な

い
。

戦
前

に
に

一
國

こ
し
て
分
離

し
て
居
な

い
。

戦
後
は

九
月
三
十
日
な
以

て
年
度
末
と
・し
れ
数

字
で

あ
ろ
。

・
炭
礁
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

.

(
第

一
巷
第

一
號
)

F

二
五



炭
膿
鑛
夫
労
働
契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

二
六

イ

ギ

リ

ス

そ

の

他

の

諸

國

ア

ジ

ア

洲

丈

那

英

領

印

度

日

本

(
毫

溝

樺

太
)

そ

の

他

の

諸

國

ア

フ

リ

カ

州

南

ロ

ー

デ

シ

ア

南

ア

フ

リ

カ

聯

邦

そ

の

他

の

諸

國

ナ
セ
ア
ニ
ァ
洲

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

ニ

ユ

ー

ジ

ー
ラ
ン
ド

そ

の

他

の

諸

國

計

石

炭

褐

炭

石

炭

褐

炭

}}

二
九

二

・
〇

二

・
0

=

二
・
八

ニ

ハ
・
五

二

一
・
六

三
・
⊥ハ

○

・
二

八
・
○

一
二
・
六

一
・
九

〇

・
七

=

二
四

二
・
三

二
五
五
・
三

一
丁

四

二

二
・
四

三

五
・
六

〇
・
二

一
〇

二

○
・
九

=

一・
六

〇
・
五

一
五

・
二

崩
・
三

一
二

一
四
七

三
・
○

戦
後

の
数
字
は
、
総

額
中
に
ほ
含
ま
れ
て
居

る
o

戦

後
の
数
字

に
、
総
額

中
に
に
含
ま
れ
て
居

ろ
。

(
U
n
i
t
e
d
 
S
t
a
t
e
s
.
 
I
>
u
l
e
a
u
 
o
f
 
M
i
n
e
s
.
 
C
o
a
l
 
f
o
r
 
1
0
2
2
 
a
n
d
 
1
9
2
7
.

)

2

『
炭
礦
労
働

畔
間

に
關
す

る
質

問
書
』
、

に
於
て
も
來

ろ
べ
き
第
十

五
回
國
際
労
働

総
會

の
議
題
に
、

「
そ
の
嚢

端
よ
り
し

て
實
質
的



に
は
欧
洲
の
問
題
と
認
め
ら
れ
か
」
ろ
も
の
こ
し
て
取
扱
は
れ
來
つ
六
こ
と
に
対
し
て
特
に
諸
國
政
府
の
注
意
を
喚
起
し
た
い
」
,・-

記
し
て
居
ろ
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
國
の
石
炭
が
世
界
市
場
か
ら
離
隔
し
て
居
る
こ
と
は
決
し
て
世
界
経
済

の
趨
勢
に
対
し

て
無
関
係

た
る
こ

と
を
意
味
し
な
い
。
す
な
は
ち
世
界
的
石
炭
危
機

の
根
本
原
因
と
し
て
墨
げ
ら
れ
る
(
イ
)
消
費
の
減
少

(燃
焼
技
術
の
改
良
に
よ
る

め

43

53

0

節
約
、
石
油
及
び
水
力
電
氣
等
の
代
用
燃
料
の
増
加
)
と
(
ロ
)生
産
の
発
展

(後
進
諸
國
の
開
磯
、
炭
艦
技
術
の
進
歩
)

と
は
等
し

く
わ
が
國
の
石
炭
界
を
支
配
し
て
居
る
。
し
か
も
、

「
世
界
の
総
輸
出
の
著
し
い
減
少
」
に
石
炭
危
機

の
鍵

が
あ
り
、

「
石
炭
輸
出

'

O

の
國
内
消
費

へ
の
割
合
の
大
き
さ
如
何
に
從

つ
て

、
危
機
は
國

々
を
襲
つ
て
ゐ
る
」
も
の
と
す
れ
ば
、
わ
が
國
の
如
く
、
生
産
能
力

は
発
展

し

つ
、
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
そ
の
販
売
市
場
の
競
争

に
於
て
防
禦

に
変
じ
、
か
つ
て
は
輸
出
國
た
り
し
地
位
か
ら
輸

入
超
過

㈹

に
韓
じ
た
場
合
に
於
け
る
打
撃
も
亦
甚
だ
し
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
最
近
世
界
的
恐
慌
の
渦
中
に
巻

き

こ
ま
れ
て
以
來
販
萱

⑨

危
機
ぱ
更
に
檜
大
し
限
産
に
次
ぐ
に
限
産
を
以
て
し
て
僅
か
に
凌
ぎ
を
つ
け
る
状
態

に
あ
る
.
こ
の
経
済
的
困
難
に
面
し
て
炭
礦
業

者
の
と
る
打
開
策
は
や
は
り
世
界
的
常
道
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
第

一
に
販
萱
協
定
、
第
二
に
生
産
費
切
下
(ー
勢
賃
減
額
)に
外

な
ら
な
い
。

こ
れ
を

ヨ
ー
・
ッ
パ
の
問
題
と
し
て
見
る
な
ら
ぱ
、
第

一
の
途
は
迂
廻
し
つ
製
、
第
二
の
途

は
直
接
に
、
労
働
條
件

の

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(第

一
巻
第

一
號
)

F

二
七



炭
磧
鑛
夫
労
働

契

約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

二
八

國
際
的
齊

一
化

へ
の
社
會
的
大
道

へ
合
し
て
居
る
。
だ
が
、
ア
ジ
ア
に
於
て
は
そ
の
大
道
が
見
失
な
は
れ
て
居
る
。
し
か
し
て
、

ヨ

ー
ロ
ツ
パ
的
(或
ひ
は
世
界
的
)運
動
を
支
配
す
る
も
の
は
イ
ギ
リ
ス
最
大
最
強
の
組
織
た
る
大
ブ
リ
テ
ン
鑛
夫
聯
合
で
あ
る
の
に
封

し
て
,
ア
ジ
ァ
的
危
機
の
先
頭
に
在
る
も
の
は
日
本
の
労
働
大
衆
中
に
於
い
て
も
と
り
わ
け
意
識

の
優

い

か
つ
女
子
と
少
年
を
も

含
む
炭
坑
夫
の
群
集
で
あ
る
。
し
か
も
前
者
に
於

て
は
、
イ
ギ
リ
ス
炭
の
敵
國
ド
イ
ツ
に
も
精
鋭
強
大
な
労
働

組
合
が
存
在
し
、
さ

ら
に
國
際
聯
合
を
通
し
て
利
害
を
共
同
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
後
者
に
於
て
、
日
本
炭
を
厘
迫
す
る
侵
入
國

の
労
働

に
從
事
し
て
居

σの

る
者
は
、
實
に
奴
隷
的
境
遇
に
在
る
支
那

の
苦
力

の
群
集
で
あ
る
。
約
言
す
る
な
ら
ば
.
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
於
け
る
,
経
済

的

危

機

-
寺
価
格

闘
争
を
通
し
て
の
協
定

↓

社
會
的
條
件
の
齊

一
化
と
云
ふ
必
然
の
経
路
は
労
働

組
合
の
抵
抗
に
遭
遇
し
て
先
進
國
を
標

準
と
す
る
労
働
條
件
向
上
の
機
會
と
な
り
得
る
が
、
ア
ジ
ア
に
於
て
は
、
経
済

的
危
機

一…
噺
便
格
闘
争
を
通
し
て
の
協
定
の
路
は
決

し
て
社
會
的
條
件

の
齊

一
化

へ
方
向
づ
け
ら
れ
て
居
な
い
。
も
し
意
識
的
に
齊

一
化
が
な
さ
れ
る
と
す
れ
ば
現
在
の
如
く
無
抵
抗
な

未
組
織
状
態
に
在
る
限
り
そ
れ
は
お
そ
ら
く
後
進
國
の
標
準
を
考
慮
し
て
行
は
れ
る
労
働
條
件
向
下
の
機
會

に
利
用
さ
れ
る
で
あ
ら

う
。
こ
」
に
わ
が
炭
膿
労
働

問
題
の
特
殊
相
が
見
出
さ
れ
る
。

3

例
へ
ば
、
八
幡
の
製
鐵
所
に
於
て
、
合
理
化
の
實
績
と
し
て
あ
げ
る
所
に
よ
れ
ば
、
製
鋼
の
殖
當
石
炭
使
用
量
が
、
大
正
十
三
年
度

に
於
て
三
・五
八
三
殖
か
ら
昭
和
三
年
度
に
於
て
二
・
四
〇
六
殖
ご
減
じ
て
厨
る
o
『日
本
経
済
の
最
近
十
年
』
、
三
二
五
頁
。



4

例

へ
ば
、
昭
和
三
年
四
/ー
よ
り
石
炭
聯
合
會

が
五
分

の
逡
炭
減
な
實

行
し
た
當
時
の
商
況

に
、
同
年

一
、

二
月

の
温
暖
な

天
候

の
故

に

一
方

に
於

て
腰
房
需
要

を
減
じ
六
上
に
、
他
方
叉
各
河
川
の
水
量
農

冨
で
火
力
焚
電
を
要
・し
な

い
事
情

に
よ
つ
て
貯
炭
激

増
な
來

し
六
の
で
あ

っ
六
。
『
朝

日
経
済

年
史
』
、
昭
和
四
年
版
、

二
六
八
頁
。

5

日
本
炭

が
外
國
炭

に
屋

迫
さ
れ
ろ
事
實

に
こ
れ
な
明
瞭

に
し
て
居
ろ
。
殊
に
最

大
の
強
敵
六

ろ
撫
順
炭
に
大

職
直
後
の
年
産
量
約

三

百
萬

ト

ン
か
ら

、
大
正
十
三
年
に
は

五
百
萬

ト

ン
弱
,

昭
和
三
年

に
は
年
崖
量
買
に
八
百

五
十
萬

ト
ン
に
蓮
し
六
。

將
來
の
擾
張
目

標

は
年
産

干
五
百
萬

ト

ン
に
在

う
と
云
ふ
。

小
島
精

一
、
『
金
融
資
本
論
』
、
八

六
頁
。

6

永

積
純
次
郎

、
『
炭
坑
に
於
け

る
機
械
使

用
に
關
す
ろ
二
、

三
の
問
題
』
、
五
三
七
質
c

7

『
世
界
経
済

年
報
』
、
第

一
輯

、
六
六
頁
。

8

「
由
來
本
邦
は
久
・し
く
石
炭
翰

出
超
過

な
常
態

と
し
、
大

正
八
年
當
時

に
に
そ
の
超
過
額

一
、
三

一
一
、
○
○
○
殖
、
値

額

一
九
、
一
三

四
、
O
O
O
圓

存
示
こ
。
そ
の
後

も
大
正
十
年

に
至
ろ
迄

.
海
外
輸
出

の
増
大
な
績

け
輸

出
超
過
額
は
漸
増

し
た

の
で
あ

つ
六
が
、

大
正
十

一
年

に
至

つ
て
こ
の
形
勢

に

一
変
し
、
輸

出

の
減
退
輸

入
の
増

加
に
よ
つ
て
輸
出
超
過
額
は
減
退

に
向

ひ
、

大
正
十
二
年

に

は
輸
入
超
過

と
な
り
。
翌

+
三
年

に
に
二
八
七
、
0
0
0
殖
、
贋
額
六
、
七

七
四
.
○
○
○
圓

と
言

ふ

新
認
録

な
示

す
に
至
つ
た
。

…
・…
・こ
れ

を
要
す
う

に
こ
の
期

に
本
邦
石
炭
輸
出
入
事
情

に
於
け

る
輸
出
超

過
よ
リ
、
輸
入
超
過
に
移
ろ
形
勢
輔
換

の
時
機
に
當

つ

れ

の
で
あ
ろ
」
。
『
H
本
纏
濟

の
最
近
十
年
』
、
二
四

二
頁
。

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
谷
第

一
號
)

F

二
九



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

三
〇

9

昭
和
三
年
四
月
の
迭
炭
制
限
率
五
分
で
あ

つ
れ
の
が
、
次
第
に
増

加
6

て
最
近
昭
和
五
年
十
月

の
大
擾

張
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
年

に

四
年
七
月
か
ら
五
年
六
月

に
至

ろ

一
ケ
年
間
の
實

邊
高

二
五
、
六
七
七
、
八
三
八

ト
ン
の
十
二
分

の
五

に
封

・し
て

一
月

よ
り
五
月

ま
で

二
割

二
分
減
.
同
十

二
分

の
七
に
対
し

て
六
月

か
ら
十
二
月

ま
で
二
割
減

ε
な

つ
て
居

ろ
o

こ
れ
に
基

づ
く
逡
炭
制
限

の
結
果

に
、

六
年

度
途
炭
高

二
、
三
二
八
、
二
九

U
ト

ン
と
な

り
、
大
正
十
年

に
迭
炭
調
節
開

始
以
來

の
最
低
な
示
す
と
云
ふ
。
『
日
本
純
濟
年
報
』

第
三
輯

、

醐
九

八
頁
0

10

石
炭

輸
入
國
別
数
量
比
較

(
輩
位
、

一
、
○
0
0
殖
)

國

名

大

正

八

年

大

正

十

三

年

昭

和

三

年

支關

東

佛

領

印

其

那州度他

四
六
七

一
二
五

一
〇
八五

五
七

七

一
、
一
三
九

一
九

二

一
〇

四

五
三
七

一
、
七

五
九

三
七
七

吋
〇
七

計

七
〇

五

二
、
0

=

一

二
、
七
七
九

『
本
邦
鑛

㎝茉
の
趨
勢
』
に
櫨
岬る
も
の
o



わ
が
炭
籏
業
の
経
済
面
が
間
接
な
が
ら
國
際
的
趨
勢

の
影
響
下
に
あ
る
や
う
に
、
そ
の
社
會
面
も
亦
結
局

に
於
て
國
際
的
標
準

の

適
用
を
冤
が
れ
な

い
。

こ
れ
を
少
く
と
も
二
つ
の
索
線
に
よ
つ
て
辿
る

こ
と
が
出
來
る
。
そ
の

一
っ
は
鑛
夫

の
事
實
上
の
生
活
向
上

に
基
づ
く
實
質
賃
金
維
持
の
婆
求

で
あ
る
。
欧
洲
大
戦
以
後
に
於
け
る
わ
が
産
業

の
一
般
的
躍
進
は
,
労
働

者
に
と
つ
て
は
生
活
欲

望
向
上
の
機
曾
で
あ
つ
た
。
し
か
し
て
戦
時
よ
り
職
後
に
か
け
て
獲
達
し
た
労
働

運
動
は
、
そ
の
目
標
を
國
際
的
水
準
に
向
け
な
が

ら
、
國
内
的
に
は
各
産
業
部
門
の
労
働
者
に
労
働
條
件
齊

一
化
の
要
求
を
培
養
し
た
。

こ
の
要
求
は
、
近
代
工
業
と
し
て
の
機
械
化

の
程
度
少
な
く
、
叉
雇
傭
に
封
建
的
遺
習
の
淺
存
し
た
坑
内
労
働

者
に
と
つ
て
は

一
般

に
意
識
的
結
成
の
力
と
な
る
迄
に
成
長
し
得

な
か
つ
た
が
、少
く
と
も
日
常
生
活
の
程
度
が
高
ま
り
、内
容
を
蟹
富
に
し
た

こ
と
に
於
て
は
同
様
で
あ
つ
た
。
こ

～
に
労
働
條
件
の

改
善
を
促
が
し
て
居
る
社
會
的
根
擦
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
二
は
日
本
政
府

の
國
際
政
治
に
於
け
る
地
位

に
俘
な
ひ
盤
面
維
持
の
爲

㈹

籐
儀
な
く
さ
れ
る
社
會
立
法
制
定
で
あ
る
。
す
な
は
ち
.
日
本
の
労
働
運
動
を
國
際
的
聯
合
か
ら
孤
立
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
に
成
功

し
て
居
る
政
府
も
、
幾
多
の
曲
折
を
霊
し
た
揚
句
國
際
労
働

會
議

へ
つ
ぴ
に
組
織
労
働
者
の
代
表
を
閏
席
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
か
つ

た
。
叉
、
國
際
労
働

曾
議

に
於
て
最
も
保
守
的
態
度
を
採
り
、
種

々
な
る
特
殊
事
實
を
陳
辮
し
て
例
外
規
定
を
挿
入
し
得
た
と
し
て

働

も
、
結
局
國
際
條
約
案
と
し
て
成
立
す
る
限
り
國
内
的
に

一
定
の
手
續
を
履
践
す
べ
き
義
務
を
負
携
さ
せ
ら
れ
る
。
更
に
條
約
案
の

大
部
分
に
対
す

る
不
批
准
の
虚
置
を
と
る
と
し
て
も
、
そ
の
間
輿
論
を
喚
起
す
る
こ
と
、
な
り
、
最
少
限
度

の
社
會
立
法

へ
手
を
染

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

二
=



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號

)

F

三
二

あ
ざ
る
を
得
な
い
状
勢
と
な
る
。
か
く
て
政
府
は

剛
方
に
労
働
者
の
稜
意
と
参
加
を
無
視

し
た
社
會
立
法
を
行
な
ふ
と
共
に
、
他
労

⑬

こ
の
社
會
立
法
に
適
応

せ
し
む
る
爲
資
本
家

の
産
業
合
理
化
を
指
導
し
援
助
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
炭
礦
労
働

に
対
す

る
立
法
も
亦
こ

の

一
搬
の
例
に
洩
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
昭
和
三
年
九
月

一
日
の
鑛
夫
勢
役
扶
助
規
則
改
正

(坑
内
労
働

十
時
間
制
、
保
護
坑
夫

の

㈲

坑
内
労
働

禁
止
並
び
に
深
夜
業
禁
止
)
の
経
過
と
、

こ
れ
に
關
す
る
當
局
者
の
次
の
如
き
感
慨
に
よ

つ
て
も
明
瞭
で
あ
る
。

『
近
時
炭
界
の
不
況
に
因
り
採
炭
切
賃
(請
負
箪
債
)を
値
下
す
る
傾
向
に
在
る
が
、
其

の
結
果
採
炭
夫

は
相
鴬

の
賃
金
を
獲
得

す
る
爲
に
勢
ひ
長
く
労
働

す
る
傾
向
を
、
増
加し
、
延
ひ
て
炭
車
待
合
其

の
他

の
室
費
時
間

は
之
れ
に
俘

ふ
て
増
加
し
、
在
坑
時

間
著
し
く
長
か
ら
ん
と
す
る
傾
向
に
在
る
。
斯
の
如
く
我
國
炭
坑
労
働

者
の
在
坑
時
間
は
不
規
律
に
長

き
こ
と
は
我
國
の
炭
蕨

の
自
然
的
條
件
が
劣
悪
に
し
て
優
秀
な
る
抗
内
設
備
を
爲
す
の
飴
裕
な
き

こ
と
に
因
由
す
る
が
、
亦
他

の
方
面
よ
り
観
れ
ば
努

働
運
動
の
末
獲
達
が
其
の
有
力
な
る
原
因
な
り
と
思
推
ぜ
ら
る
。
隊
洲
諸
國
に
於
い
て
炭
坑
労
働

者
聞

に
組
合
運
動
獲
達
し
夙

に
爲
政
者
の
心
膿
を
寒
か
ら
し
む
る
罷
業
又
は
罷
業
の
脅
威
が
直
接
間
接
の
原
因
と
爲
つ
て
坑
内
労
働
時
間

法
制
を
促
進
し
、

又
は
事
業
主
と
の
協
定
に
依
つ
て
労
働

時
間

の
短
縮
を
實
現
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
我
國

の
現
歌
を
見
る
に
炭
坑
労
働

者
は
最
も
團
結
力
な
く
最
も
組
合
運
動
が
幼
稚
で
あ
る
。
之
は
金
属
山
に
夙
に
組
合
運
動
が
獲
達
し
在
坑
八
時
間
制
が
廣
く
行

は
る
」
に
至
つ
た
の
に
比
す
る
と
き
は
誠
に
雲
泥
の
差
あ
る
事
が
看
取
出
來
る
。
師
ち

一
方
自
然
的
條
件
の
劣
悪
な
る
と
他
方



共
の
労
働
者

の
無
自
畳
と
は
相
侯
つ
て
依
然
と
し
て
長
く
我
國
炭
礦

の
労
働
時
問
を
徒
に
長
時
間
に
爲
ら
し
め
、
其
の
改
善
の

跡
甚
だ
遅
々
た
る
の
で
あ
る
。
斯
る
場
合
の
保
護
法
制
の
任
務
の
重
大
に
し
て
施
行
の
困
難
な
る
こ
と
は
容
易
に
看
取
し
得
る

で
あ
ら
う
。
」

右
の
如
き
當
局
者
の
苦
心
を
裏
書
す
る
や
う
な
状
況
を
、
「意
識
」
の
目
畳
め
た
る
を
以
て
自
負
す
る
筑
豊
炭

田
の

一
婦
人
か
ら
聞

く
こ
と
が
出
來
る
o

「
元
來
膿
山
労
働

者
は
最
も
死
亡
率
が
多
く
、
又
危
険
な
作
業
で
も
あ
る
か
ら
、
共
上
十
二
時
問
以
上
も
抗
内
に
這
入
つ
て
ゐ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
出
勤
率
も
工
場
労
働

者
と
比
較
に
な
ら
な
い
。
(
し
か
も
)
坑
夫
の
賃
金
は
稼
高
に
比
例
し
て

與

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
固
定

の
牧
入
と
い
ふ
も

の
が
な
い
。
彼
様
な
境
遇
に
お
か
れ
て
居
る
か
ら
割
合
に
坑
夫
達
は

『
一

日
ぐ
ら
し
』
主
義
の
者
が
多
い
。
殊
に
石
炭
鑛
業

の
労
働
者
は
夫
婦
で

}
人
前
働

い
て
居
る
場
合
が
多

い
の
で
夫
婦

の
何
れ
か

ビ
病
氣
に
で
も
な
れ
ば
二
人
共
々
休
ん
で
居
る
有
様
で
あ
る
。
だ
か
ら
必
然
石
炭
鑛
業
に
婦
人
労
働

者
歎

の
多
い
の
も
う
な
づ

け
る
わ
け
で
あ
る
。
坑
夫
の
生
活
は
鮮
人
で
無
い
限
り
賃
金
は
大
抵

一
定
し
て
居
る
の
で
同
じ
標
準
の
生
活
を
し
て
居
る
の
だ

が
、
も
し
子
供
が
多
く
な
る
と
趣
も
苦
し
く
て
や
つ
て
ゆ
け
な
い
。
だ
か
ら
子
供
も
七
、
八
歳

の
物
心
知
る
頃
に
は
何
等
か
の

方
向
で
稼
が
せ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
回
の
如
く
、
坑
内
十
時
間
労
働

制
に
な
つ
た
り
、
保
護
抗
夫

の
入
坑
禁
止
に
な
る

炭
礦

鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

三
三



炭
礦

鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

三
四

と
、
坑
夫
達
は
死
目
を
見
る
程
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
が
も
し
、
昭
和
三
年
以
前
、
世
間
的
な
意
識
で
も
持
て
ゐ
た
な
ら

ば
、
此
規
則
に
絶
対
反
対

を
叫
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
、
今
更
考

へ
る
と
く
や
し
涙
が
出
る
1
そ
し
て
、
あ

の
時
、
吾
々
の
カ
シ
コ

イ
先
輩
達
は
何
故
反
対

を
叫
ん
で
く
れ
な
か
つ
た
ろ
う
か
と
思
ふ
と
た
ま
ら
な
く
な
る
』
。

わ
れ
ら
は
こ
の
婦
人
の
意
識

の
程
度
を
問
題
に
す
る
に
當

つ
て
早
計
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
如
何
な
る
方
法
に
よ
つ
て
動
く
べ

き
か
を
知
ら
な
い
彼
等
も
、
何
事
の
爲
に
起
た
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
ば
明
瞭
に
把
握
し
て
居
る
。
イ
ギ
リ
ス
鑛
夫
聯
合

の
七
時
間
制
要

求
(
延
長
反
対

)
と
、
筑
豊
炭
坑
婦
人
の
十
時
間

制
反
対

(
延
長
要
求
)
と
は
共
に
同
じ
基
礎
か
ら
嚢
し
て
居
る
。
た
じ
前
者

に
於
て
は

畔
聞
短
縮
は
賃
金
減
額
を
意
味
し
な

い
が
、
後
者
に
於
て
は
時
闇
短
縮
は
當
然
に
賃
金
減
額
を
含
む
塵

に
正
反
対

の
要
求
を
生
ぜ
し

め
た

の
で
あ
る
Q

「
此
の
鑛
夫
勢
役
扶
助
規
則
が
改
正
さ
れ
て
以
來
、
筑
豊
の
労
働
者
、
殊
に
婦
人
は
規
則
の
爲
に
ゾ
ク
く

ク
。ヒ
に
さ
れ

て
居

る
有
様
で
あ
つ
て
、
彼
女
等
は
そ
れ
に
対
し

て

一
言
も
言
ふ
事
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
之
に
対
し

て
鑛
業
主
は
言

つ

で

居

る
。

「
坑
夫
達

の
生
活
は
全
く
贅
幣
だ
・
(
一
般
の
人
々
が
食
べ
る
や
う
な
も
の
を
食
べ
て
居
る
と
い
ふ
意
)
そ
ん
な
贅

澤

な

生
活
を
す
る
の
も
賃
金
が
充
分
與

へ
ら
れ
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
今
度
、
婦
人
を
止
め
さ
せ
た
ら
、
少
し
位
は
家
政
も
引
締

つ
て

行
け
る
か
と
思
ふ
。
元
來
婦
人
と
君
ふ
も
の
は
外
に
出
て
働
く
の
が
間
違

つ
て
ゐ
る
の
だ
。
女
は
家
に
居
て
、
家
庭
の
キ
リ
モ



リ
や
裁
縫
で
も
し
て
、
少
し
位
夫
の
身
な
り
を
よ
く
さ
せ
ね
ば
い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
婦
人
に
副
業
を
與

へ
る
前
に
家
政
の
事

を
さ
せ
ね
ば
い
け
な
い
。
副
業
な
ど

の
心
配
は
い
ら
な
い
」
と
仰
有

つ
て
る
。
け
れ
ど
、
彼
等
は
世
の
中
の

叫
般
の
女
が
ど
ふ

云
ふ
わ
け
で
女
ら
し
く
、
家
庭
的
に
し
て
居
る
事
が
出
來
る
か
を
御
存
知
な
い
の
だ
。
夫
か
ら
養

つ
て
貰

つ
て
る

婦

人

な

ら

ば
.
夫

の
氣
に
入
る
様
に
家
庭

に
居
坐
つ
て
、
家
庭
的
に
も
な
ら
う
が
、
そ
れ
で
食
べ
て
行
け
な

い
階
級

の
者
が
・
日
本
國
中

に
九
十
九
%
も
居
る
事
を
何
故
か
、
彼
等
は
御
記
憶
に
な

つ
て
居
ら
れ
な

い
。
だ
か
ら
吾
々
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
婦
人
は
言
ひ
た
い

の
だ
。

『
伽
し
閣
下
達
が
、
私
共
の
夫
に
満
足
な
賃
金
を
支
払

つ
て
下
さ
れ
ば
、
い
つ
で
も
大
人
し
い
家
庭
的
な
女

で
居
ま
せ

う
」
と
。

『
}
千
斤
入

一
函
掘
つ
て
僅
か
七
十
鈍
し
か
呉
れ
な
い
で
は
、
私
共
が
、
石
に
噛
り

つ
い
て
も
家
庭
的
に
し
た
つ
て

で
き
な
い
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
!
」
と
。
L

右
の
言
葉
は
叉
正
に
第

一
の
索
線
に
も
答

へ
て
居
る

と
云

ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
て
こ
の
「意
識

」と
「
要
求
」
と
の
明
ら
か

な
矛
盾
こ
そ
は
彼
等

の
労
働
状
態

の
特
殊
的
地
位
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
特
殊
的
労
働
関
係

の
成
立
を
合
法
的
な
ら
し

め
て
居
る
炭
鑛
夫
労
働

契
約
に
就

て
、
そ
の
歴
史
的
變
遷

を
辿
る
虜
に
こ
の
論
文
の
主
た
る
目
的
が
あ
る
。

U

政
府
が
如
何
に
我
が
國
の
遅
れ
六
労
働
條
件
な
氣
に
し
て
居
ろ
か
に
、
國
際
労
働
會
議
に
於
け
る
苦
し
い
辮
明
に
現
に
れ
る
〇
五
大

國
の

一
で
あ
り
、
三
大
海
軍
國
の
一
で
あ
る
手
前
、
労
働
條
件
の
み
第
三
流
國
以
下
で
あ
る
こ
ミ
は
揮
か
ら
れ
ろ
の
で
あ
ろ
。
こ
の

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

三
五



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

暢
巻
第

一
號
)

F

三
六

間

の
清
息

に
、
國
際
労
働

局
よ
り
『
}
九

こ
七
年

に
於

け
る
炭
確
業

の
賃
金
、
労
働

時
間
』
に
關
・し
實
状
問
合

せ
が
あ
つ
れ

の
に
対
し

て
、
『
労
働
時
間

に
關
し
何
等
報
告

す
べ
き
資

料
な
入
手
し
得
す
』
ε
報
告

な
・し
て
居

る
こ
と
に

も
う

か
ノ
に
れ
ろ
。
c
f
.
.
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a
g
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.
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T
I
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(
T
.
 
I
,
 
R
.
 
V
o
l
.
 
X
X
T
.
 
N
o
.
 
1
.
)

12

國
際
労
働

條
約
(
ヴ

エ
〃
サ
イ

ユ
平

和
條
約
第
十
三
篇

)
第
四
〇
五
條
参
照

。

13

『
鑛
業
労
働

事
情

二
關

ス
〃
調
査
』
参
照
0

14

木
村
清
司
、
『
改
正
鑛

夫
勢
役
扶
助
規
則
に
就

い
て
』
、
(
「
法
學
協
會
雑
誌
」
、
第

四
六
雀
.
第

一
〇
號
、

一
八

噌
一
頁
)
。

15

日
種
明
子
、
『
嬬
人
坑
夫

り
入
坑
禁
止

に
就

い
て
』
.
(
「
女
人
藝
術
」
、
昭

和
六
年

一
月
號
所
載

)
よ
り
抜
葦
o

第

二

章

炭

傭

艸労

働
関
係

の

諸

要

素

第

一

節
労
働

契

約
関
係

の

特

質

※

炭

磧

に
於

け

る
労
働

開

係

は
、

社

會

史

の

段

階

の
維

過

に
連

れ

て
變
遷

し

て
來

た

の
で

あ

る

が
、

今

日

わ

れ

ら

の
対
象

と

な

る
炭

,

①

確
業
に
於
け
る
そ
れ
は
労
働
契
約
関
係

た
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
す
な
は
ち

一
切

の
生
産
が
資
本
的
生
産

の
支
配
を
受
け
る
段
階
に

至
れ
ば
、

一
切
の
労
働
…
関
係も
亦
、
資
本
制
生
産
に
於
け
る
特
有
の
労
働
…
関
係た
る
労
働

契
約
関
係

に
よ

つ
て
支
配
的
影
響
を
受
け



る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
炭
膿
労
働

嗣
係
の
實
誰
的
研
究
に
入
る
前
に

一慮

帯
働
契
約
關

、

特

ー

武
て
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。

民
法
上
の
雇
傭
契
約
な
る
類
型
か
ら
逗
別
さ
れ
る
労
働
契
約
の
概
念
は
、
形
式
的
に
は

「
當
事
者
の

一
方

(
労
働
者
)
が
相
手
方

(雇
傭
者
)
に
自
己
の
労
働
力
を
提
供
し
,
相
手
方
(
雇
傭
者
)
が
之
に
対
し

て
勢
賃
を
支
払

ふ
こ
と
を
約
す
る
契
約
」
と
し
て
取
扱
は

⑳

れ

る
。1

労
働

契
約

の
分
類
に
當

つ
て
鑛
夫
労
働

契
約
な

る

一
種
類

な
。
主

と
・し
て
法
制

上
の
医
別
に
基

い
て
、
基
げ

ろ
こ
ミ
は

多
く

の
労
働

法
教
科
書

に
見

る
虜
で
あ

ろ
。
孫

田
秀
春
、
『
改

訂
労
働

法
論
』
,
二
九
七
頁
、
V
g
l
.
 
 
T
l
u
e
c
k
 
N
i
p
p
e
r
d
e
y
,
 
L
e
h
r
b
u
c
h
 
d
e
s
 
A
r
b
e
i
t
s

r
c
c
h
t
s
,
 
S
.
 
9
6
;
 
M
a
x
 
L
e
d
e
r
e
r
,
 
G
r
u
n
d
r
i
s
s
 
d
e
s
 
O
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
n
 
S
o
z
i
a
l
r
e
c
h
t
e
s
,
 
S
.
 
7
9
-
8
0
.

2
労
働

契
約
の

一
般

契
約
理
論

に
於
け
ろ
関
係

に
就

て
に
次
の
諸
點

な
考
慮
す

べ
き
で
み

ろ
。

山
労
働

契
約
ぼ
債
櫨
関
係

の
原
因
な
爲

す
双
務
契
約

の

一
類
型
で
あ

る
。
・し
か
し

て
、

契
約
こ
ぼ
二
つ
以

上
の
當
事
者
の
勤

立
的
意
思

表

示
、
即
ち
申
込
及

承
諾
が
合
致
す
る
こ
と
な
要
件
と
す
る
法
律
行
爲
で
あ
ろ
。

契
約

の
要
素

た
ろ
対
立

的
意

思
表
示

に
形
式
的

に

全
然
平
等
で
あ

る
が
、
そ
の
こ
と
に
爾
表
意
者

の
意
思
決
定

の
自
由
な
前
提

と
す
ろ
。
自
由
平
等
な

ろ
個
人
の
形
成
す
る
社

會

が
豫

定

さ
れ
、
契
約

の
自
由
ぼ
こ
の
社
会

に
於
け
ろ
所
謂
私
法
的
自
殆

秘
支
配
す

ろ
原
則

と
し

て
承
認
さ
れ

六

の
で
あ
ろ
。

衡
契
約

の
理
論
は
十
九
世
紀

以
後
に
於
け

る
法
律
學

の
登

蓬
に
よ
り
批
剣
を
受
け
れ
。
そ
れ
は

法
律
技
術
的
に
は
意
思
表
示
解
釈

の
問

炭
硬

鑛
労
働

夫
契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

一

F

三
七



炭
鑛
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

三
八

題
と
し
て
取
扱
は
れ
、
立
法
政
策

的
に
に
契
約
自
由

制
限
の
問
題
ご
・し
て
行
な
は

れ
れ
。
前
者
は
意
思
主
義

よ
噸
表
示

主
義

へ
の
韓

換
と
し
て

、

後
者
は
所
有
椹

に
於
け
ろ
社
會
的
機
能
の
認
識

に
基

づ
く
権
利
行
使
の
相
鍬
的
制

限
と
し
て
現
ば
れ

て
居

ろ
。

蘭
法
律

學
が
契

約
理
論

の
補
正

を
蝕
儀
な
く

さ
れ
れ
の
に
、
資
本
主
義
の
発
展

に
供

な
ふ
社
會
的
変
動

に
因
る
の
で
あ
る
。

か

・
る
社

會
的
変
動

は

、
資
本

の
集

中
化
、
資

本
封
労
働

の
関
係

、
労
働

の
組
織
化
等

の
諸
方
面

の
相

互
的
獲
展

に
影
響
さ
れ
て
生
じ
れ
。

而

し

て
そ

の
福
軸

な
な
す
資
本
封
労
働

の
関
係

は
賃

金
労
働

の
関
係
で
あ
ろ
o

④
労
働

契

約
に
賃
金
労
働
関
係

を
成
立

ぜ
し
む

ろ
契
約
で

あ
ろ
。
資

本
は
労
働

契
約

に
よ
つ
て
利
潤
増
殖

の
源
れ

る
労
働

力

使
用

の
合

法
性
な
獲
得
す
ろ
。

し
た
が

つ
て
労
働

者

の
實
力

の
墾

展
も
亦
直

ち
に
労
働

契
約

の
内
容

(
雇
傭
條
件
乃
至
労
働

條
件
)
の
変
化

と
な

つ
て
反
映

す
ろ
。

こ
の
意
味

に
於
て
労
働

契

約
の
概
念
ぼ
契
約
理
論
の
補

正
に
よ
つ
て
得
ら
れ
れ
も
の
で
な
く

.
む
し

ろ
契
約
理
論

の
補

正
者

と
し

て
現

は
れ
れ
も

の
で
あ

ろ
。

労
働

契

約
関
係

の
特

質

と

し

て

は
次

の
諸
點

を

注

意

せ

ね
ば

な
ら

な

い
。

二

)

榮

働

契

約
関
係

は
、

資

本
制

生

産

に

お

い

て
資

本

と
労
働

と

を

結

合

せ
し

む

る
契

約
関
係

で
あ

る

。

労
働

契

約

は
資

本

制

生
産

の
下

に
の

み

存

在

す

る

契

約

で

あ
る

。

す

な

は

ち

、

資

本

制

生

産

の
物

質

的

基

礎

の
上

に
、

資

本

家

的

精
神

に

よ

つ

て
締

結

せ

ら

れ

る

も

の
で

あ

つ

て
、

資

本

の
概

念

が

歴

史

的

意

義

を

有

す

る

や
う

に
労
働

契

約

の
概

念

も

亦

歴

史

的

所



産

で
あ
る
。

資
本
ど
労
働

と
の
結
合
は
契
約

の
形
式
を
以
て
行
は
れ
、
資
本
と
労
働

と
の
交
換
の
如
き
現
象
を
呈
す
る
が
,
そ
の
實
相
に
於
て

は
資
本
に
よ
る
、
労
働

力
の
購
入
が
な
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
つ
て
資
本
は
自
己
の
爲
に
多
歎
の
労
働
力
を
生
産
的

に
組
織
す
る
の
で
あ

る
、)資

本
と
労
働

と
の
結
合
が
法
律
上
の
契
約
の
形
式
に
よ
ら
す
し
て
、
事
實
上
存
在
す
る
場
合

も
あ
る
が
、
こ

の
場
合
と
難
も
そ
の

労
働
関
係

は
、
資
本
制
生
産
の
支
配
下
に
あ
る
限
り
,
労
働
契
約
関
係

の
影
響
を
受
け
る
。
す
な
は
ち
。
法
律

的
に
は
契
約
に
特
有

な
規
定
を
適
用
せ
ら
れ
な
い
が
、
労
働

力
の
使
用
に
關
す
る
保
護
規
定
の
如
き
は
適
用
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

(
二
)
労
働

契
約
関
係

に
於
け
る

一
方
の
當
事
者
は
、
自
山
な
る
劣
働
者
で
あ
つ
て
、
相
手
方
に
自
己
の
労
働
力
を
提
供
す
る
も

の
で
あ
る
Q

自
由
な
る
労
働
者
と
は
自
己
の
人
格
の
自
由
を
有
す
る
者
の
意
味
で
あ
つ
て
、
具
體
的

に
は
人
格
に
包
含
せ
ら
る
㌧
労
働
力
を
自

己
の
所
有
と
し
て
虚
分
し
得
る
者
で
あ
る
。

彼
等
は
自
己
の
労
働
力
を
商
品
と
し
て
提
供
し
,
か
つ
叉
商
品
と
し
て
提
供
せ
ざ
る
を
得
な
い
者
で
あ
る
、
す
な
は
ち
自
己
及
び

そ
の
系
累

の
生
活
に
必
要
な
資
源
を
得
る
爲
に
は
他
人
の
爲
の
労
働
(職
業
)
に
從
事
し
て
報
酬
を
得
ね
ば
な
ら
な

い
者
で
あ
る
。

炭
礦

鑛
夫
労
働

契

約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

三
九
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礦
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序
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第
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第

一
號
)
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〇

し
た
が
つ
て
、
彼
等
は
自
己
の
所
有
す
る
唯

一
の
商
品
た
る
労
働
力
を
取
引
す
る
労
働
市
揚
に
於
て
,
實
際

上
契
約
締
結

の
自
山

を
持
た
す
、
費
り
控
え
が
出
來
な
い
。
か
く
て
相
手
方
を
選
択

す
る
自
由
は
室
し
い
言
葉
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
彼
等
が
も

し
資
本
家
と
封
等
の
取
引
を
し
よ
う
と
欲
す
れ
ば
彼
等
相
互

の
協
力
に
よ
り
、
す
な
は
ち
團
結
に
よ
つ
て
独
占
価
格

を
維
持
せ
ざ
る

を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

(
三
)
労
働

契
約
関
係

に
於
て
は
、
生
産
的
労
働

の
給
付
が
目
的
と
な
つ
て
居
る
Q

資
本
制
生
産

に
於
け
る
生
産
的
労
働

に
は
特
殊
の
性
質
が
あ
る
。
先
づ

一
面
に
於
て
、
生
産
的
労
働

と
繧
…せ
ら
れ
る
も
の
は
、
生

産
的
労
働

に
關
す
る
本
來
的
概
念
(
労
働
行
程
に
於
て
、
そ
の
終
局
た
る
生
産
物

の
立
場
か
ら
逆
に
人
類

の
労
働
を
評
価

し
た
も
の
)

に
よ
れ
ば
著
し
く
そ
の
範
囲
を
接
大
し
て
居
る
。
す
な
は
ち
、
労
働
組
織
に
於
け
る
協
業

の
嚢
蓬
せ
る
結
果
、
社
會
的
総
労
働

を
全

「
罷
と
し
て
見
た
場
合

に
の
み
本
來
の
概
念
の
適
用
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
総
労
働

を
個
別
的
に
見
た
各
分
子
は
労
働
行
程

の
分
化

せ
る
機
能
を
充
す
だ
け
の
全
然
部
分
的
労
働

に
外
な
ら
な
い
。
而
し
て
叉
他
面
に
於
て
は
、
本
來
的
概
念
よ
り
も
著
し
く
そ
の
性
質

が
限
定
さ
れ
た
も

の
に
な
つ
て
居
る
。
す
な
は
ち
、
直
接
又
は
間
按
に
資
本
の
自
己
増
殖
に
奉
仕
す
る
も
の
玉
み
が
、
云
ひ
換

へ
る

な
ら
ば
鯨
剰
慣
値
を
生
産
す
る
も
の
」
み
が
生
産
的
労
働

と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
又
、
生
産
的
労
働

た
る
限
り
、
艸労

働
の
性
質
、に
高
級

の
も
の
,
下
級
の
も
の
と
云
ふ
差
別
が
存
し
な
い
。



な
ほ
叉
生
産
的
労
働

を
そ
の
本
來
的
概
念
に
於
て
明
瞭
に
す
る
こ
と
は
瀧
會
的
生
産
に
た
つ
さ
は
る
総
労
働

者

に
全

一
燈
と
し
て

の
組
織
を
意
識
せ
し
む
る
結
果
と
な
り
、
生
産
機
關
(
労
働
要
具
と
労
働
対
象

)の
社
會
化
、
労
働

力
の
社
會

的
保
護

に
対
す
る
要
求

を
生
す
る
わ
け
で
あ
る
。

(四
)
労
働

契
約
関
係

に
於
け
る
他
方
の
必
田事
者
は
津
賃
金
を
支
払

ふ
資
本
家
で
あ
る
。

賃
労
働
関
係

に
於
て
は
労
働

力
の
価
値

及
び
価
格

を
勢
賃
な
る
形
態
を
以
て
表
は
し
。
こ
れ
を
恰
か
も
労
働

そ
の
も

の
、
価
値
及

び
便
格
の
如
く
作
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
労
働
契
約

の
履
行
中
に
無
償
労
働

の
存
在
す
る
現
實
関
係

を
隠
蔽
す
る
。

こ
の
貼
こ

そ
は
資
本
制
生
産
の
特
徴
と
し
て
の
賃
労
働

の
有
す
る
歴
史
的
意
義
で
あ
る
。

右

の
如
く
勢
賃
は
事
實
上
労
働

の
封
債
と
し
て
支
払
は
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
弊
働
力
の
価
値

は
他
の
す

べ
て
の
商
品
の
慣
値
と

同
様
に
流
通
に
入
る
以
前
に
決
定
さ
れ
て
居
る
(實
質
賃
金
の
意
義
、
し
た
が
つ
て
叉
最
低
賃
金
制
度
の
基
礎

)。
し
か
る
に
勢
賃
は

表
面
上
給
付
さ
れ
た
労
働

の
封
慣

の
如
く
現
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
劣
働
力
の
使
用
橿
値
、
即
ち
資

本
家
の
目
的
と
す
る
生
産
的

労
働

が
實
現
さ
れ
た
後
に
支
払

は
れ
る
所
謂
賃
金
後
梯
、の
原
則
を
生
す
る
。

資
本
家
は
個
人
で
も
な
ほ
独
占
者
た
る
地
位
を
有
す
る
が
、
今
、日
の
如
く
企
業
集
中
の
結
果
曾
社
形
態
を
以
て
現
は
れ
る
や
う
に

な
れ
ば
さ
ら
に
そ
の
独
占
的
威
力
を
強
大

に
す
る
。
か
く
て
彼
等

の
定
め
る
賃
金
は
多
数
の
労
働
者
に

一
様

の
率
を
以
て
押
し
つ
け

炭

確
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
雀
第

一
號
)

F

四

一
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四
二

ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
対
抗
し
で
賃
金
圖
孚
を
な
す
労
働
者
は
必
然
的
に
結
成
し
て
団
体
行
動
を
と
る
結
果
と
な
る

(賃
率

協
約
)。

(
五
)
労
働

契
約
関
係

に
於
て
は
、
資
本
家
に
勤

す
あ
労
働

者
の
從
島
を
生
ぜ
し
め
る
。

資
本
制
生
産
方
法
は
、
資
本
に
対
す

る
労
働

の
形
式
的
從
厩
を
基
礎
と
し
て
原
生
的
に
生
起
じ
、
か
つ
獲
展
す
る
。
す
な
は
ち
絶

封
的
蝕
剰
価
値

を
生
産
せ
し
め
る
限
り
に
於
て
は
、
從
來
自
分
自
身
の
爲
若
く
は
ツ
ン
フ
ト
親
方
の
た
め
に
働
い
て
居
た
者
を
賃
勢

働
者
と
し
て
資
本
家
の
直
接
的
支
配
の
下
に
立
た
せ
る
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
資
本
制
生
産

の
獲
展
は
相
対
的
余
剰
価
値

の
爲
特
殊
的
生
産
方
法
、
す
な
は
ち
機
械
生
産
と
こ
れ
に
供
な
ふ
工

瘍
制
度
を
生
じ
.
資
本
家
を
榮
働
者
に
対
す

る
專
制
的
指
導
者
た
ら
し
め
る
こ
と
曳
な
り
、
形
式
的
從
属
以
上
に
實
質
的
從
属

の
關

係
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
か
く
の
如
き
從
騎
関
係

は
社
會
的
経
済

的
に
生
じ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
労
働
者
に
対
し
法
律

上
當
然
に
忠
實
義
務
を
負
は
し
む
る
も
の
で
は
な
い
。
た
ビ
労
働
義
務
の
履
行
は
必
然
的
に
從
屡
関
係

に
於

て
な
さ
る
べ
き
で
あ
る

と
云
ふ
解
釈
を
生
む
で
あ
ら
う
(誠
實
信
義

の
原
則
)。

※
労
働

契
約
関
係
に
に
、
多
く
の
論
謹
々
必
要
と
す
る
問
題
な
含
む
が
、
詳
論
は
別
の
機
會
に
ー9
づ
ろ
こ
ご
Σ
し
、

こ
、
に
は
論
旨
の

展
開
に
必
要
な
前
提
ミ
し
て
す
べ
て
な
噺
言
的
に
概
説
す
る
。



第

二

節

石

炭

鑛

業

一

石

炭

石
炭
の
語
義
に
關
し
て
、

『
本
邦
の
石
炭
』
(鐡
道
省
運
輸
局
の
調
査
書
)
の
記
述
す
る
と
こ
ろ
に
擦
れ
ば
、
元
來
こ
の
名
稻
は
ド

イ
ッ
語
の
S
t
e
i
n
-
K
o
h
l
e

を
課
し
た
も
の
で
、
ド
イ
ツ
で
は
渥
青
炭
及
び
無
焔
炭
に
相
當
す
る
炭
種
名
な

の
を
わ
が
國
で
は
炭
種

の

一
般
名
と
し
て
使
用
す
る
に
至
つ
た
と
云
ふ
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
國
に
於
け
る
石
炭
な
る
名
稻
の
源
は
む
し
ろ
こ
れ
を
支
那
よ
り
得
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、

そ
れ
故
に
ご
・そ
た
ま
く
ド
イ
ツ

語
の
S
t
e
i
n
-
K
o
h
l
e

と
符
合
す
る
に
も
拘
は
ら
す
概
念
を
異
に
す
る
理
山
が
存
す
る
。

(
例

へ
ば
、
貝
原
盆
軒
『
大
和
本
草
』
中
石
炭

に
關
す

る
記
事

に
次

の
如
き
引

用
が
あ
ろ
。

「
本
邦

の
庸

讐
石
炭

な
以
て
乾
漆

と
す
る
に
大

な
る
誤
也
、
或

日
、
倭
方
乾
漆

な
用
び
ば
石
炭
な
可
用
、
老
學
庵
筆
記
日
、

石
炭

今
西
北
所
焼
之
煤
即
石
炭
、
漢
地
理
志
豫
摩
郡
出
石
、

可
燃
爲

薪
、
蘇
戦
集
有
石
炭
行
、
宍
白

石
燭
詩

云
、
但
喜
明
如
蝋
γ
何
嫌
色

如
黛

燭
出
延
立
、
予
在
南
鄭
数
見
之
、
其
堅
如
石
、

照
席

極

明
、
亦
有
涙
如
蝋
而
煙
漂

、
能
薫
汗
惟
幕
衣

服
、
故
西
人
亦
不
貴
之

、
0
程
子
外
書

日
、

石
炭
穴
中
道
火
則
連
蔓
火
不
絶
、
故

有
籔

百

干
年
、
今
火
山
蓋
爲
山

中
時
有
火
光
、
必
是
此
個
火
時
獲
於
山
間

也
、
今
按
石
炭
な
ほ
り
れ
ろ
穴

に
火
入
れ

ば
や
け

て
や
ま
す
」
。

な

ほ

わ

が
國
の
奮
記

に
就

て
は
次
章
第

一
節
参
照
)
。

炭
礦

鑛
夫
労
働
契
約
序
論
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第
一
巷
第

一
號
)
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四
三



炭
積
鑛
夫
労
働
契
約
序
論
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一
巻
第

哺
號
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F

四
四

次
に
石
炭
の
定
義
に
就
て
、
前
掲
書
は
、
嚴
密
に
は

『
石
炭
と
は
植
物
よ
り
変
移
せ
る
硬
固

の
暦
状
を
爲
し
含
有
不
純
物
の
少
量

な
る
も
の
な
り
』
と
し

て
居
る
。
(
眞
の
石
炭
と
は
何
か
に
就

て
種

々
の
定
義
あ
る
こ
と
に
就
て
は
c
f
.
B
u
l
m
a
n
,
C
o
a
l
 
M
i
n
i
n
g

a
n
d
 
t
h
e
 
C
o
a
l
 
M
i
n
e
r
.
P
P
.
1
1
3
-
1
1
4

)

こ
れ
に
從

へ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
燭
炭

(
下
等
動
物
及
魚
類

の
遺
骸
を
和
當
多
量
に
包

含
す
る
)
や
泥
炭
は
石
炭
の
部
類

に
入
ら
な
い
..
又
、
鑛
、物
ぼ
無
機
物

で
均
等
性

の
常
に

一
定
せ
る
化
學
成
分
を
有
す

べ
き
も
の
と

さ
れ
る
か
ら
、
石
炭

に
は
鑛
物
の
資
格
な
く
、
軍
に
岩
石
に
馬
す
る
も
の
た
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
國
の
鍍
業
法
の

謝
象
と
な
る
所
謂
鑛
物
中
に
は
石
炭
も
列
挙

さ
れ
て
居
る
か
ら
、
以
下
に
於
て
石
炭
を
廣
義

の
鑛
物
(
固
髄

を
成
し
て
居
る
無
機
物
)

の

二
極
と
し
て
鑛
物
と
称
す

る
。

石
炭
は
、
鑛
物
そ
の
も
の
と
し
て
の
有
用
性
に
於
て
も
(第

「
條
件
)亦
鑛
物
の
存
在
状
態
の
経
済
性
に
於

て
も
(第

二
條
件
)
、
近

代
的
産
業

の
対
象
と
し
て
優
越
す
べ
き
性
質
を
具
備
し
て
居
る
。

第

一
の
條
件
に
就
て
云
ふ
な
ら
ば
.
石
炭
は
熱
量
を
極
め
て
集
約
的
に
包
含
し
て
居
る
上
に
、
乾
鰐
さ
れ

る
に
適
當
な
性
質
を
有

の
④

し
て
居
る
。
而
し
て
、
乾
鋼
の
結
果
作
ら
れ
た

コ
ー
ク

ス
は
火
力
甚
大
で
あ
り
、
更
に
乾
鯖
の
副
産
物
と
し
て
発
生

し
た
瓦
斯
及
び

の
cり

油
は
い
つ
れ
も
重
要
な
用
途
を
見
出
さ
れ
て
居
る
。

第
二
の
條
件
に
就
て
は
.
石
炭
が
集
團
的
に
存
在
し
て
居
る
こ
と
を
基
げ
ら
れ
る
。
即
ち
石
炭
は
天
然
に
集
積
し
た
炭
麿
と
な
つ



⑦
①

て
居
り
、
か
つ
炭
麿
は

「
地
方
に
重
複
し
て
廣
大
な
炭
田
を
形
成
し
て
居
る
。

石
炭
は
之
に
加
熱
し
た
結
果
生
す
る
揮
獲
物
(水
分
、
瓦
斯
分
)と
残
存
す
る
固
定
炭
素
(炭
素
分
)
と
の
割
合
に
よ
つ
て
、
品
質
に

よ
る
種
類
別
を
行
は
れ
る
。
揮
獲
物
の
少
な
い
良
質
の
も
の
か
ら
基
げ
る
な
ら
ば
、
順
次
に
無
煙
炭
、
半
無
煙
炭
、
・半
渥
青
炭
、
渥

り

ゆ

青
炭
、
褐
炭
と
な
る
が
、
更
に
こ
れ
を
二
大
別
し
て
、
或

ひ
は
無
煙
炭
に
対
し

て
半
渥
青
炭
以
下
を
有
煙
炭

に

一
括
し
、
或
ひ
は
褐

炭
に
対
し
て
響

炭
呈

を
石
炭
な
る
名
聾

括
す
勢

。
も
あ
る
・
な
発

州
に
於
て
は
煽
石
奉

す
美

然

コ
ま

を
産

働

出
す
る
。

石
炭
は
又
、
わ
が
國
に
於
て
特
に
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
。
そ
れ
は
、
わ
が
鑛
業

の
獲
達
を
見
る
に
、

そ
の
七
割
内
外
か
ら
八

割
迄
を
石
炭

と
銅
と
で
支
配
し
て
居
り
.
就
中
、
石
炭

は
年
と
共
に
盆

々
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
は
ち

明
治
二
十
年
に
は
全
鑛
産
価
額

の
三
七
〇

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
つ
た
の
が
,
大
正
元
年
に
は
四
八
パ
:
セ
ン
ト
、
大
正
十
四
年
に
は

六
二
●
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
昭
和
三
年
に
於

て
六
七
●
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
鑛
夫
数
に
於
て
も
石
炭
山
の
鑛
夫

は
歴
倒
的
多
数
を
占
め
、
昭
和
三
年
六
月
末
日
現
在
に
於
け
る
鑛
夫
総
人
員
二
十
九
萬
三
千
百
七
十
二
人

(
内
、
男
二
十
三
萬
二
千

七
百
二
十
二
人
、
女
六
萬
四
百
五
十
人
)
中
、
炭
艦
鑛
夫
は
二
十
三
萬
七
千
八
百
九
十
人

(内
、
男
十
八
萬

三
千
二
百
十
三
人
、
女

働

五
萬
四
千
六
百
七
+
七
人
)
で
あ
つ
で
、
實
に
総
人
員

の
八
割

一
分

一
厘
に
該
當
す
る
。

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

四
五



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

四

六

1

「
石
炭
ほ
太
古
植

物
の
沼
澤
叉
は
滋
地
に
朽
塵
堆
積
し
、
そ

の
上
に
泥
砂
な
被

つ
て
幾
星
霜
の
間

厘
力

と
熱
と
の
作
用
な
受
け

て
漸

次
石
炭

化
し
れ
も
の
で

、
生
成

の
年

代
如
何
に

よ
つ
て
炭
化
の
度
合
に
多
少

が
あ
り
、

充
分
変
化

し
れ
も

の
か
ら
未
だ
炭
化

し
切
ら

の
も
の
ま
で
あ
ろ
。
石
炭

な
産
出
す
ろ
地
質
學

上
の
世
代
に
、
之
な
古

い
も
の

か
ら
順
序

に
数

ふ
れ
ば

.
古

生
代
の
石
炭
紀
、

二
聲

紀
.
中
生
代
の
三
盛
紀
、
株
羅
紀
、
白
亜
紀
、

及
び
新

生
代

の
第
三
紀
暦
で
あ

る
が
本
邦
の
石
炭

に
多
く

は
最
后
の
新

生
代
の
生
成

に
閣
す

ろ
新
ら
し

い
も

の
で
か

る
し
。

吉
村
萬
治
、
『
石
炭
』
(
日
本
評
論

社
、
「
現
代
産
業
叢
書

」、
第

一
巻
所
載

)、

二
頁
。

2

石
炭
は
少
容
積
中
に
多
量

の
熱
量
奄
包
藏
し
て
居

る
。

我
が
國

の
石
炭
は
大
髄

一
キ

ロ
グ

ラ
ム
の
う
ち
に
六
干
乃
至
七
千
カ

ロ
リ

ー

位

の
熱
且里
な
含
む
o
士
口
村

、
前
掲
o

市
場

に
於
け

ろ
石
炭

一
噸
と
等
執
…量

の
他
の
燃
料
と
の
容
積
比
麟
一。

石

炭

二

噸
)

薪木

炭

都
市
瓦
斯

四

三

(
乃
至
五
〇
)

立
方
灰

一
七
〇

同

二
〇
〇

同

五
八
七
、
八
九
三

同

3

「
乾

留

ぐ」
は
石
炭

葎
密
閉
し
六
燈

の
中
に
入
れ
て
高

い
熱

な
か
け
る
こ
亡
で
、
か
く
す
る
こ
と
に
依

つ
て
石
炭
は
大
膿
、
瓦
斯
、

油

及
び
骸
炭
(
或

ほ
半
骸
炭
)
に
分
か
れ

ろ
。

一
六

二

一
年
に
ダ
ツ
ド

ソ
ー
が
木
炭

の
代
り
に
石
炭

を
以

て
鐵
…な
製
造
す
ろ
こ
と
な
工
夫



し
た
が
、
し
か
し

一
七
三
〇
年
ダ
ー

ビ
ー
父
子
が
石
炭

秘
乾
留
し
て

コ
ー
グ

ス
3他
作

る
こ
と
な
考
案
す

う
に
及
ん
で
に
じ

め

て
石
炭

の
鐵
製
造

に
於
け

ろ
用
途
が
完
成

・し
れ
」
。

吉
村

、
前
掲

、
二
ー

三
頁
。

'

4

わ
が
國
で
に
、
小
野
蘭
山
(享

保
以
後
天
明

以
前
の
人
)
の
口
授
筆
記
『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
中
に
次

の
如
春

記
事
が
あ
る
。

「
本
邦

に

て
も
九
州

に
て
は
薪

に
代

え
、
或
は
炭

に

か
ゆ
。
水
な
得

て
愈
熾
な
り
。
然
れ
ざ
も
臭
氣
甚
し
き
故

、
筑
前

に
て
焼
反
し
、

浮
石

の
如
く
な
り

れ
う
な
用
ひ

て
炊

さ
ん
に
供
す
。
臭
氣
少
し
。
之
な
筑
後
に
て
イ

シ
ガ
ラ

亡
云
ふ
。
火
勢
櫟
炭
よ
り
強

・し
。
筑
前

に
て

未

だ
焼
け

ざ
う
も
の
な
ナ

マ
ス
ミ
と
云
ふ
。
筑
後

に
て

ハ
イ

シ
と
云
ふ
」
。

高
野
江
基
太
鄭
、
『
再
版

日
本
炭
礦

誌
』
、

四
頁

よ
り
引

用
。

5

乾
留

に
よ
つ
て
、

石
炭
瓦
斯
、
重
油
、
窒
素

(硫
安

肥
料
の
原
料
)
、

コ
ー
ツ
タ
ー
ル
(
藥
品
及
び
染
料

の
原
料
)
な
生
す

る
が
、
勿
論

炭
質

の
相
異
、
機
械

装
置
(
コ
ー
ク

ナ
ー
ヴ

ン
や

レ
ト
ル
ト
)
の
種
類
、
加
熱
の
程

度
等

に

よ
つ
て
そ
れ
ら
の
割

合
に
変
化

な
來
す
。

こ
の
點

に
關

し
、
渥
書
炭

に
於
け
ろ
諸
産
物
の
含
有
の
割

合
と
、

そ
れ
ら

の
価
額

の
割
合
マ」
な
示
す
實

瞼

例

に

就

て
、
c
f

B
u
l
m
a
n
,
p
p
.
1
3
8
-
1
4
0

叉
、
樹

枝
状

な
描

い
て
分
化

す
ろ
石
炭

の
多
種
多
檬
な
用
途

に
就
て
に
『
本
邦

の
石
炭
』
、
八
四
〇
ー

八

四
四
頁
参

照
。

6

石
炭

が
乾
留

に
よ

つ
て
諸
種

の
産
物

に
分
析

さ
れ
る
こ
と
に

次
の

二
鮎
に
於
て
商
品
と
し
て
の
性
質

な
高
め
る
。

(
吉
村
、
前
掲
四

頁
)

炭
礦

鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

四
七



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

四
八

qり

取

引
所
商
品

と
し
て

の
適
性
な
得

る
。
i

生

の
ま

・
の
石
炭
と
し
て

は
晶
質
が
複
雑
な
爲
銘
柄

で
取
引
す
ろ
こ
と
が
困
難
で

あ

る

け
れ

.こ
も
、

こ
れ

な
瓦
斯

、
油

、

コ
ー
ク
ス
と
分
け

う
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
性
質
が
比
較
的
量
純
化

さ
れ
て
取
引
所
商
品

に
適

す

る
や
う
に
な

ろ
o

函

貯
藏

に
適
す

る
や
う

に
な
る
。
-ー
1
生
の
ま
』
の
石
炭

な
長
く
貯

へ
ろ
ピ
自

然
獲
火

な
し
た
り
、
叉
燃
え
出

さ
な
く
と
も
熱

量
が

減
り
、
粉
炭

が
殖
え
、
色
が
悪
く
な

つ
て
晶

性
奄
低
下
す
ろ
。

こ
れ
な
瓦
斯
、
油
、

ゴ
ー
ク

ス
ご
分
け
う
な
ら

ば
安
心
し
て
貯
藏

出
來
ろ
。

7

「
炭
暦
に
は
其
幅

が
韓

通
五
尺

、
十
尺
、

二
十
尺
、
稀
れ
に
は
八
十
尺
、
百
尺
と

い
ふ
如
き
も

の
も
あ
る
。

さ
う
・し
ぬ

炭
暦
が
唯

一

層
し
か
存
在
し
な

い
な

ご
・
い
ふ
例
に
少
な
く
、

炭

田
地
方

に
に
大
抵

五
層

と
か
八
層
ピ
か
重
な
つ
て
存
賦

し
て
な
ろ
の
が
多

い
。

時
に
ぽ

二
十
層
も
重
な

つ
て
を
る
の
も
あ
る
。
撫
順
炭
礦

の
如

き
は
炭
層

の
厚
さ
平
均
百
尺
で
東
西
四
里
、

南
北

一
里
ε

い
ふ
狡

い

場

所
に
約
十
億
噸

り
石
炭
が
埋
藏

さ
れ

て
な
ろ
Q
…
…
筑
豊
炭
田
は
:
-
三
輪
岡
縣
遠
賀
川
の
流
域

一
帯

に
廣
が

つ
て

我
國
第

一
の
炭

田
を
な

し
、
大

略
五
十
平
方
里
あ
る
。
其
炭
暦
は
日三
十
五
ま
で
数

へ
ら
れ
ろ
所
が

あ
ろ
。
」
吉
村

六
頁
。

8

わ
が
國
に
於

て
は
、
僅
か

三
、
四
縣

な
除
く
外
全
國
到
る
虜

に
石
炭
な
産
す
る
が
、
主
要
な
ろ
炭

田
は
九
州
の
筑
豊

、

三
池
、
唐
津

西
彼
杵

、
北
海
道

の
石
狩
、
本
州

の
常
盤
及
び
宇
部

等
の
七
で
あ
ろ
。

そ

の
他
九
州

に
粕
屋
及
び
北
松
浦
、
北
海
道
に
留
萌
、

宇

谷

+
勝

等

の
諸
炭

田
が
あ
り
o

こ
れ
ら

の
総
炭
量

ば
未
だ
調
査
の
緒
確
な
も
の
は
な

い
が
假

に
明
治
四

十
四
年

の
農
商
務
省

報
告
に
ょ



れ
ば
確

定
ぜ
る
現
・在
炭
量

八
二

二
、
O
O
O
、
0

0
0

ト
ン
、
稽
見
込

あ

る
推
定
炭
量
二
、
九
四
〇
、
○
○
○
、
0

0
0

ト

ン
と
さ
れ
・
ろ
o

更
に
豪
溝

に
所
謂
毫

湾
北
部
煤

田
(
炭
量
不
明
で
あ
ろ
が
数
億

ト

ン
な
下
ら
な

い
も

の
)
、
樺
太

に
に
北
部
及
び
申
部
炭

田

(
炭
層
地

域
面
積

は
全
島

の
五
分
の

一
、
埋
藏
量
に
六
六
六
、
四
〇
〇
、
0
0
0
ト

ン
と
構

ぜ
ら

ろ

L
も

の
)
、

朝
鮮

に
は
平
安
南

道
平
壌
附
近

及
び
紛
川
附
近
(
其
埋
藏
量
四
、
五
億

ト

ン
)
、

江

原
道
三
陸
炭
田
、
威

鏡
南

遭
文
川
炭

田
等

の
無
煙
炭

田
、
戚
鏡
北
道
豆
満
江
滑
岸

地
方

、
黄
海
這
鳳
山
、
平
安
南
道

安
州
等

の
褐
炭
田
(炭

量
不
明
、
数
億

ト

ン
と
欝

さ
れ
ろ
)
が
あ
ろ
。

永
積
教
授

『
我
國

に
於
け
る

炭
礪
技
術

の
進
歩
』
(『
日
本
鑛
業
會
誌
』
四
五
巻
.
五
三
五
號
)
七

六
五
ー

ー
七
六
七
頁
。

『
日
本
鑛
業
誌
』
一
四
四
頁
以
下
。
改
造

瀧

版
『
日
本
地

理
大
系
』

『
北
海
道
樺
太
篇
』
、
四
六

一
頁
等
に
擦

ろ
。

9

石

炭

の

種

別

無

種

煙

別

炭

固
L
促

炭

素

%

九
七
・
0
1
九

二
・
互

揮

獲

物

陀

三

・
O

l

七

。
五

半

無

煙

半

渥

青

歴

青

、Z

曽

炭炭

九

二

・
五

ー

八

七
・
五

禍

八
七
・
五
↓

五
・
・

[

七
●
五
ー

=

丁
五

一
二
・
五
ー

二

五
・
○

炭炭

七
五
・
・
蓋

・
・2

吾

・・
以
五

二

五
・
0

!

五

〇

・
○

五
〇
・
○
以
上

右

の
外

に
泥
炭

と
稽

さ
れ

る
も
の
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
滋
…地
な

ざ
に
草
根
、
水
草
、
酵

苔
類

が
堆
積
し
幾
分
炭

化
し
て
居

う

に
し

て

炭
礦

鑛

夫
労
働
契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

四
九



炭
磧
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

剛
號
)

F

五
〇

も
爾
原
形

か
存

し
て
居
り
、
石
炭

の
中
に
入
れ
ら
れ
て
を
ら

ぬ
。
吉
村
、
前

掲
、

一
:
二
頁
。

10
R
e
c
o
m
m
e
n
d
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 
t
h
e
 
U
n
i
t
e
d
 
S
t
a
t
e
s
 
C
o
a
l
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n

の
如
き

は
n
t
h
r
a
c
i
t
e
 
I
n
d
u
s
t
r
y
 
r
i
 
B
i
t
u
m
i
n
o
u
s
 
C
o
a
l

M
i
n
i
n
g
 
I
n
d
u
s
t
r
y

と
々
大
別
し
て
行
な
は
れ

て
居

ろ
o
。
c
f
.
 
E
.
 
'
I
'
.
 
D
e
v
i
n
e
,
 
"
 
C
o
a
l
"
.

11

第

一
章

、
第

二
節

の
註

一
に
掲

げ
六
表
な
峯
照
0

12

「
炭
層

の
噴
出
火
成
岩
に
接
鯛

せ
る
部
分

ぼ
殆

ご
常
に
骸
炭
状

の
石
炭

に
変
ぜ
り
。
之
な
俗

に
煽
石
『
起

り
』

叉
は
『
走

り
』
と
名
づ

け
特

に
九
州

の
炭

田

に
多
・し
。
而
し

て
其
償
出
火
成
岩
の
岩
脈
叉
は
岩
床
は

九
州
地
方

に
於

て
は
俗

に
ご
ん

亡
称
す
」
。
『
日
本
鑛
業

誌
』

一
四
三
頁
。
な
ほ
、
上
治
寅
次
郎
、

『
噴
出
岩
に
よ

る
筑
豊
石
炭

の
変
化

に
關

す
る
從
來

の
研
究
』

(「
筑
豊

石
炭
鑛
業
組
合
月

報
」
,
昭

和
五
年

六
月
號
)
参
照
o

煽
石
の
分
析
表

(
『
日
本
鑛
業
誌
』
、

一
四

八
頁
。
)

炭

山

名-

「

.

田

川

嘉

穗

嘉

穂

水

分

三
・
九
二

二
・
六
〇

τ

五
〇

揮

獲

分

骸

炭

七
土

七

五
・
四
〇

二
・
二
〇

七

三
・
九
九

七
九
・
二
〇

八

τ

七
〇

「

隊一
四
・
九
二

=

τ
八
〇

五
・
六
〇

硫

黄

0

・
二
七

〇

・
四

二

〇

・
五

九

13

『
本
邦
鑛
業
ノ
趨
勢
』
に
擦

る
。



鑛
業
法
第
二
條
第

一
項
は
、

「
本
法

二
於
テ
鑛
物
ト
稔

ス
ル
」
も
の
を
列
基
し
、
そ
の
中
に

『
石
炭
、
亜
炭
』
と
並
べ
て
墨
げ
て

居
る
。
右
の
亜
炭
と
樗
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
鑛
物
學
上
褐
炭
の
劣
質
な
も
の
を
指
す
の
で
あ
つ
て
、
木
質
の
構
造
を
残
存
し
て
居
る

的

が
故
に
燃
焼
の
際
悪
臭
を
放
つ
が
、
し
か
し
石
炭
類
に
属
す
る
こ
と
は
明
瞭
と
さ
れ
て
居
る
。
法
律
上
も
、
明
治
二
十
三
年

「鑛
業

條
例
」
の
制
定
さ
れ
た
時
に
は
未
だ
之
を
石
炭
か
ら
区
別
し
て
居
ら
な
か
つ
た
が
、
明
治
三
十
二
年
十

一
月
、
第
十
四
議
會
に
政
府

か
ら
鑛
業
條
例
第
二
條
改
正
法
律
案
と
し
て
法
定
鑛
物
の
追
加
を
爲
し
た
場
合
、
石
炭
を
も
新
た
に
列
基
し
て
石
炭
と
区
別
し
た
の

働

で
あ
る
。

「鑛
業
法
」
は
右
の
区
別
を
そ
の
ま
玉
繊
承
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
両
者

の
存
在
状
態

や
価
格

の
相
異
等
よ
り

働

見
て
法
上
の
取
扱
ひ
を
も
異
な
ら
し
め
る
爲
で
あ
る
。
す
な
は
ち
鑛
業
法
令
中
特
に
石
炭
の
み
に
關
す
る
規
定
は
、
亜
炭
に
關
し
て

働

當
然
に
は
適
用
さ
れ
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

昨
年
の
第
十
四
回
國
際
労
働

総
會
以
來
問
題
と
な

つ
て
居
る
、
石
炭
蕨
労
働
時
間

制
に
關
す
る
國
際
條
約
案
の
草
案
に
於
て
は
、

⑥

「炭
蕨
ト
ハ
可
撚
性
固
罷
鑛
物
ヲ
、
叉

ハ
之
ト
同
時

二
他
ノ
鑓
物
ヲ
採
掘

ス
ル
鑛
山
ヲ
謂

フ
」
と
定
義
し
て
居
る
が
、
け
だ
し
石
炭

類

の

一
切
を
包
含

せ
し
め
る
た
め
に
廣
汎
な
概
念
を
規
定
し
た
も

の
で
あ
る
Q

14

吉
村
、
二
頁
。

15

「明
治
三
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日
第
十
四
議
會
に
於
て
政
府
に
鑛
業
條
例
第
二
條
改
正
法
律
案
々
議
會
に
提
出
ぜ
り
。
其
要
旨
に

炭
確
鑛
夫
労
働
契
約
序
論

(第

一
巻
第

二
號
)

F

五

一



炭
磧
鑛
夫
労
働

契

約
序
論

(
第

一
巷
第

一
號
)

F

五
二

蒼
鉛
鑛
、
格
魯

護
鐵

鑛
、
燐
鑛
、
樹
炭
、
土
渥

青
を
法
定
鑛
物

と
し

て
追

加
ぜ
ん

と

す
る
に
あ
リ
。

…
…
樹
炭
な

ろ
字

句
に
付

き
議

論
沸
騰

し
或
に
木
炭

、
岩
木
、
亜

石
炭
等
と
改

正
す
べ
・し
と
云
ひ
、
途
に
亜
炭
な

る
文
字
な
用
ふ
ろ
事

と
な
り

て
今

日
に
及
び
れ
う

も

の
な
一り
」
O

水
谷

、
六
・七
頁
0

16

吉
村
、
二
頁
。

17

例

へ
ば
鑛
業
法
、
第
九
條
、
第

二
項
。

18
A
r
t
.
 
1
.
友
o
r
 
t
h
e
 
p
u
r
p
o
s
e
 
o
f
 
t
h
i
s
 
 
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 
t
h
e
 
t
e
r
m
 
"
 
C
o
a
l
 
m
i
n
e
s
 
"
 
s
i
g
n
i
f
i
e
s
 
m
i
n
e
s
 
i
n
 
w
h
i
c
h
 
s
o
l
i
d
 
m
i
n
e
r
a
l

f
u
e
l
s
 
a
r
e
 
e
x
t
r
a
c
t
e
d
 
a
l
o
n
e
 
o
r
 
a
l
o
n
g
 
w
i
t
h
 
o
t
h
e
r
 
m
i
n
e
r
a
l
s
,
 
.

二

石
炭
鑛
業
及
び
鑛
葉
権
者

④

石
炭
鑛
業

の
特
質
は
、
大
燈
に
於
て
鑛
業

一
般
に
通
す
る
も
の
に
外
な
ら
な

い
す
な
は
ち
、
こ
れ
を
(
一
)炭
鑛
そ
の
も
の
x
自
然

的
存
在
状
態

に
基
く
も
の
と
、
(
二
)採
籏
、
選
炭
,
運
搬
の
技
術
的
進
歩
に
基
く
も
の
と
、
(
三
)石
炭
及
び

そ
の
副
産
物
の
商
品
と

し
て
の
性
質
に
基
く
も
の
と
、
(
四
)管
利
事
業
と
し
て
の
投
資
関
係

に
基
く
も
の
と
の
、
相
互
に
關
聯
す
る
四
方
面
か
ら
考
察
さ
れ

る
。第

一
に
石
炭
は
地
中
に
埋
藏
さ
れ
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
が
採
掘
に
は
地
下
労
働
を
必
要
と
し
、
し
た
が
り
P
場
所



②

的
産
業
た
る
特
質
を
有
す
る
。
,事
業
は
、
之
を
炭
層

の
存
在
す
る

一
定
地
域
に
趨
し
、
目
的
の
炭
暦
に
着
炭
す
一る
爲
に
劇
坑
叉
は
竪

笥
り

坑

を

開

さ

く

す

る
。

更

に
切

朋

よ

り
坑

ロ

へ
、
坑

口

よ
り

工
場

又

は
仕

向

地

へ
の
蓮

輸

作

業

を

行

は

ね

ば

な
ら

な

い

。
鑛

業

法

の
第

三
章

は
之

が
爲

に

土

地

及

び
水

の
使

用

並

に
牧
用

の
場

合

と

、

土

地

所
有

者

及

び
関
係

人

に
対
す

る
補

償

に
就

て
規

定

し

て
居

る
。

1

吉
村
萬
治
氏
は
石
炭

鑛
業

に
就

て
、
(
イ
)
場
所
的
崖
業
な

る
こ
と
、
(
ロ
)
著

し
く
天
然
的
條
件

に
支

配
ぜ
ら

る

エ
こ
と
、

(
ハ
)運

輸

事
業

の
性
質

な
具
有
す

ろ
・
・と
、
(
二
)
坑
内
作
業
が
機
械
力

に
感
受
し
易
毒
こ
と

.
(
ホ
)
石
炭

は
獨
占

的
産
物

に
し
て
採
掘
す

う
に

從
ひ
て
盤
滅

し
行
く
こ
と
、
(
へ
)
石
炭
市
償
の
変
動

著

し
毎
こ
、
と
、
(
レ
)
多
大
の
固
定
資
本
奄
要
す

ろ
こ
と

の
七
黙

の
特
質

奄
列
挙

し
て
居
ろ
o
前
掲
書
、
三
九
ー

四
七
頁
0

2
炭
礦

に
於
て
、
坑

口
奄
中
心

と
す
ろ
鐵
道
線
路

.
電
線
、
動
力
線
等

の
連
絡
配
置
は
、
そ
の
途

串
な
申
噺

さ
れ
な

い
や
う
に

保
護
さ

れ

ろ
必
要
あ

る
鮎
で
石
油
井
、
水

道
、
筑
斯

.
電
氣
等

の
事
業
ミ
厨
榛
で
あ

る
。

こ
れ
な
特

に
事

業

の
不
中
断
性

と
称
す

ろ
o
吉
村

三
九
頁
0

3

石
炭

及
び
炭
車

の
外

に
、
坑
内
よ
り
叉
は
坑
外
よ
り
搬
出
搬

入
さ
れ
る
も
の
は
坑
夫
(
石
炭

一
下

ン
に
付

一
人
内
外
の
割
合
)
、
坑

内

題
氣

(
践
斯
の
存
在
す
る
炭
礦

に
は
坑
夫

一
人
に
付
毎
分

一
〇
〇
立
方
尺
と
定

め
ら
れ
て
居
る
。

空
氣

一
立
方

尺
な

0
。
〇
七
五
ポ

ン
ド
と
す
れ
ば

一
人

に
付
約

七
●
五
ポ

ン
ド
)
、
駆
捲
空
氣

、
坑
内
水

(
石
炭

の
二
、
三
倍
位
が
普

蓮
で
あ

る
が

三
池
の
如
き
に
ご
〇

炭
礦

鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

五
三



淡

磯
鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

輔
巻
第

一
號
)

F

五
四

倍

の
水
な
汲

出
し
て
居
る
)
、
坑

木
(
石
炭

一
ト

ン
に
付

二
本
位
)
、
土
石
、
機
械
類

、
そ
の
他

の
諸

材
料
警
で
あ
る
。
吉
村

四
〇
頁
。

4

石
炭
鑛
業
が
鐵
滋
及

び
汽
船
會
瀧
ピ
結
合

・し
、
若

く
は

直
接
鐵
道
會
蔵
に
よ

つ
て
経
営

さ
れ
る
例
が

少
な
く
な

い
。

(鐵
滋

國
肩
以

前

の
紳肌
豊
胤諸
蜘
鰹
遣
、
九
州
鐵

凱追
、
豊
胤棚
川鐵
撹
等

o
現
∵在
で
は
北
海
…道
蹴灰
論礎
汽
船
橡

式
命
日瓢肌
、
九
州
両灰
礪
禰
汽
…船
線
一式
命
口魅
笠
呵)
。

〈
V
g
l
.
 
E
.
 
A
d
o
l
p
h
,
 
R
u
h
l
k
o
h
l
e
n
b
e
r
g
b
a
u
,
 
T
r
a
n
F
p
o
r
t
w
e
s
e
n
,
 
a
n
d
 
E
i
s
e
n
b
a
h
n
t
a
r
i
f
p
o
l
i
t
i
k
,
 
S
.
 
5
3
 
f
f
.

第
二
に
石
炭
鑛
業
は
元
來
原
始
的
淺
業
と
し
て
坑
夫

の
労
働
力

の
使
用
を
主
と
し
江
も
の
で
あ
る
が
、

破
碑
,
掘
さ
く
、
切
取
、

①

蓮
搬
、
選
炭
等

の
各
工
程
に
機
械
を
使
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
つ
有
敷
で
あ
り
、
深
部
採
炭

に
は
必
要
で
も
あ
る
。
か
く
て
漸
次
石

炭
鑛
業
が
機
械
化
さ
れ
る
に
連
れ
、
坑
内
作
業
は
工
場
的
に
な
り
、
深
部
掘
さ
く
と
相
倹

つ
て
衛
生
上

の
危
険
、
災
害
の
頻
獲
を
結

の
の

果

す

る
。

鑛

業

法

の
第

四
章

に

於

て
鑛

業
警

察

を
規

定

し

、
鑛

業

警

察

規

則

及

び

石
炭

坑
爆

焚

取
締

規

則

を

必

要

と
し
た

所

以

で

あ

る

。
5

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
ろ
R
o
y
a
l
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 
o
n
 
C
o
a
l
 
S
u
p
p
l
i
e
s

の

一
九
〇
五
年

の
報
告
書
に
よ
れ
ば

、
機
械
探

炭
の
利
益

は
、

(
イ
)
塊
炭

の
割
合

な
増
す

こ
と
。
(
ロ
)
切
勿
面
規

期
的

に
し
て
蟻
風

丈
柱

に
便
に
叉
荷
重
均

一
に
・し
て
採
礎

衝

の
逡
行
迅
速
な
る
爲

め
修
理
費
奄
節

約
し
得

る
こ

ミ
、
及
び
地
表
藍
に
上
層

に
甥
す

る
影
響
少

き
こ
ビ
、

(
ハ
)
作
業
整
頓

せ
る
な
以
て
危
害
少
き
こ
と
、

(
卿こ
炭
屠
薄
く

か
つ
堅
く

し
て
人
力
な
以
て
し
て
に
困
難
な

る
場

合
ピ
難
も
容

易
に
採
炭
し
得

ろ
こ
と

、
(
ホ
)
獲
破
少
な
く

紛
炭

な



減
す
る
こ
ご
、
(
へ
)
坑
夫

一
人
當

リ
出
炭
率

を
屠

加
す
る
こ
と
等
で
あ

る
o
但

し
.
(
イ
)
上
下
盤
が
脆
く

て
落

ち
易
き
場
合

、
(
ロ
)

雛
曲
、
断
層
等
変
化

多
き
場
合

、
(
ハ
)
炭
層
の
傾
斜
著
し
き
場

合
等

に
に
機
械
力
必
ず
し
も
適

當
に
あ

ら
す

と
噺

つ
て
居
る
。
吉
村

四

一
頁
。

6
鑛
山

に
於
け

る
鑛
夫
死
亡
者
の
割

合
々
比
較
す
る
に
次

の
三
つ
の
単
位

が
あ
る
。
①
鑛
夫

千
人

に
対
し

一
ヶ
年
の
死
亡
数
、

②

一
人

の
死
者

に
対
す

ろ
年
産
出
額
、
的
百
萬

ト

ン
の
産
出

に
割

當
て
六
ろ
死
亡
数

。
そ

の
内
、
②

と
筒
が
石
炭
山

に
用
ひ
ら
れ

る
。

一
九

一二

年

の
わ
が
石
炭

山
に
於
け

ろ
饗
災
死
亡
者
、

六
四
三
名

に
付
、
そ
の
割
合

な
同
年

に
於
け
ろ
諸
國

の
そ
れ

と
比
較

す
れ
ば

次

の

如
く
で

あ
ろ
。

石
炭
礦

に
於
け
る
死
亡
率

の
比
較

國

名

一
、
○

0

0

人

に

付

一
、
○

○
○

、
0
0

∩
)
ト

ン
に
[
付

日

本

イ

ギ

リ

ス

オ

ー

ス

ト

リ

ア

ベ

ル

ギ

ー

ア

メ

リ

カ

合

衆

國

フ

ラ

ン

ス

ド

イ

ツ

二

九

「二

)

二

九
二

一
)

二

九

二

一
)

(
∵
九

一
=

)

二

九

一
=

)

二

九

二
〇
)

二

九

二
〇
)

二
・
四

人

O

・
八

八

〇

・
九

四

一
・
一
三

二
。
八
九

〇

・
九

七

二
・
二

二
四

人

四
・
六
三

ご

丁
四
三

六
・
八
二

四
・
三
九

八
・
〇
九

八
・
四

六

永

積
教
授

、
『
鑛
山
変
災
』
、

ニ
ー

三
頁

に
擦

つ
て
作
成
。

炭
礦

鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

五
五



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

↓
號
)

F

五
六

7

昭
和

三
年
に
於

け
る
鑛
夫

死
傷
者
事

由
別
表

(
石
炭

山
)

事

由

～
回

数

死

亡

重

,

傷

輕

傷

合

計

坑内

落

盤

瓦
斯
叉
ハ
炭
塵
ノ
爆
嚢

捲
揚
堅
坑
二

於

テ

自
働
車
道
叉

ハ

捲
揚
車
道

二
於

テ

捲

揚

超

過

鎖
叉

ハ
縄

ノ
切
噺

捲
揚
豪

二
因
リ
昇
降
中

鎖

索

ノ

切

噺

坑
車
逸
走
又

ハ
股
線

其

ノ

他

坑
車
(
前
項
以
外

ノ
)
ノ
爲

襲
破
叉

ハ
爆
登
藥

ノ
爲

瓦
斯

ノ
申
毒

叉

ハ
窒
息

出

水

ノ

爲

器

械

ノ

爲

電

氣

ノ

爲

其

ノ

他

四
八
、
九
五
六

四
四

四
六

二

四
二

一
、
二
四

八

三

五

四
七

、
六

一
四
六
〇

四
九
、
三
二
四

一
三
七

六
三
〇

i四

1
一五

五
一
=

六
三
〇

一
=
二

二

、
三

二
八

二
、
三

二

一

六
四
二
三

一

一
二
〇
九

四

=
二

二

、
二

二

四

二
、
二

〇

五

三

二

二

、
四
〇

八

・二
、
三

二

二

一
四

、
七

七

一

一
七

五

四

五

二

〇

八

二
五

九

八

四

九
、
一二

鱒
山ハ

五
八
二
二

二

一二三
工
ハ

四
四

四

一
〇

五

一二一

二

一四

、四
九

七

一
四
、
三
二
二

一
二
九
三
三
一
八

八
〇

二

七

九

四

八
、
九
七
七

一
四
、
七
九
〇

一
九
三
五
六
一
二

八
二
六

九

九

四
九
、
五

一
八

小

計

一
二

八
、九
杢

⊥

七
五
三

二
、
四

九

〇

≡

ハ
、五
二
旦

一

一
九

、
七

山ハ
ニ



地表

器

械

ノ

爲

汽
権

破
裂

ノ
爲

爆

襲

藥

ノ

爲

鑛
車
叉
ハ
架
空
索
道
ノ
爲

熱
灼
融
熔
物
ノ
爲

劇

物

ノ

爲

電

氣

ノ

爲

其

ノ

他

合
小

計
計

九
八

一四
山
ハ

三
、
〇
四
七
七
七二

五
二

七
、
八
二
〇

二

、九
八
⊥

【
三

Q

九
五
些

九五一
一

一四
一
七

四
七

究
並

三
〇三

入
七一五

二

〇

九
四
二一四

二
、
九
五
二
七
八二

四
四

七
、
七
〇
九

三

山⊥

二

、七
三
三

九
八

一六八

三
、
〇
五
〇
七
九二

五
三

七
、
八

三
六

一
二

、
〇

一
五

モ
七
愛

三

へ

二
五
三

一
三

・老

七

『
昭
和
三
年
本
邦
鑛
業
ノ
趨
勢
』
に
擦
る
O

第

三
に
石
炭
は
近
代
工
業

の
基
礎
的
原
料
で
あ
つ
て
、
今
日
工
業
に
於
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
四
分
の
三
を
供
給
し
、
鐵
鋼
業

の
如

⑲

き
重
要
産
業
に
樹
し
て
直
接
間
接

に
必
需
的
材
料
と
な
つ
て
居
る
。
加
ふ
る
に
石
炭
に
対
す
る
高
温
或
は
低
温
の
乾
鯉
よ
り
生
す
る

各
種

の
副
産
物
が
燃
料
、
藥
料
、
染
料
、
肥
料
等
の
多
方
面
の
用
途
を
開
拓
し
た
。
か
く
し
て
、
石
炭
鑛
業

は
鑛
業
的
企
業
と
し
て

⑨
働

そ
の
規
模
を
釜
々
擾
大
す
る
許
り
で
な
く
、
今
日
で
は
工
業
的
企
業
を
結
合
し
,
叉
は
こ
れ
を
派
生
さ
せ
て
居
る
。
こ
の
事
よ
り
し

炭
確
鑛
夫
労
働
契
約
序
論

(第

一
巻
第
一
號
)

F

五
七



炭
廣
鑛
夫
労
働
契
約
序
論

(第

一
巻
第

一
號
)

F

五
八鋤

て
、
重
工
業
は
勿
論
そ
の
他
σ
産
業
部
門
に
於
け
る
事
業
の
浮
沈
が
實
に
鋭
敏
に
石
炭
市
況

へ
影
響
し
、
叉
燃
料
と
し
て
の
性
質
上

⑨

温
暖
の
氣
候
や
降
雨
量
(水
力
豊
富
と
な
り
火
力
磯
電
の
需
要
減
少
)
に
よ
つ
て
も
炭
慣
の
変
動
を
生
す
る
。

か
く
の
如
く
炭
債

の
高

鋤

低

常

な

き

こ

と

は

、

生
産

費

中

可
変

部
分

た

る
勢

賃

に
喰

ひ
込

む

結

果

と
な

り

、
著

し

く

そ

の
安
定

を

脅

や

か

す

こ

と

玉
な

る
。

8

。
c
f
.
 
L
u
b
i
n
,
 
 
"
 
 
C
o
a
l
 
I
n
d
u
s
t
r
y
"
 
(
 
L
.
 
S
.
 
S
.
 
)
.
 
p
.
 
5
S
2
.

石
油
や
水

力
電
氣
の
如

き
代
用
燃
料

の
出
現
は
も

石
炭

の
販
責
危
槻

に

影
響
あ
リ

ミ
し

て
も
、
石
炭
そ

の
も
の

㌧
近

代
工
業

に
於
け
ろ
優
越
的
地
位
は
何
等
侵

さ
れ
て
屠
ら
な

い
。

9

『
今
日
の
大
鑛
業
会
社

は
殆
ん

ざ
大
抵
製
煉
及

び
加

工
纏
螢
と
縫
断
的

に
結
合
し

て
ゐ
ろ
…
…
こ
の
點

で
炭

坑
業

は
か
な
り
特
殊
な

発
展

な
な
し
て

ゐ
ろ
。

そ
れ
は
、
石
炭

の
大
量
潰
費
者
が
多
種

類
に
亘
つ
て
ゐ
ろ

か
ら
、

こ
ぬ
が

つ
て
、
そ
れ
だ
け

多
種
類

の
部
門

で
炭
坑

業
た
兼
螢

し
て
ゐ
る
こ
と
だ
。
例

へ
ば
大

口
浩
費
者
六
ろ
鐵
鋼
業

者
、
鐵
…廼
業
者
、
大
化
學
工
業

者
、

ガ

ス
及

び

電

力

業

者
、
そ

の
他
大
汽
船
會
社

や
燃
料
及
び
動

力
の
大
量
消
費

工
業
な

ご
で
に
何
ら
か

の
途
で
低
廉

な
石
炭

の
供
給
な
確

保
す
ろ
手

段
な

と

つ
て
ゐ
ろ
」
Q

小
島

精

一
、
『
鑛
業
経
済

論
』
、
三
二
四
1
・三
二
五
頁
。

10

今
H
の
炭
礦

業

が
製
煉

及
び
加

工
業
と
縦

臨
的
結
合
な
な
し
て
居
る
事
實
に
、
イ
ギ

リ
ス
の
個
人
終

管
的
炭
礦

業
を
も

鳳
変
ぜ
・し
めた

o
G
.
 
D
.
 
I
I
.
 
C
o
l
e
は
N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
a
t
i
o
n

よ
り

Q
S
o
c
i
a
l
i
s
a
t
i
o
n

云
ふ
新
・政
策
提
唱

の
物
暫
{的
根
櫨
㎝ご

し

て
こ
の
點

な
指

摘

・し
て
居

ろ
c
f
.
 
"
 
T
h
e
 
N
e
x
t
 
T
e
n
 
Y
e
a
r
s
 
i
n
 
B
r
i
t
i
s
h
 
S
o
c
i
a
l
 
a
n
d
 
E
c
o
n
o
m
i
c
 
P
o
l
i
c
y
 
"
,
 
p
.
 
1
3
7
 
a
n
d
 
a
f
t
e
r
.



11

「
石
炭

の
市
債

に
、

一
般
事
業

界
の
盛
衰
に
伸

ふ
て

幽
張

}
弛
動
揺
常
な
く
、
・し
か
も
石
炭

に
永
く
之

を
貯
藏
す

る
・
ミ

困
難
な
う

の
み
な
ら
す

事
業

に
伸
縮
性
乏

し
き
を
以
て
市
贋
下
落
に
當

つ
て
は

皆
先
を
孚

つ
て
売
却

ぜ
ん

ξ
し
、
供
給
過
多
、
炭
債
暴
落

々
演

す

ろ
o
し
た
が

つ
て
堅
實
な

る
探
算
の
基
礎

た
失
ひ
易
き
傾
向

な
有
し

て
ゐ
る
」
。

吉
村
、
四
四
頁
。

12

『
朝

日
経
済

年
史
』
、
昭
和

四
年
度
、
二
六
八
頁
0

13
c
f
.
 
 
L
u
b
i
n
,
 
"
 
M
i
n
e
r
s
'
 
W
a
g
e
s
 
a
n
d
 
t
h
e
 
C
o
s
t
 
o
f
 
C
o
a
l
 
"

第
四
に
、
石
炭
鍍
業
に
於
て
は
、
少
く
と
も

「
定
規
模
の
設
備
を
必
,要
と
じ
、
し
か
も
炭
量
轟
き
る
な
ら
ば
こ
れ
を
廉
坑
と
せ
ね

的

ぱ
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
有
望
な
炭
礦

に
於
て
は
釜
々
そ
の
規
模
を
撲
大
し
て
事
業
の
緩
績
を
は
か
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
炭
礦

業
は
、
他
の
諸
産
業

に
比
較
し
て
、
資
本
構
成
上
所
謂
固
定
資
本
を
要
す
る

こ
と
著
し
く
、
漸
次
大
資
本
の
手
に
移
る
結

㈲

果
と
な
る
。
叉
生
産
費
の
節
約
を
企
圓
し
て
合
理
化
を
行

ふ
爲
に
も
.
販
路
な
ら
び
に
市
債
を
維
持
す
る
独
占

計
書
の
爲
に
も
、
釜

㈹

々
大

資

本

へ
結

合

し
、

叉

こ
れ

へ
の
集

中

を
進

展

せ
し

め

る
。

14

小
島
精

一
、
『
金
融
資
本
論
』
、
八
七
頁
以
下
0

15

吉
村
、
四
五
ー

四
七
頁
。

16

小
島

、
前
掲

、
九

六
頁
以
下
。

炭
破
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

五
九



六
〇

鑛
業
に
対
し

て
は
國
家
的
見
地
か
ら
監
督
が
行
な
は
れ
、

一
般
に
未
掘
採

の
有
用
鑛
物
に
就

て
國
家
の
保
護
的
独
占

を
明
瞭
に
す

㈹

る
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
鑛
物
を
試
掘
及
び
探
掘
す
る
鑛
業
模
は
特
に
出
願
を
ま
つ
て
許
可
す
べ
き
も
の
と
し
、
更
に
鑛
業
樺
者
の
施

業
に
關
し
て
も
鑛
利
及
び
公
釜
を
保
護
す
る
目
的
を
以
て
種

々
な
る
干
渉
が
な
さ
れ
て
居
る
。

(
一)
鑛
業
法
第
三
條
は

「
未
ダ
掘
採
セ
ザ
ル
鑛
物
(慶
鑛
及
鑛
淳
ヲ
含
ム
)
ハ
國
ノ
所
有
ト
ス
」
る
旨
規
定
し
て
居
る
が
、
こ
の
規

恥
助

定
は
鑛
業
條
例
第
二
條
第

}
項
を
縫
受
し
た
も
の
で
、
も
と
ー

鑛
物
に
対
す

る
國
家

の
私
所
有
樺
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い6
(
む働

し
ろ
封
建
國
家
に
行
は
れ
た

「
從
前
の
鑛
山
專
有
を
排
し
て
、
鑛
業
自
山
の
制
を
採
る
こ
と
を
表
明
す
る
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
」

と
共
に
、
政
府
の
職
能
を
以
て
社
會
公
釜
の
代
表
と
解
す
る
近
代
國
家
観
に
基
づ
き
、

「
政
府
を
し
て
鑛
物

の
保
護
者
た
ら
し
め
其

ω

採
掘
の
許
否
に
就
て
公
平
な
る
裁
決
者
と
な
す
の
目
的
に
出
る
も
の
」
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
慶
鑛

(
一
旦
掘
採
さ
れ
た
鑛
物
に
し

て
未
だ
精
錬

に
附
せ
ら
れ
す

に
拗
棄
さ
れ
た
も
の
)
及
び
鑛
津

(鑛
物
を
精
錬
せ
る
後

の
淺
澤
)
に
開
し
て
も
、
新
た
に
鑛
業
の
目
的

鶴

と
な
り
得
る
状
態
に
在
る
限
り
に
於
て
の
み
右

の
規
定

の
効
果
を
及
ぼ
す
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

17

鑛
業
の
許
可
と
云
ふ
の
に
、
用
語
本
來
の
意
味
(禁
止
を
解
除
す
ろ
行
爲
)で
は
な
く
、
権
利
の
設
定
を
内
容
ピ
す
う
も
の
で
あ
る
。

特
許
と
同
義
で
,
設
椹
行
爲
ビ
も
構
さ
れ
る
。
美
濃
部
遽
吉
、
『行
政
法
撮
要
』
,
上
巷
七
四
-
七
五
頁
、
及
び
七
七
頁
。

18

鏑
業
條
例
は
明
治
二
十
三
年
の
制
定
に
か
㌧
り
、
現
行
民
法
剃
定
以
前
で
所
有
樺
の
意
義
に
明
瞭
な
訣
く
鮎
も
あ
つ
六
だ
ら
う
が
、

炭
硬
鑛
夫
労
働
契
約
序
論

(第

一
巻
第

一
號
)

F



鑛
業
法

に
民
法
施
行
後
明
治

三
十
八
年
に
至
つ
て
制
定
さ
れ
れ
の
で
あ
る
か
ら

.
私
所
有
椹

れ
る
こ
と
文
理
上
明
ら

か
で
あ

る
ピ

の

説

も
以
前
に
は

あ
つ
六
が
既

に
清
算

さ
れ
六
。
平
田
、
七
頁
参
照

0

19

鑛
物

の
.所
有
樽

ご
土
地

の
所
有
槽
ぜ
の
関
係

に
就

て
は

、
和
田
維

四
郎
、

『
坑
法
論
』
三
頁
乃

至

一
四
頁

に
、

一
七
九

一
年
フ
ラ

ン
ス

大
革
命
當
時

の
國
會

に
於
て
『
鑛
山
法
草
按
』
な
討
議

し
た
際

三
月

二
十
日
の
會
議

に
審
査
委
員
R
e
g
n
a
u
l
d
 
d
'
 
E
p
e
r
c
y

が
「
天
然

法
、
國
家
法
及
歴
史
法
上
よ
り
論

究
し
途

に
鑛
物
の
所

有
は
地
主

の
椹

内
に
囑
せ
ざ
う
も

の
な

り
と
論
定

ぜ
ろ
」
報
告
演
説
及

び
反

封
議
員
H
e
u
r
t
a
u
l
t
 
 
L
a
m
e
r
v
i
l
l
e

が

「
ロ
ー
マ
と
英
國

ご
な
根
擦
」
と
し
て

「
鑛
物
葎
以
て
地
主

の
櫨
内

に
蹄
す
べ
し
と
の
主
義

な

主
張
し
、
此
主
義

に
基
き

六
ろ
反
醤

の
草
接
な
提
出
」

ぜ
ろ
演

説
ε

の
興
味
深

い
大
要
な
禍
げ
て
居

ろ
。

西
欧
諸
國
中
、
英
國

の
み
が
、
金
銀
以
外

の
鑛
物
な
土
地
所
有
者

に
蹄
属
せ
し
め
れ
事
情

に
就

て
は

、
T
.
 
S
.
 
A
s
h
t
o
n
 
a
n
d
 
J
.

S
y
k
e
s
,
 
T
h
e
 
C
o
a
l
 
I
n
d
u
s
t
r
y
 
o
f
 
t
h
e
 
E
i
g
h
t
e
e
n
t
h
 
C
e
n
t
u
r
y
,
 
(
1
9
1
1
9
)
 
c
h
.
 
i
.

フ
ラ

ン
ス
に
於
て

一
七
四
四
年
以
后
土
地
所
有

者
の
所
有

か
ら
鑛
物

の
所
有
が
分
離

さ
ろ

・
に
至

つ
ぬ
事
情

に
就
て
は
M
.
 
R
e
f
f
,
 
L
e
s
 
M
i
n
e
s
 
d
e
 
C
h
a
r
b
o
n
 
e
n
 
F
r
a
n
c
e
 
a
u

X
V
I
I
I
e
 
S
i
e
c
l
e
,
 
c
h
.
 
i
;
 
I
L
 
S
:
'
e
,
 
L
e
s
 
O
r
i
g
i
n
e
s
 
d
u
 
C
a
p
i
t
a
l
i
s
m
e
 
M
o
d
e
r
n
e
,
 
p
.
 
1
4
7
.

(
前
掲
書

に
引
用
)
。
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平
田

一
〇
頁
。
「
我
國
に
於

て
ぼ
古
來
鑛
物
の
所
有

ぼ
土
地
の
所
有
ミ
全
く

区
分
し
鑛
物
の
所

有
に
君
主

に
蹄

し
幕
府
時
代

に
至
リ

金
銀
に
幕
府

之
を
專
有
し
其
他

の
鑛
物
に
之
な
封
建
諸
侯
の
専
有
に
属

ぜ
り
。
維
新
の
際

土
地

の
所
有
権
な
國
民

に
附
與
す
る
に
當

り
て
も
鑛
物

は
政
府
之
な
專
有
し
國
民

に
は
唯
年
限
な
期

し
て
其
探
掘
な
許
可
す
う
に
止

ま
れ
り
」o

和
田
、

一
九
ー

二
(
)頁
。

炭
積
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

六

一



炭
傭
夙露
帆夫
帖労
轍
聞契
約

序
払醐

(
第

一
巻
第
～
一
號
)

F

山ハ
ニ

「
法
律
上
よ
り
論
す
れ
ば
既

に
本
年
(
明
治
二
十

三
年
)
三
月
二
十
七
日

登
布

の
民
法
(
舊
民
法
)
財
産
編
第

一
章
第
三
十
五
條

に
於

て

『
鑛

物

ノ
所
有
権
及

び
其
試

掘
若

ク

ハ
開
坑

ハ
特
別
法

チ
以

テ
之

チ
規
定

ス
』
と
明
認
し
其
所
有
椹

な
土
地
所
有
権

よ
リ
分
割

ぜ
り
o

故

に
早
晩
特
瑚
法

な
設
け
て
是
等

の
規
定
な
爲

さ

ゾ
る
べ
か
ら
す
o

此
規
定

を
な
す

に
當
り
鑛
物

の
所
有
樺

は
何
人
の
所
有

と
定
む

べ
き
や
是
れ
最
も
重
要
の
問
題
な
り
◎
我
國
に
於

て
も
他

の
文
明
國
の
如
く
鑛
物

の
所
有
椹

な
独
立

ぜ
し
め
、
政
府

が
唯
之
な
管
理

す
ろ
の
目
的
な
以

て
未
だ
所

有
者
の
定
ま
ら

ざ
ろ
間

は
國

の
所
有
と
爲
す

か
、
或
は
何
人

の
所
有
こ
も
定

め
ざ
ろ
の

主
義

奄
執

る
こ

と
最

も
正
當
な
り
ε
す
」。

全
上
、
五
三
頁
0

21

和
田
、
五
四
頁
。

。。
辺

「
魔
鑛
及

び
鑛
澤
れ
る

の
要
件
は
次
の
如
く
で

あ
ろ
。
(
-
)
掘
探
後
そ

の
.所
有
者
が
所

有
な
拗
棄
し

六
も
の
で

あ

る

こ

と
。
…
…
・

(
2
)次

に
未
だ
掘
採

せ
ざ
ろ
鑛
物

亡
同
親
す

べ
き
駅
態

に
あ

ろ
こ
と
、
即
ち
掘
採
行
爲
な

必
要
ご
す
ろ
程
度

に
土
地
と
結
合
し

て
居

ろ

こ
と
」
。
平
田
、

一
一
頁
。

23

『
船
積
若

ク

ハ
陸
揚

ノ
際
海
底

こ
沈
浸

シ
タ

〃
石
炭

ノ
中

ニ
ハ
其
所
有
櫨

ヲ
撚
棄

セ
ラ
レ
ザ

ル
モ
ノ
ア
ル
チ
以

テ
是
等

ノ
石
炭

ハ
鑛

業
法
第
三
條

二
所

謂
腰
鑛

ナ
リ
ト
云
フ
ヲ
程

ス
』
。

大

正

「
、

一
二
、

二
六
、
行
政
裁
朔
所
朔
決
Q
同
趣
旨
、

明
治
四
四
、

一
一
、

二
四
、
行
到
。
水
谷
、

一
一
一
頁
。



働

(二
)
鑛
業
法
第

一
條
に
よ
れ
ば

「
鑛
業
ト
樗

ス
ル
ハ
鑛
物
ノ
試
掘
、
採
掘
及
之

一鴨附
島

ス
ル
事
業
ヲ
謂

フ
」
の
で
あ
つ
て
、
同
第

四
條
は

「試
掘
椹
及
採
掘
椹
」
を

「鑛
業
椹

ト
樗

ス
ル
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
居
る
。
而
し
て
第
五
條
に
よ
つ
て
,

「
帝
國
臣
民

又

ハ
帝
國
法
律

二
從
ヒ
成
立
シ
タ
ル
法
人
」
で
あ
る
限
り

一
般
に
鑛
業
樺
者
と
な
る
資
格
を
有
す
る
も
の
と
し
、・
他
方
第
十
四
條
に

於

て

「國
ノ
鑛
業
」
も
罰
則
以
外
に
於
て
は
す
べ
て
私
人
の
鑛
業
と
同
様

の
規
定
を
適
用
せ
ら
れ
る
と
し
た

の
は
、
法
制
の
沿
革
上

働

外
國
人
を
排
除
す
る
外
は
全
然
.鑛
業
自
由

の
制

の
確
立
し
て
居
る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
政

府

に
於

て

「
公
益
ヲ
害

ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
叉

ハ
鑛
業
ノ
価
値

ナ
シ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
鑛
業

ノ
出
願
ヲ
許
可

セ
ズ
」

(
第

三

十

二

・條
)
。

こ
の
鑛
業
の
価
値

の
有
無
を
定
め
る
標
準
と
し
て
具
騰
的
に
は
、
(
一
)鑛
物
の
品
位
、
(二
)鑛
物

の
存
在
量
(
三
)
地
下
に
於

働

け
る
適
當

の
深
度
(四
)場
所
的
に
適
當
な
る
地
黙
の
四
要
件
を
塞
げ
ら
れ
て
居
る
。
も
と
よ
り
か
く

の
如
き
政
府
の
評
価

と
云

へ
ど

も
社
會
的
利
益

の
維
持
檜
進
を
保
護
す
る
意
味
に
於
て
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ

つ
て
、
直
接

に

}
企
業
に
於

け
る
採
算
を
配
慮
し
て

そ
の
利
潤
の
有
無
を
問
題
に
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

24

「
こ
・
に
附
鴎
事
業
ε
に
.
鑛
物
掘
探
箇
所
叉
ぼ
そ
の
附
近
に
於
て
、
鑛
業
櫨
者
が
自
己
の
掘
探
鑛
物
に
付
て
行
ふ
選
鑛
及
び
製
煉

な
い
ふ
」。

平
田
、

一
一
〇
ー

一
一
四
頁
。

25

平
田
、
五
〇
1
五
二
頁
。

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

六
三



炭
磧
鑛
夫
労
働
契
約
序
論

(
第
一
巻
第

一
號
)

F

六
四

26

四
要
件
に
、

「
そ

の
時

に
於
け
ろ
最
も
有
利
な

生
産
條
件
な
有

す
る
鑛
業
な
標
準

と
し

て
」
、
随

つ
て
叉

「
そ
の
時
に
於

け
ろ
探
鑛
及

び
製
煉
に
關

す
ろ
技
術
、
鑛
物
の
価
格

、
運
搬
関
係

等

に
ょ
つ
て
決
定

さ
れ

ろ
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て

こ
れ
ら

の
決
定

要
件

に
絶

え

す
変
化

・し
て
行
く

も

の
で
あ
ろ

か
ら
、
右

の
四
要
件
の
内
容
も
亦

こ
れ
が
爲

め
絶
え
す
変
化

し
、
決
し
て

一
定
不
動
な
も
の
で
は
な

い
」
O

平
田
、

↓
六
頁
O

(三
)

「
採
掘
出
願
地

ノ
位
置
形
歌
鑛
床
ノ
位
置
形
状
ト
相
違

シ
鑛
利
ヲ
損
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ

ハ
」
、
採
掘
出
願
人
の
側

。
か
ら
そ
の
訂
正
を
出
願
し
得
る
(鑛
業
法
第
二
十
六
條
)
の
み
な
ら
す
、
所
管
大
臣
の
方
か
ら
も
そ
の
訂
正

の
出
願
を
命
す

べ
き
も
の

と
な
つ
て
居
る
(
同
上
第
二
十
五
條
)。
こ
」
に
鑛
利
と
稻
す
る
の
は
、
鑛
物
を
社
會
的
冨
と
し
て
政
府
を

こ
れ
が
保
護
者
た
ら
し
む

鋤

る
虜
の
利
益
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。
鑛
業
法
第
九
條
は

「
鑛
業
権

ノ
登
録
ヲ
得
タ
ル
土
地
ノ
区
域
」
た
る
鑛
区
の

面

積

に
就

て
、

「
石
炭

二
在
リ
テ
ハ
五
萬
坪
以
上
其
ノ
他
ノ
鑛
物

二
在
リ
テ

ハ
五
千
坪
以
上
ト
シ
共

二
百
萬
坪
ヲ
超

ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
但

シ

働

鑛
利
保
護
上
叉

ハ
鑛
区
分
合
上
巳
ヲ
得
ザ
ル
場
合

ニ
ハ
百
萬
坪
ヲ
超

ユ
ル
コ
ト
テ
得
」
と
規
定
し
、
第
三
十
七
條
は
第
二
十
五
條
第

一
項
及
び
第
二
十
六
條
の
鑛
利
を
考
慮
し
て
行
ふ
変
更
に
關
す
る
規
定
を

「鑛
区

二
準
用
ス
」
る
も
の
と
し
て
居
る
。
其
外
、

「鑛

床
ノ
位
置
形
状

二
依
リ
隣
接
鑛
区

二
掘
進

ス
ル
ニ
非
ザ

レ
バ
鑛
利
ヲ
保
護

ス
ル
能

ハ
ザ
ル
場
合

二
於
テ
ハ
其
ノ
鑛
業
樺
者
ノ
承
諾
ヲ



得
テ
鑛
区

ノ
訂
正
テ
出
願
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
此
ノ
場
合

二
於

テ
ハ
鑛
業
樺
者

ハ
正
當
ノ
理
由
ナ
ク
シ
テ
其
ノ
承
諾

テ
拒

ム
コ
ト
ヲ
得

ズ
L
(第
三
十
六
條
第
二
項
)、
ま
た
、

「鑛
業
ノ
監
督
叉

ハ
鑛
利
保
護

ノ
爲
、
(
隣
接
せ
る
他
人
の
鑛
区
と

の
間

の
)
距
離

ノ
延
長
叉

ハ
減
縮

ヲ
必
要
ナ
リ
ト
認

ム
ル
ト
キ

ハ
鑛
山
監
督
局
長

ハ
商
工
大
臣
ノ
認
可
ヲ
経
相
當
ノ
期
限
ヲ
附

シ
テ
出
願
地

ノ
増
減
ヲ
命
ズ
ル

コ
ト
ヲ
得
」
(鑛
業
法
施
行
細
則
,
第

十
八
條
第
三
項
)
る
の
で
あ
る
。
云
ふ
迄
も
な
く
鑛
物
は
採
取
に
從

つ
て
誰
き
る
も
の
で
あ
る

か
ら
國
家
は
そ
の
濫
掘
を
取
締

る
必
要
を
生
じ
、
か
つ
鑛
業
構
は
排
地
独
占

の
性
質
を
有
す
る
か
ら
施
業
を
監
督
し
て
遺
利
な
か
ら

し
む
べ
く
勉
め
る
こ
と
」
な
る
。

勃

(
四
)

國
家
は
公
釜
を
考
慮
し
て
、
換
言
す
る
な
ら
ば

「
鑛
業
ノ
慣
値
」
乃
至
ば

「
鑛
利
」
と
他

の
種

々
な
る
社
曾
公
共

の
利
爺
ど

の
抵
鱗
す
る
場
合
に
於
け
る
處
置
と
し
て
、
或
ひ
は
鍍
業
を
許
可
せ
す
(第
三
十
二
條
)
或
は

一
旦
許
可
せ
る
鑛
業
模
の
取
消
を
行
ふ

(第
三
十
九
條
)。
鑛
業
法
第
十
條
に
於

て
鑛
旺
と
爲
し
得
ざ
る
区
域
を
列
基
し
、
同
第
十

一
條
に
於
て
鑛
業
を
爲
す

に
に
限
あ
る
区

蹴

域

を

列

基

し

て
居

る

の
も

こ

の
趣

旨

で
あ

る
。

叉
、

同

第

七

十

二
條

に

は

「
鑛

業

上
危
険

…ノ
處

ア

リ

叉

ハ
公

釜

ヲ
害

ス

ル

ノ
處

ア

リ

ト
認

メ

タ

ル
ト

キ

ハ
商

工
大

臣

ハ
鑛

業

構

者

二
其

ノ
豫

防

又

ハ
鑛

業

ノ
停

止

ヲ
命

ズ

ベ

シ
」

と
規

定

し

て
居

る
。

27

日
本
坑
法
、
第

五
章
第

十
六

「
都

テ
坑
業

二
付

テ

ハ
坑
物

チ
坑
中
支
柱

ノ
爲

二
存

ス
可

キ
所

ノ
外

ハ
成

ル
丈
坑
利

チ
遺

ス
コ
ト
ナ
ク

取

出
ス
ベ
シ
、
此
法

テ
犯

シ
其
他
都

テ
坑

ノ
利
用

テ
害

ス
ル
モ
ノ

ハ
其
輕

重

二
随

テ
罰
金

ヲ
徴

ス
可

シ
」

と
云
ふ
古

い
用
語

例
に
よ

炭
礦

鑛

夫
労
働
契

約
序
論

(
第

一
谷
第

一
號
)

F

六
五



炭
礦

鑛
労
働

夫
契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

六
六

つ
て
も
鑛
利

の
意
義
な
推

定
さ
れ

ろ
o

銘

口
本
坑
法
第

三
章
、
第
九

に
は

、
は
じ
め
坑
瞳
面
積

の
欄
限

な
規
定
し
な

か
つ
お
が
、
明
冶
十
五
年

八
月
太
政
官
第
三
十
八
號

布
告

な
以
て
、
「
但
石
炭
坑

ノ
借
匿

ハ
一
萬

坪
以
上

二
限

ル
ベ
シ
」
な
道
加
し
、
更

に
明
治

二
十
三
年
七
月
の
改
正
で

「
坑
医

ノ
境

界

ハ
直

線

テ
以

テ
之

テ
定

メ
地
表
境

界
線

ノ
直
下

チ
限
リ
ト
ス
。
且
二

坑

区

ノ
面
積

ハ
石
炭

ハ
萱
萬

坪
以

上
其
他

ノ
鑛
物

ハ
三
千
坪
以
上
ト

シ
共

二
六
拾
萬
坪

テ
超

ユ
〃
コ
ト
チ
…得
ヌ
」

マ」
さ
れ

六
上
そ

の
ま

Σ
鑛
業
條
…例
、
第

三
章
、
第
四
十

一
條

に
綴
[受
さ
れ
た
。

29

平
田
、
七
六
ー
七
七
頁
ぼ
公
益

に
属
す
ろ
司
能
性
な
有
す

る
利
益

奄
例
示
し

て
居
ろ
0

30

第

十

一
條
に
公
益

に
薦
す

う
も

の
な
具
農

的
に
決
定
す
る
場
合

に

一
懸

の
標
準

な
示
し
て
居
る
ミ
解
さ
れ
ろ
◎

(
五
)

鑛

業
樺

者

は
鑛

業

の
管

理

上

、

「
鑛

夫

勢

役

扶

助

規

則

」
、

「
鑛

業

警

察

規

則
」
、

「
石

炭

坑

爆

襲

取
締

規

則

」

に

よ
り

命

ぜ

ら

れ

る

種

々
な

る
義

務

の
負
担

者

で
あ

つ
て

、
義

務
違

反

に
対
し

て
は
罰

則

が
規

定

せ

ら

れ

て
居

る
。

「
鑛

業

椎

者

自

ラ
鑛

業

ヲ

翰

管
理
セ
ザ
ル
ト
キ

ハ
鋳
、業
代
理
人
ヲ
選
任
シ
鑛
山
監
督
局
長

二
属
出
」
で
る
こ
と
を
要
し
、
右

の

「
代
理
人

ハ
鑛
業
法
及
鑛
業
法
ノ

施
行

二
關

ス
ル
命
令
ノ
規
定

二
依
リ
テ
鑛
業
ノ
管
理

二
關

シ
鑛
業
樺
者
ノ
爲

ス
ベ
キ

一
切
ノ
手
續
其

ノ
他
ノ
行
爲

ヲ
委
任
セ
ラ
レ
ク

ル
モ
ノ
ト
看
傲

ス
」。

し
た
が
つ
て

「鑛
業
樺
者

ハ
其

ノ
代
理
樺

二
制
限
ヲ
加

ヘ
タ
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
其

ノ
旨
ヲ
届
出
」
で
ね
ば

な
ら
ぬ

(鑛
業
法
施
行
細
則
第
五
十
四
條
)。

鑛
業
代
理
人
の
置
か
れ
た
場
合

、

「鑛
業
権
者
又

ハ
法
定
代
理
人

二
適
用

ス
ベ

キ
」



館

罰
則
中
別
段
の
規
定
あ
る
も
の
は
鑛
業
代
理
人
に
適
用
さ
れ
る
Q
但
し
そ
の
権
限
に
属
せ
ざ
る
事
項
に
就
て
は

こ
の
限
り
で
な
い
。

曲

叉

「
採
掘
樫
者
技
術
管
理
者
ヲ
選
任

シ
タ
ル
ト
キ

ハ
」
し
た
が
つ
て
叉

「解
任

シ
タ
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
共
ノ
履
歴
書
ヲ
添

ヘ
テ
之

ヲ
鑛
山
監
督
局
長

二
届
出
」
で
ね
ば
な
ら
ぬ
(鑛
業
警
察
規
則
、
第

一
條
)
。

「
鑛
山
監
督
局
長

ハ
商
工
大
臣
ノ
認
可
ヲ
経
テ
採
掘
権

者

二
技
術
管
理
者
ノ
選
任
又
ハ
改
任
ヲ
命
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
(
同
第
二
條
)
。

「技
術
管
理
者

ハ
鑛
業
ノ
技
術

二
關

ス
ル
一
切

ノ
事
項

ヲ
管
理
ス
」
(
同
第
四
條
)
る
が
故
に
、

「
技
術

二
關

ス
ル
事
項

二
付
採
掘
権
者
、
法
定
代
理
人
又

ハ
鑛
業
代
理
人

二
適
用
ス
ベ
キ
」

罰
則
は
之
を
技
術
管
理
者
に
適
用
さ
れ
る

(
鑛
業
警
察
規
則
第
七
十
四
條
、
石
炭
坑
爆
獲
取
締
規
則
、
第
三
十
六
條
)。

な
ほ
鑛
業
樺
者
二
人
以
上
に
て
共
同
鑛
業
を
爲
す
場
合
、

一
人
を
選
定
し
て
代
表
者
と
な
し
、
之
を
鑛
山

監
督
局
長

に

届

出

し

め
,
も
し
届
出
な
き
と
き
は
鑛
山

監
督
局
長
よ
り
指
定
す
る
旨
規
定
し
て
居
る
が
(鑛
業
法
第
七
條
)代
表
者
の
職
務
は
.
國
に
対
し

粉

て
存

す

る

に

止

ま

り

、

他

の
民

事

、

商

事

の
取

引

に
關

し

て
代
表

樫

あ

る

こ
と

を

意
味

し

な

い
も

の
で

あ

る
ぴ

紐

「
鑛
業
代
理
人
選
任
の
必
要

に
、
鑛
山

所
在
地

に
管
理
者
の
在
ら

ざ
ろ
不
便
な
除
く

に
在

る
。
」

(
中
村
清
彦
、
『
日
本
鑛
業

法
』
「
五

〇
頁
)

そ
れ
ゆ
.乳
、
主
要
な
鑛
業

が
殆
ん

ご
會
社
形
態

ミ
な

リ
。

さ
ら

に
大
資

本

へ
集

中
さ
れ
ろ
趨
勢

に
於

て
ぼ
、
盆

々
鑛
業

代
理

人

の
地
位

な
重
要
親

ぜ
れ

ば
な
ら

ぬ
。

炭

碑
鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

六
七



炭

礪
鑛

夫
労
働
契

約
序
論

(
第

一
答
第

一
號
)

F

六
八

32

別
段

の
規
定
ミ
し
て
に
、
鑛
業
法
施
行
細

則
第
七
十
三
條
、
鑛
夫
勢
役
扶

助
規
則
、
第
四
十

一
條
.
鑛

業
警
察

規
則
第

七
十

三
條
、

石
炭
坑
爆
獲
取
締

規
則
、
第

三
十
五
條

の
二
が
あ

る
0

33

鑛
業
代
理
人
に
対
す

ろ

「
責

任
の
韓
課
は

、
代
位
責
任

と
は
異
な

り
、
自

己
固
有
の
責

任
と
・し
て
之
な
貢

捲
す

る
も
の
に
し
て
産
業

取
締

の
必
要
上
よ
り
特

に
設
け
た

ろ
制
度
な
り
。
故
に
、
(
中
略
)
鑛
業
椹
者

を
本

人
ご
ぜ
ろ
民
法
に
所

謂
普
通

一
般

の
代
理
人
に
あ

ら

ざ
う
な
以
て
.
む
し
ろ
鑛
業
の
責

任
者

こ
し
て
軍

に
そ
の
利
害

の
蹄
屡
者
六
ろ
鑛
業
権
利

者

よ
り
は

、

之
等

の
も
の
を
以
て
刑
罰

的
制
裁

の
責

任
者
れ
ら

し
む

ろ
こ
と
崖
業
取
締

の
實
を
暴
ぐ

う
に
有
数
な
り
し
。

水
谷

.
前
娼
、
五
五
七
頁
0

34

鑛
業

警
察
規
則
第
三
條

は
技
術
管
理
者
の
資
格

な
左

の
如
く
限
定
し
て
居
ろ
Q

コ

帝
國
大
學

二
於

テ
鑛
業

ノ
技
術

二
關

ス
ル
學
科

チ
修

メ
之

チ
卒
業

シ
タ

ッ
者

二

實
業
專
門
學
校

二
於

テ
鑛
業

ノ
技
術

二
關

ス
〃
學
科

テ
修

メ
之

ヲ
卒
業

シ
三
箇
年
以

上
其

ノ
實
務

二
從
事

シ
タ
ル
看

三

工
業
學
校

二
於

テ
鑛
業

ノ
技
術

二
關

ス
ル
學
科

チ
修

メ
之

ヲ
卒
業

シ
三
箇
年
以

上
其

ノ
實

務

二
從
事

シ
タ
ル
者

四

前
各
號

ノ

一
ト
同
等

以
上
ノ
學
力
纏
瞼

ヲ
有

ス

ル
者
叉

ハ
七
箇

年
以
上
鑛
業

ノ
技
術

二
關

ス
ル
實
務

二
從
事

シ
タ

ル
者
」
。

35

中
村
、

一
四
九
頁
。



第

三

節

炭

膿
労
働

鑛
業
法
に
於
て

「
鑛
夫
ト
構

ス
ル
ハ
鑛
業

二
從
事
ス
ル
勢
役
者

ヲ
謂
フ
」
(第
八
條
)
。
し
か
る
に

「鑛
業
ト
稻
ス
ル
ハ
鑛
物
ノ
試

掘
、
探
掘
及
之

二
附
属

ス
ル
事
業

ヲ
謂
フ
」
(第

一
條
)
の
で
あ
る
か
ら
、

「
附
属

ス
ル
事
業
」

の
範
囲

の
擾
大

に
連
れ
て
鑛
夫
の
範

④

園
も
廣
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
現
行
法
は
こ
の
附
属
事
業
と
し
て
選
鑛
及
び
製
錬

の
事
業
を
指
す
も

の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
少
く
と

も
こ
れ
ら
の
事
業
に
從
事
す
る
螢
役
者
が
鑛
夫
の
中
に
包
含
さ
れ
て
居
る
。

炭
艦
に
於

て
行
は
れ
る
勢
役
と
し
て
は
、
石
炭
を
掘
り
か
つ
こ
れ
を
運
ぶ
作
業
を
主
と
し
、
こ
の
主
た
る
作
業
を
助
成
す
る
た
め

鑛
業
用
の
器
具
機
械
の
修
繕
製
作
や
動
力
用
瓦
斯
の
製
造
、
獲
電
所
等
の
如
き
作
業
を
含
み
、
更
に
附
属
事
業

と
し
て
普
通
に
行
な

②

は
れ
る
選
炭
作
業
の
み
な
ら
す

コ
ー
ク
ス
製
造
作
業
迄
及
ぶ
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、

一
般

に
次
の
や
う
な
工
程
の
分
業

に
よ
つ
て
行
な
は
れ
て
居
る
。

(
イ
)

採
炭
、
す
な
は
ち
切
羽
に
於
け
る
探
掘
及
び
蓮
搬

(
ロ
)

坑
道
の
掘
進

(
ハ
)

掘
跡
の
枠
入

炭
艘
鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

六
九



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

七
〇

(
二
)

坑
道
の
修
繕

(
ホ
)

坑
道
の
運
搬

(
へ
)

選

炭

(
ト
)

機
械
の
渾
蔽
π

(
チ
)

工
作
そ
の
他

右
の
外
、
坑
内
に
土
砂
充
填
を
行
ふ
所
で
は
こ
の
作
業
を
も
独
立

し
た
分
業
と
し
て
居
る
Q
鍍
夫
は
以
上
の
如
き
分
業
に
從
事
す
る

関
係

上
多
数

の
種
類
に
分
た
れ
、
更
に
炭
坑
の
規
模
や
土
地
の
慣
習

に
よ
つ
て
作
業
捲
任
の
範
囲

に
於
て
も
亦
名
稻
に
於

て
も

一
様

で
な
い
。
商
工
省
鑛
山

局
で
は
近
頃
こ
れ
を
、
坑
内
に
於
け
る
探
炭
夫
、
支
柱
夫
、
後
山
、
蓮
搬
夫
,
機
械
夫

、
工
作

夫
、

雑

夫

⑤

と
、
坑
外
に
於
け
る
選
炭
夫
、
蓮
搬
夫
、
機
械
夫
、
工
作
夫
、
雑
夫
と
に
分
け
て
居
る
。
こ
」
に
は
永
積
教
授

の
分
類
に
擦
り
採
炭

④

夫

、

掘

進

夫

、

支

柱

夫

、

仕

繰

夫

、

蓮

搬

夫

、
選

炭

夫

、
運
転

夫

及

び
火

夫

、

工
作

夫

、

そ

の

他

の
鍍

夫

に
大

別

し

て

記

す

。

※

鑛

夫
の
分
業
に
關

・し
て
に
、
大
膿
永
積
教
授
の
講
義
案
『
炭
礦
ノ
鑛
夫
』
な
中

心
に
し
て
記
蓮

し
六
。

1

「
鑛
業
法
が
附
馬
事
業

な

る
観

念
を
設
け
れ
の
は
、
該
事
業

に
樹

し
て
狭
義

の
鑛
業

と
同

一
法
規

な
適

用
ぜ
ん
が
爲

め
で
あ
ろ
。
從

つ
て
狡
嚢
の
鑛
業

奄
行

ふ
欝

め
の
助
成
的
作
業

の
如
く
、

當

然
狭
義

の
鑛
業

の
中

に
包
容
さ
れ
同

一
法
規

の
漁
用
な
受

け

る

も

の



は

、
こ
れ
な
附
属
事
業

こ
な
す
の
必
要

が
な

い
o

だ
か
ら
附
騰
事
業

芒
は
そ

の
事
業

の
性
質

上
當
然

に
ぼ
狭
義

の
鑛
業

に
包
容
さ
れ

な

い
も

の
、
即
ら
狭
義

の
鑛
業
と
対
立

す
る
性
質

の
事
業

で
な
け
れ
ば
な
ら

め
。
(
中
略
)
附
厨
事
業
に
試
掘
叉

に
探
掘

に
附
屡

ぜ
し

め
て
行

ふ
も

の
で

あ
ろ
か
ら
、
生
産
行
程
上
こ
れ

と
連
絡
を
有
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
。

然
う

に
か

エ
る
連
絡

な
有

す
ろ

生

産

事
業

ぽ
、
選
鑛
製
錬
は
勿
論
製
錬

品

の
加

工
そ
の
他

に
及
び
、
そ
の
範
囲

甚
だ
廣

汎
で
あ
ろ
。

し
か
し

附
囑
事
業
ビ
し
て
取
扱

に

れ
る

に
は
何
癒

か
で

限
界

な
有

ぜ
れ

ば
な
ら

ぬ
。
(
そ
れ
は
、
Gり
鉄
業
法

第
八
十

一
條
、
第
三
項

ほ
買
鑛

か
ら
製

出
さ

れ

れ
鑛
産
物

に
鑛
産
税

を
賦
課
す
る
場
合

な
規
定

し
て
居
る
が
、

鑛
産
税

に
鑛
業

に
於
け
る
最
後
の
生
産
物

に
賦
課

さ
ろ
べ
き
も
の

で

あ

る

か

ら
、

最
後

の
生
産
行
程
に
『
製
錬
』
で
あ
る
ぐ」
推
知
さ
れ

ろ
o
吻

鑛
業
朋
細
表

の
様
式
及
び
施
業
案

の
様
式
は
鑛
物
掘
採

ε
連
絡

な
有

す
る
事
業

存
選
鉄
及
び
製
錬

に
止

め
て
居

る
o
働
鍍
.業
法
第

五
十
六
條
第

一
項
第

三
號
及

び
鑛
業
警
察
規
則

第
五
十

六
條
に
鑛

物
掘

採

と
蓮
絡
あ
ろ
作
業

を
行

ふ
工
作
物
の
種

類
な
選
鑛
揚
及

び
製
錬
場

に
止
め

て
居
る
等
の
規
定
に
擦
リ
)
,

選
鑛
及

び
製
錬

り
事
業

な
指
す
も
の
と
解

ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
L
。

平
田
、
前
掲

一
一
〇
1

一
一
一
.頁
。
な

ほ
平
田
氏
に
附
属
事
業

の
意
義

な
、
(
イ
)
附
属
事
業

は
狭
義

の
鑛

業
ご
勤

立
す
る
事
…業
で
あ

ろ
こ
ご
、
(
ロ
)
附
屡
事

業
に
選
鑛

及
び
製
錬

の
事
業
で
あ

る
こ
と
、

(
ハ
)
選
鑛
及

び
製
錬

に

自
己
り
掘
撮
鑛

物
に
付

て
行
ふ
も
の
で

あ
ろ
こ
と
、
(
二
)
選
鑛
及
び
製
錬

は
鑛
物
掘
探
箇
所
(
鑛
山
)
叉
に
そ

の

附
近

に
於

て
行

ふ
も

の
で
あ
ろ
こ
と
の
四
鮎

に
就

て
分
説
・し
て
居
る
。

2

「
製
錬
と
は
元
來
金
騰
鑛

り
中
か
ら
そ

の
含
有
の
金
屡
奄
抽
出
す

る
こ
ご
な

い
ふ
が
、
鑛

業
法
令
で

に
、
石
油

の
原
油
中

か
ら

揮
登

炭

鑛
鑛

夫
労
働

契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

七

一



炭
礦

鑛
夫
労
働

契

約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

七

二

油
、
燈
油

、
輕
油
、
重
油

等

の
各
成
分
な
抽
出

す
る
こ
と
に
振
張
・し
て
居
ろ
か
ら

、

コ
ー
ク
ス
製
造

や

亜
炭
低

温
乾
留
も
同
様
の
意

味
で
鑛

業
法

の
製
錬

と
構
し
得

う
だ
ら
う
。
後

者
な
附

薦
事
業
と
し
た
實

例
が
あ

ろ
。

…
…
プ

ロ
イ

セ
ソ
鑛
業
法
及
び
ザ

グ

セ

ン
鑛

業
法

で
は
製
錬

な
附
驕
事
業
と
し
な

い
結
果
、
實
際

上
の
便
宜

に
鷹
す

る
爲
め

コ
ー
ク

ス
製
造
場
、

タ
ー

ル
乾
留
場

、
煉
炭
場
等

な

行
政
取
扱

上
選
鑛
場

ご
見
倣
し
て

ゐ
る
L
。

平
田
、

二
七
九
頁
。

3

大

正
十
三
年
頃
は
、
坑
外
夫

の
中
に
特
に
電
工
な
区
別

し
、
叉
大
正

二
年
編

の
『
鑛
夫
調
査

概
要
』
に
は
坑
夫
、

支
柱
夫
、
手
子
、
選

炭
夫

、
坑
内
運
搬

夫
、
坑
外
運
搬
夫
、
工
作
夫
、
雑

夫
そ
の
他
に
分
類
し

て
ゐ
ろ
。

4

諸
外
國

に
於
け
ろ
、
山灰
礒
鑛
夫
の
分
類

に
就
て
は
、
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
 
L
a
b
o
u
r
 
O
f
f
i
c
e
,
 
"
 
W
a
g
e
s
 
a
n
d
 
H
o
u
r
s
 
o
f
 
W
o
r
k
 
i
n

t
h
e
 
C
o
a
l
M
i
n
i
n
g
 
I
n
d
u
s
t
r
y
 
i
n
 
1
9
2
7
.
 
(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
L
a
b
o
u
r
 
R
e
v
i
e
w
,
 
V
o
l
.
 
X
X
,
 
N
o
 
4
;
 
N
o
 
6
;
 
V
o
l
.
 
X
X
I
,
 
N
o
.
 
1
.
)

参
照
。

5

前
述

の
國
際
労
働

條
約
案

の
最

初
の
草
案
(
國
際
労
働

局
作
成
)
に
は
條
約
案
の
適
用

ぜ
ら

る
べ
き
炭
鑛

夫
を
定
義
し

て

「
鑛
山
二
於

テ
地
下
労
働

二
使
用

セ
ラ

ル
、

一
切

ノ
者
チ
謂
フ
。
但

シ
職
長
及

ビ
見

張
以
外

ノ
監
督
叉

ハ
管

理

ノ
地

位

二
在

ル
者

及
ビ
信
任
的
資

格

二
於

チ
雇
傭

セ
ラ
ル

」
者

テ
除

ク
」

マ」
な
・し
ぬ
が
、
之

に
対
し
準

備
技
術
會
議

に
於
て
、

潔
ー
ヲ

ン
ド
政
府
委
員
提

出

の
「
地

上
、

地
下

一
切

の
労
働
者

に
適

用
す

べ
・し
」

ミ
の
修

正
は
否
決

、
ド
イ

ツ
政
府
委
員
提
出

の

「
他

の
使
用
者
に
使
用

さ
れ
ろ
者
に
も
適
用

す

べ
し
」

と
の
修
正
、
及
び
ナ
ラ

ン
ダ
、

フ
ラ

ン
ス
の
政
府
蛇

び
に
使
用
者
委
員
提

出
の

「
筋
肉
労
働

に
從
事

ぜ
ざ
ろ
者
な
除
外
す



べ
し
」
と
の
修
正
に
可
決
探
揮
さ
れ
た
。

二

)

採
炭
夫

採
炭
夫
と
は
切
羽
に
労
働
す
る
者
の
総
樗
で
、
そ
の
作
業
は
採
掘
と
切
羽
に
於
け
る
運
搬
と
に
別
れ
・
採
掘
に

從
事
す
る
者
を
先
山
、
運
搬
に
從
事
す
る
者
を
後
山
と
云
ふ
。
採
掘
す
る
に
、
普
通
は
炭
暦
の
下
部
を
透
し
て
上
部
を
落
し
、
又
は

落

し
易
く
す
る
の
で
あ
る
が
、
透
し
掘
に
は
鶴
嚇
叉
は
ピ
ツ
ク
ハ
ン
マ
ー
を
使
用
す
る
争
掘
と
、
機
械
を
使

つ
て
行
ふ
機
梅
掛
と
が

あ
る
。
機
械
の
運
韓

は
多
く
の
場
合
別
に
機
械
運
韓
夫
に
よ
つ
て
行
な
は
れ
、
炭
麿
の
透
さ
れ
た
後
に
先
山

が
掘
下
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
畿
破
の
力
を
借
り
る
こ
と
も
あ
る
。

マ
イ
ト
掘
と
云
つ
て
火
藥
類
を
用
ひ
炭
暦
を
透
さ
な
い
ま

」
で
獲
破
し
た
後
探
炭
す
る

方
法
も
行
は
れ
る
。
北
海
道
で
は
こ
れ
を
名
づ
け
て
地
獄
獲
破
と
云
ふ
。

電
力
叉
は
氣
力
(塵
搾
空
気

)
に
よ
る
廻
韓
式

コ
ー
ル
ド
リ
ル
の
如
き
藏
炭
機
を
使
用
す
る
場
合

に
は
、
先
山

自
身
が
使

用

す

る

・
…

⑨

か
、
或
は
別
に
孔
く
り
夫
と
云
ふ
專
門
の
者
に
使
用
さ
せ
る
。

わ

絢
り

後
山
は
荷
籠
叉
は
権
を
用

ひ
て
発

山
の
切
り
出
し
た
石
炭
を
運

ぶ
者

で
從
來
は
多
数
の
女
鑛
夫
を
使
役
し
て
居
叡
霞
然
し
女
子
の

入
坑
禁
止
に
よ
つ
て
こ
れ
か
ら
は
後
山
も
全
部
男
子
と
な
る
に
連
れ
、
探
掘
法
を
改
良
し
て
成
る
べ
く
切
羽
迄
炭
車
を
引
き
入
,れ
た

り
、
叉
は

コ
ム
ヴ

エ
イ
ヤ
ー
を
使
用
す
る
や
う
に
な
る
か
ら
、
漸
次
後
山

の
必
要
を
減
じ
る
。
な
ほ
機
械
採
炭

が
焚
達
す
る
な
ら
ば

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

七
三



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號

)

F

七
四

採

炭

夫

の
仕

事

が

一
様

に
軍

純

化

さ
れ

先

山

、
後

山

の
区
別

を

失

ふ
結

果

と
な

る
。

(
二

)

掘

進
夫

抽

癒

夫

は
坑

道

の
掘

進

に
從

事

す

る
者

で
あ

つ
て
開

さ

く
夫

と
も

云

ふ
。

炭

暦
中

の
坑

道
を

掘

進

す

る

の

は
切

朋

に

於

け

る

透

し

掘

と

大

差

な

い

が
、

岩

石

中

を

通

す

る
坑

道

は

磯

破

法

で

掘

進

ぜ

ね

ば

な

ら

ぬ
。

爽

破

孔

は
今

日

で

は
手

掘

で
な

く

・

ざ

も

岩

機

を

使

用

す

る
機

械

掘

で
あ

る
d

掘

進

に
蓮

れ

て
岩

石

等

を

運

搬

す

る
開

さ

く

後

山

も

あ

る
。

な

ほ

北
海

道

に

於

て

掘

夫

と
稻

す

る

の
は
採

炭

夫

と

掘
進

夫

と

の
総

稻

で

あ

る
。

6

「
田
川
炭
礦

の
試

瞼

に
軍
に
鶴
嚇

の
ゐ
に
よ
う
探
炭

に
於

て
、

一
ト

ン
の
石
炭

を
掘

う
に
正
味

六
十

一
分
と
休
息
し

て
艦
温
な

恢
復

す

ろ
に
四
十
八
分

な
費
し
結
局

一
時
間
四
十

九
分

な
清
費

ぜ
り
。

或
は
八
時
間

の
稼

業
に
対
し

、
約
四

ト

ン
餓

の
割

合
ピ
な

ろ
。
機

械

な
用

ひ
叉

に

マ
イ
ト
掘

な
行

へ
ば

其
出
炭
量
著
し
く
増

加
す
る
に
當
然
な

う
も
別
に
機
械
費
、

叉

に
爆
藥
代
な
要
す
る
奄
以

て
之

等
の
緯
費

奄
控
除
し
尚
有
利
な

ろ
時

に
於

て
之
が
施

行
を
見

る
。

観
炭
機

の
利
用

は
我
國

に
於
て
ぼ
五
、

六
の
炭
坑
な
除

銭
、ま
だ
充

分

の
成
功
の
域

に
達

ぜ
ざ
う
も
、

電
力
叉

に
氣
力
に
よ
う
廻
輔
式

コ
ー

ッ
ド
リ

ル
は

マ
イ
ト
掘

に
…
対
し漸
次
其

の
使
用
弘
ま
れ
り
」
。

永

積
、
講
義
案
。

7

コ

ト

ン
な
擢

ひ
出
ず
に
假
り

に
距
離

十
五
間

乃
至

二
十
問
、
勾
配
十
度
内
外

の
所
に
反
、
正
味
七
十

二
分

と
騰
力

の
恢
復
に

四
十

三
分

な
要
し
、
結
局

合
計

一
時
間

五
十
四
分
な
費

や
ぜ
る
實
例
あ
り
。

一
日
八
時
間

の
稼

業

に
付
き
約

四

ト
ン
絵

の
働
程

と
な

る
」
。



永
積
、
前
掲
。

8

「
石
炭
山

に
於

て
に
北
海
道

及
び
長
崎
縣
島
炭
彊

に
於
て
は

女
子
の
数
少
な
し
o

然
れ

ご
も

其

の
他
の
炭

磧

坑
内

に
は
概

れ
多
籔

の

女
子
な
使
用
し
女
子
の
坑
内
労
働

禁
止
に
石
炭
経
営

上
重
大
問
題
な
リ
。
而
し
て
石
炭

山
の
女
子

の
坑
内
労
働

者

の
八
割

に
後
山
、

二
割
ゆμ
雑
役
な
リ
o

:
:
:
女
子
入
坑
禁
止

の
曉

に
於

て
、
鑛
業

構
者

の
純
螢

上
の
鋤
策
は
の
從
來
人
力
に
依
り
し
も
の
、

殊

に
後

山

の
主
要
作
業

れ
り
し
切
端

の
蓮
搬

な
機
械
的
設
備
な
以
て
代
ふ
ろ
こ
ピ
叉
は

、
働

男
子
な
以

て
補
充
す
ろ
こ
ご
に
あ
り
。
」

『
鑛
業

労
働

事
情

に
關
す

る
調
査
』
、

二
〇
1

一二

頁
。

9

石
炭
山

に
於
け

る
女
鑛
夫
の
坑
内
夫

全
部
に
対
す

ろ
割

合

年

次

大
正
四
年

六
月
宋
現
在

大
正
八
年

同

大
正
十
五
年

同

昭
和
二
年

同

昭
和
三
年

同

女
鑛
夫

数

三

三
」

一
四
人

六
七
、
八
三
六

四

二
、
一
二

四

四

一
、
七
〇

一

三
七
、
七
三
〇

坑
内
夫
縄
数
に
対
す

ろ
割

合

二
五
%

二
七

二
五

二
四

二

一

『
本

邦
鑛
業

の
趨
勢
』
の
数
字

に
よ
う
。

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號

)

F

七

五



炭
礪
鑛
夫
労
働
契
約
序
論

(第
一
雀
第

一
號
)

F

七
六

10

「
岩
石
の
堅
き
程
機
械
利
用
の
功
顯
著
な
リ
o
例
へ
ば
、
極
あ
て
堅
岩
に
封
・し
手
掘
な
ら
ば
下
向
の
孔
に
直
径
二
十
五
粍
に
て
毎
分

○
●
四
乃
至
0
・
八
粍
、
直
径
三
十
二
粍
に
て
0
・三
五
粍
乃
至
0
・七
五
粍
の
掘
進
に
過
ぎ
す
。
上
向
の
孔
に
は
更
に
著
し
く
遅
緩
な

ろ
に
封
こ
適
當
の
機
械
な
用
ふ
れ
ば
孔
の
方
向
及
大
き
さ
に
関
係
な
く
、
其
工
程

一
例
、
六
乃
至

一
一
・
六
粍
に
達
し
、
進
捗
に
於

て
著
し
き
相
違
と
云
ふ
べ
し
」。
永
積
、
前
掲
。

(
三
)

支
柱
夫

あ
極
ゐ
は
探
掘

の
跡
に
必
要
な
枠
入
又
は
硬
巻
等
の
作
業
に
從
事
す
る
者
で
あ
る
。

切
羽
で
行

ふ
簡
単
な
枠
入

硬
巻
等
は
探
炭
夫
自
身
に
や
ら
せ
る
方
が
安
全
で
あ
る
が
、
し
か
し
炭
居
の
丈
が
高
く
て
支
柱
の
困
難
な
所
や
、
硬
巻
材
料
を
他
か
ら

持
ち
込
む
所
で
は
別
に
支
柱
夫
を
置
く
。
坑
道
掘
進
に
就
て
も
掘
進
後
直
ち
に
支
柱

の
必
要
な
場
合
に
は
掘
進
夫
に
枠
入
を
や
ら
せ

働

る
が
、
坑
道
の
天
井
や
爾
壁
が
堅
固
で
枠
入
に
急
を
要
し
な
い
庭
は
特
に
支
柱
夫
に
行
は
せ
る
。

掘
跡
に
枠
入
を
せ
す
に
土
砂
を
充
填
し
て
了
ふ
所
で
は
支
柱
夫
で
な
く
充
填
夫
を
置
き
、
こ
れ
を
更
に
坑
外
注
砂
夫
、
坑
内
充
填

夫
及
び
園
作
り
夫
に
分
け
る
。

(
四
)

仕
繰
夫

坑
道
そ
の
他
坑
内
の
掘
跡
は
地
歴
の
影
響
で
天
井
が
降
下
し
た
り
叉
下
盤
が
隆
起
し
た
り
す
る
か
ら
支
柱
の
破

損
す
る
こ
と
お
び
た

ビ
し
い
。
仕
繰
夫
と
は
か
」
る
場
合
天
井
を
切
上
げ
、
叉
は
下
盤
を
掘
下
げ
て
枠
の
入
れ
直
し
に
從
事
す
る
者



で
あ
つ
て
九
州
地
方
に
於
け
る
特
別
な
名
稻
で
あ
る
。
仕
繰
夫
の
仕
事
は
探
炭
夫
以
上
に
危
強
が
あ
り
、

こ
れ
に
も
先
山
と
後
山
が

あ
る
が
、
先
山
は
特
に
優
秀
な
技
彌
を
必
要
と
す
る
。
仕
繰
夫
に
は
講
負
が
多
く
、
修
繕
個
所

の
仕
事

の
後
聞
数
を

「
間

に
付
何
十

働
㈲

圓
と
し
て
引
受
け
る
の
で
あ
る
。

仕
繰
箇
所

の
小
さ
い
も
の
を
日
傭
で
修
繕
す
る
鑛
夫
を
仕
繰
日
役
叉
は
坑
内
日
役
と
呼
ぶ
。

(
五
)

運
搬
夫

蓮
搬
夫
は
車
道
に
於
て
炭
画
の
運
搬
に
從
事
す
る
者
で
あ
る
。
運
搬
距
離
百
間
以
内
の
近
い
庭
で
は
人
に
炭
函

を
押
さ
せ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
遠
距
離
や
、
又
積
載
量
が
多
け
れ
ば
五
十
間
以
上
の
庭
で
も
馬
を
使
用
す
る
。
此
場
合
に
は
馬
夫
が

必
要
で
あ
る
Q

機
械
運
搬
に
於
て
炭
函
獲
着

の
箇
所
に
從
事
す
る
者
を
総
穂
し
て
樟
取
夫
と
云
ひ
、
或
は
荷
箱
乗
廻
し
と
も
云
ふ
。
坑
外
の
塞
箱

を
坑
内
に
逸
り
、
採
炭
夫

の
積
出
し
た
炭
函
を
坑
外
に
捲
き
揚
げ
る
爲
に
坑

口
、
坑
底
叉
は
斜
坑
曲
片
捲
立
に
居
て
函
の
連
結
及
び

⑨

仕
替
を
爲
し
、
叉
近
距
離
に
於

て
は
画
押
も
や
る
の
で
危
険

も
多
く
、
し
た
が
つ
て
二
十
代
か
ら
三
十
代
の
若
者
が
從
事
す
る
。
斜

坑
の

コ
ー
ス
捲
運
搬
に
從
事
す
る
者
を
特
に
乗
り
廻
し
ピ
ン
切
り
と
呼
び
。
連
結
し
た
鑛
車
の
先
登
に
乗

つ
て
坑

口
叉
は
坑
底
に
於

て
所
謂
ピ
ン
切
リ
ハ鑛
車
の
連
結
を
切
る
こ
と
)を
す
る
か
ら
で
あ
る
。

坑
口
か
ら
選
炭
瘍
叉
は
積
込
場
迄

の
運
搬
を
行
ふ
者
を
坑
外
樟
取
と
云
ふ
。

炭

確
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

七
七



炭
礦

鑛

夫
労
働

契
約
序

論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

七
八

11

「
枠

入
工
程
は
作
業
箇
所

の
難

易
、
枠
の
合
背
、
及
杭

木
の
大

き
さ
に
よ
う
。
例

へ
ば
支
柱
夫

二
人

に
て
三
方
粋

な
入
ろ

㌧
に
寸
法

幅

十
尺
高

七
尺
に
つ
き

一
日
四
枠

な
完
成

す
。

枠
は
幅
廣

き
よ
り

も
丈
高
き
方
作
業
困
難
な
り
。
即
ち
前
例

の
幅

な
十

二
尺

に
増
す

も
共

工
程
二
割

を
減
す

ろ
に
、
過
ぎ

ざ
う

に
、

高
さ
十
尺

に
増

ぜ
ば
枠
数

三
に
、
十

二
尺
に
増

ぜ
ば
枠
籔

二
に
減
す
」
。

永
積
、
前

掲
。

12

仕
事
が
危
険

な

代
り

、
採
炭
夫
よ
り
樂
で
、

朝

ぼ
繰
込

が
遅

く
、
叉
仕
事

の
切
リ
上
げ
も
大
抵
探
炭
夫

よ
り

一
時
間
位
早

い
に
も
か

、
は
ら
す
賃
金
は
採
炭
夫

ご
同
額

の
見
當

に
な

ろ
。
随

つ
て
炭
坑
で
は
仕
級
費

用
節

約
の
爲

、
な
る

。へ
く

不
用
の
坑
道
な
保
存

ぜ
ぬ

や
う

に
努
め
ろ
、

13

出
炭

一
下
ン
に
対
す

る
仕
線

出
費
の
割

合
。

炭

坑

工

費

ABCD

○
・
四

=

一

〇
・
四
二
八

〇
・
五
五
〇

〇
・
三
四
七

材

料

費

0
・
四

一
七

〇
・
五

二
五

〇
・
四

六
〇

〇

・
〇

八
七

合

計

○
・
八
二
九

〇
・
九
五

三

丁

〇

一
〇

〇
・
四
三
四

(
永
積
、
前
掲
。
)

14

樟
取
夫
は
安
全
燈

を
片
手

に
空
箱

に
乗

つ
て
恐
ろ
し

い
ス
廿
ー
ド
で
坑
内

な
乗
り
廻
す
坑
内

の
勇
者
だ
が
、
そ
れ
だ
け
、

生
命

が
け



の
仕
事
で

あ
つ
て
、
股
線

、
軸
覆
、
巻
込
み
、

ビ
ン
切
れ
等

の
危
険
が

多

い
o

(
六
)

選
炭
夫

坑
外
に
捲
き
場
げ
ら
れ
、
選
炭
場

へ
運
ば
れ
た
石
炭
は
選
炭
機
に
よ
つ
て
大
塊
、
中
塊

及
び
粉
炭
に
節
分
け
ら

れ
る
が
、
こ
玉
で
更
に
選
炭
夫
は
大
塊
(
二
吋
乃
至
三
吋
以
上
)
か
ら
手
選
帯
の
上
て
ボ
タ
(薄
茶
褐
色
の
硬
石
)
を
と
り
わ
け
、
叉
中

粉
均

塊
と
粉
炭
と
を
水
洗
に
す
る
。
選
炭
に
從
事
す
る
者
は
大
罷
十
四
、
五
か
ら
二
十
四
,
五
の
坑
女
で
あ
る
暖

(
七
)

運
韓
夫
及
び
火
夫

定
置
蓮
搬
機
械
を

『
捲
』
と
云
ひ
(
コ
ー
ス
捲
、

エ
ン
ド
レ
ス
捲
、
等
)
こ
れ
ら
の
運
転

に
從
事
す
る

者
を
捲
方
と
云
ふ
。

ポ

ン
プ
の
運
弊
に
從
事
す
る
者
を
ポ
ン
プ
方
と
云
ふ
Q

そ
の
他
、
切
羽
輸
送

機
,
さ
く
岩
機
、
藏
炭
機
、
扇
風
機
等
の
重
要
な
機
械
の
運
韓
に
從
事
す
る
熟
練
鑛

夫
を
機
械
夫
と
呼
ぶ
。

叉
汽
権

に
は
火
夫
が
從
事
し
、
嚢
電
所
に
は
優
秀
な
運
韓
夫
が
作
業
に
當
る
。

(
八
)

工
作
夫

修
理
工
場
で
炭
車
、
ポ
ン
プ
を
は
じ
め
そ
の
他
採
掘
、
運
搬
及
び
選
炭
に
使
用
す
る
諸
機
械
の
修
理
に
從
事
す

る
者
の
組
稻
が
工
作
夫
で
あ
る
。
修
理
工
場
は
疇
物
、
木
工
、
鍛
冶
、
仕
上
等
に
分
れ
、
し
た
が
つ
て
工
作
夫
は
錆
物
工
、
大
工
、

鍛
冶
工
、
仕
上
工
等
に
細
別
さ
れ
る
。

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

七
九



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

八
〇

電
氣
を
動
力
と
す
る
處

で
は
電
氣
工
作
物
の
修
理
に
從
事
す
る
者
を
特
に
電
工
と
し
て
区
別
す
る
。

(
九
)

そ
の
他
の
雑
夫

坑
内
に
は
車
道
夫

(
車
道
大
工
)
や
通
氣
夫

(通
氣
大
工
)
が
あ
り
、
坑
外
に
は
安
全
燈
掃
除
夫
、
積

込
夫
、
難
夫
等
が
あ
る
。
特
に
選
炭
瘍
に
於
て
働
く
男

子
の
日
傭
を
坑
外
日
役
と
云
ふ
。

こ
れ
は
危
険

が
無

い
か
ら
老
人
も
混
つ
て

居
る
。

右
の
如
き
多
種
類
の
鑛
夫
を
大
別
し
て
坑
内
夫
と
坑
外
夫
と
す
る
。
云

ふ
迄
も
な
く
坑
内
夫

の
方
が
遙
か
に
多
籔
で
あ
る
が
両
者

の
割
合
は
,
炭
坑
の
事
情
に
よ
つ
て
も
、
し
た
が
つ
て
叉
國
に
よ
つ
て
も
異
な
る
。
永
積
教
授
作
成

の
表
に
よ
れ
ば
、
次
の
如
く
で

あ

つ
て
、
最
も
多
い
の
は
三
・
五
に
対
す
る

一
、
最
も
少
な
い
の
は
二
・
五
に
対
す
る

一
に
な
る
。

こ
れ
を
諸
外
國
の
例

に
比
較
す
れ

㎝

ば
、
日
本
に
於
け
る
坑
外
夫

の
割
合
が
甚
だ
多
い
。

坑
内
外
稼
働
者
比
較
表

炭

坑

A13CD

坑

内

五

一血
、
⊥ハ
一二
一二

三

三
、
三

二
九

二

五
、
二
三

〇

四

三
、
七

=

坑

外

一
山ハ
、
二

一
ゴ八

.
一
〇

、
七

四

二

七

、
一
〇

六

一
↓ル
、
二

四

ムハ

　

比

例

三
・
四
封

一

三
二

封

一

三

・
五
封

一

二
・
二

封

一



EFG

一
三
、
四

八

二

一
、
八

七

二

一
、
八

六

二

六
、
九

一
〇

五
五

三

七
五
五

二

・
○
封

一

三

・
四

封

一

二

・
五

封

一

15

「
朝
、

六
時

出
勤
、

六
時

二
十
五
分
機
械

の
運
輻
開
始
、
彼

女
等
の
手
は
日金
板

(
手
選
帯

の
鎧
板
金
-
菊

池
)
の
上
な
流
れ
く

る

石
炭

に
支
配

さ
れ
ろ
。

こ
れ
よ
リ
十
二
時
迄
は
、
上
に
荷
箱

の
箱
切
れ
か
、
下
に
機
械

の
故
障
の
無
き
限
り
、
ブ

ソ
題
し

に
働

か
ね
ば
な

ら
ぬ
。
彼

女
等
は
膿

て
も

荷
箱
切
れ
と
機
械

の
故
障
の
夢
ば

か
り
見

ろ
。

こ
の
長
時
間

な
忘
却

ぜ
ん

と
し
て
彼
女
等
は
夏
豆

や
南
京

豆

を
か
む
。
そ

し
て
つ
ね

に
歌

な
唄
ふ
。

か
く
し

て
十

一
時
間

の
長

い
労
働
な
す
る
坑
女

の
賃
金
は
掛
値
な

い
こ
こ
ろ

金

六
十
銭
也

か

ら
九

十
鍍
な
標
準

こ
す
る
c
坑
外

の
時
間
稼
業

に
書
は

こ
も

か
く

、
夜
間
は
實

に
つ
ら

い
。

も
・し
選
炭
坑
女

の
苫
惰
な
訴

へ
る
な

ら
先

づ
第

一
に
夜
業

中
に

一
時
間

位
眠
ら
し
て
貰

ひ
れ

い
も

の
で

あ
る
。

夜
中

に

一
時
選
炭

機
が
止
ま

る
ご
、
彼

女
六
ち
は
待

つ
て

居
れ
と
ば

か
り
思
ひ
～

、
に

一
時
逃
れ

に
横

に
な

ろ
」
。
松
永
紳
男
.
『
炭
鑛

生
活
想
出
話
』

(
「
文
藝
春

秋
」
昭
利
五
年
十

一
月
號
所

載

)Q

16

鑛
夫
勢
役
扶
助
規
則
、
第
五
條
及

び
第
七
條

に
於
て
、
保
護
鑛

夫
中
特

に
選

炭
作
業

に
從
事
す
ろ
者

に
就
て
、
時
間

延
長

叉
は
深
夜

業

の
特
例
な
認
む
る
立
法
趣
旨

に
就
て
に
、
木
村

清
司
、
前
掲
論
文
、
(
「
法
學
協
會
雑
誌
」

第
四
六
巻
(第

十
號
)
一
八
四

一
-

一
八

四
四
頁

)参
照
。

炭

破
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(第

一
巻
第

一
號
)

F

八

一



炭
磧
鑛
夫
労
働

契

約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

八
二

17

永
積
、
『
炭

坑
に
於

け
ろ
機
械
使
用
に
關

で
ろ

二
、
三

の
聞
題
、
』
(
「
日
本
鑛

業
會
誌

」
、
昭
和

二
年
六
月
五
三
七
頁

)。

叉
、
大

正
十
二
年
の
調

査
に
ょ
れ
ば
、
坑
内
、
外
夫
の
比

は
次

の
如
く

で
あ
ろ
。

地

名

坑
内
夫
封
坑
外
夫
の
比

編

岡

縣

二
・
八

封

一

長

崎

縣

二
.
四

劉

一

北

海

道

二
・
○

樹

一

イ

ギ

リ

ス

三
・
九

封

一

北

米

合

衆

國

五
・
○

封

一

(永
積

、
前
掲
、
講
義
案
に
擦

ろ
。
)

鑛
夫
は
、
そ
の
雇
入
れ
の
方
法
が
異
な
る
に
よ
つ
て
、
直
轄
鑛
夫
と
納
屋
鑛
夫
と
の
二
種
類
に
分
た
れ
る
。

二

)

直
轄
鑛
夫
鑛
山

に
於
て
直
接
雇
入
れ
た
者
を
直
轄
鑛
夫
と
稽
し
、
雇
入
れ
に
は
履
歴
書
及
び
戸
簿
騰
本
を
提
出
さ
せ
、

龍
格
検
査
を
行
ふ
。
人
物

や
技
彌

の
考
査
を
行
ふ
庭
も
あ
る
。

(
二
)

納
屋
鑛
夫
鑛
山

と
鑛
夫
の
中
間
に
介
在
す
る
納
屋
頭
が
、
鑛
山

に
対
し
鑛
夫
供
給
又
は
事
業
の
講
負
を
な
し
て
募
集
し



た
鑛
夫
で
あ
る
。
北
海
道
で
は
納
屋
を
飯
場
と
云
ぴ
、
し
た
が
つ
て
飯
場
頭
、
飯
瘍
鑛
夫
と
稻
す
る
。
「
九
州
で
も
納
屋
頭
と
云
ふ
用

語
を
屡
し
て
世
話
方
と
稔
す
る
庭
が
あ
る
。
納
屋
鑛
夫
の

唱
種
で
,
特
に
鑛
山

に
於
け
る
事
業
請
負
者
が
其

工
事
施
行
の
爲
め
に
雇

入
れ
た
者
を
請
負
鑛
夫
と
呼
ぶ
。
請
負
鑛
夫
の
雇
入
れ
に
は
直
轄
鑛
夫
の
場
合

と
同
様
の
採
用
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
社
會
立
法
の
獲
達

に
よ
り
、
労
働

者
募
集
の
取
締
が
行
な
は
れ
、
職
業
紹
介
制
の
公
欝
化

が
確
立
す
る
に
連
れ
、

叉
鑛
、山
労
働

の
工
業
化
が
進
展
し
て
封
建
的
雇
傭
圃
係
の
物
質
的
基
礎
を
消
滅
せ
し
め
る
に
供
な

つ
て
、
納
屋
制
度
は
次
第
に
勢
力

を
裏
失
し
て
居
る
。

鑛
夫
は
工
業
労
働

者
最
低
年
齢
法
に
於
て
そ
の
就
業
年
齢
を

「
十
四
歳
未
満

ノ
者

ハ
工
業
(鑛
業
ヲ
含

ム
)
二
之
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト

ヲ
得
ズ
但

シ
十
二
歳
以
上
ノ
者

ニ
シ
テ
尋
常
小
學
校

ノ
教
科
ヲ
修
了

シ
タ
ル
モ
ノ

ニ
付
テ

ハ庇

ノ
限

ニ
ア
ラ
ズ
」
(
第
二
條
第

一
項
Y

と
制
限
さ
れ
て
居
る
が
、
更
に
鑛
夫
勢
役
扶
助
規
則
は

「
十
六
歳
未
満
ノ
者
及
女
子
」
に
就
て
特
に
厚

い
保

護
規
定
を
設
け
て
居
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
者
を

一
般
の
成
人
男
子
の
鑛
夫
と
区
別
し
て
保
護
鑛
夫
と
稻
す
る
。
而
し
て
、
保
護
鑛
夫

に
対
す

る
保
護
の
程
度

を
加

へ
る
こ
と
は
、
企
業
家
に
と
つ
て
女
子
及
び
年
少
者

の
労
働
を
徴
迎
し
た
理
由
を
失
な
は
し
め
る
結
果
と
な
る
か
ら
、
必
然
に

こ
れ
ら
の
労
働
者
を
減
少
せ
し
め
る
。
し
か
ら
ば
之
に
代
る
べ
き
も

の
を
何
鹿
に
求
め
る
か
。
そ
れ
は
新
た
な
る
成
年
労
働

力
を
購

働

入

す

る

こ

と

で

は
な

く

し

て

、
減

員

の
ま

L
で

,

各
労
働

者

の
能

率

を

高

め

る

こ
と

で

あ

る

。

更

に
、

こ

の
労
働

強

度

化

に
抵

抗

の

炭
礦

鑛

夫
労
働
契

約
序
論

(
第

一
巷
第

一
號

)

F

八
三



炭
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)
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四

働

少
な
い
、
か
つ

一
般
労
働

者
よ
り
も
賃
金
の
安
い
労
働
者
、
具
体
的

に
は
朝
鮮
人
労
働
者
を
徽
迎
す
る
こ
と
に
起
る
。
昭
和
五
年
九

月

一
日
か
ら
實
施
さ
れ
た
鑛
夫
勢
役
扶
助
規
則
の
改
正
規
定
は
、
た
ま
ー

未
曾
有
の
恐
慌
時
代
と
競
合
し
て
、
塵右
の
如
き
合
理
化

㈲

の
趨

勢

に
拍

車

を

か

け

た

こ
と
を

注

意

す

べ
き

で

あ

ら

う
0

18

『
鑛
業
労
働

事
情

に
關
す
る
調
査
』
、
参
照
Q

馬

19

鑛
夫
が
元
來
移
動
多
く
、
「
渡
り
鑛
夫
」
な
ろ
者
の
存
在
し
れ

こ
と

㌔
關
聯

し
て
、
移
動
の
少
な

い
朝
鮮
人
労
働

者
な
歓
迎

す
ゐ
風

に

既

に
数
年
以
前

か
ら
顯
著

と
な
つ
て
居
六
。

「
鑛
夫
廃
業
或
に
解
雇

ぜ
ば
こ
れ
が
補
充

の
爲
め
新
た
に
.雇
入
れ

ざ
ろ
べ
か
ら
す

,
從

つ
て
募
集

に
巨
額
の
出
費

な
要
し
、
且

つ
新

來

の
鑛
夫

は
業
務
に
慣

る
・
迄
稼
働
能
率

上
ら
す
、
叉
坑
内
変
災
多

き
な
免
れ
す
。
此

の
鮎
に
關
し
鮮
人

鑛
夫
は
内
地
鑛
夫

に
比
し

遙

か
に
優
れ
り
と
ぜ
ら
れ
、
漸
次
其
使
役
数
増

加
し
現

今
九
州
、
北
海
道

の
爾
石
炭
地

に
働
く
鮮
人

一
萬

人
以
上

に
達

ぜ
り
」
o

永
積
、

『
炭
礦
の
鑛
長
』
よ
リ
。
な
ほ
、

こ
れ

に
關
す
る
注
目

す
べ
き

研
究
ぐ」
し
て
に
、
大
槻

文
平
、
『
北
海
道

に
於
け
ろ
朝
鮮
入
鑛
夫
問
題
』

(
「
社
会
政
策
時
報
」
、
昭
和
五
年
十
刀

,
十

一
月
號

)Q

20

こ
の
間

の
消
息
な
語
う
も
の
と
し
て
、
最
近
、
相
次

い
で
福
岡

日
日
新
間
に
掲
載

さ
れ
れ
次
の

二
つ
の
投
書
が
注
意

さ
れ
る
。

そ

の

一
、
昭
和
六
年
三
月

九
日
。
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五

犬

と

坑

夫

「
◇
本
欄

で
は

よ
く
犬

に
つ
い
て
語
ら
れ

た
の
な
見
る
が
、
私
蓬
炭
坑

の
坑
夫
は
或
鮎
で
飼
は
れ
た
犬

よ
り
も
惨
め
に
思

に
れ
ま
す
。

ヘ

ラ
ー
に
幾
通
り
か
の
人
語

奄
解

す
る
と
重
寳
が
ら
れ

る
け
れ

こ
も
、

私
達
坑
夫
は
筋
道
の
立
つ
れ
人
語
を

ロ
か
ら
出
し
れ

ゾ
け
で

兎

も
す
ろ
ご
飯

な
取

上
げ
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
.リ
グ
ビ
に
・し
て
ほ

ふ
り
出
さ
れ

る
の
で

す
o

◇
鑛
主
側

で
は
『
石
炭
は
多
く
出
す

ご
ミ
は

入
ら
ん
』
と
言

ひ
な
が
ら
、

私
達
が
坑

口
な

一
歩

入
う

と
全
く

囚
人
同
様
、
爆
登
を
遽
け

る

十

五
分
か
廿
分
か
の
時
間

に
辮

當
な
か
き
込

ま
ぜ
五
時
に
入
坑
し
て
五
時
半

六
時
、

遅

い
時
に
毛
時
に
坑

口
々
出

る
位
迄
も
そ
れ

こ

そ
十
分

間
の
休
憩

も
ぜ
す
、
叱
陀
強
制
し
て
働
キ
ら

穿
け
さ
ぜ
ろ
の
で
す
。

◇
共
同
探
炭
で

五
幽
六
園

と
科

程
を
き
め
、
少
し
時
間

が
早
く
片
付
け
ば
す
ぐ
科

程
な
増
し
、
賃
銀
な
下
げ
ま

す
。

さ
う
・し
て

『
石
炭

が
出
す
ぎ

ろ
』

ε

い
ふ
理
由
で
坑

口
の
繰
込
揚
か
ら
お
茶

引
き
を

さ
せ
六
り
、

一
般

の
休

日
を
多
く
し
六
り
し
ま
す
。

や
が
て

『
人

が
蝕

ろ
』

こ

い
ふ
の
で

ク
ビ
切
り
と
來
ま
す
。

◇
五
日
目
毎
位

の
休
日
迄
艦

が
つ

野
き
難

い
程
の
酷
使

な
う
け
な

が
ら

ク
ビ
な
恐
れ

て
職
き

つ
y
け
ろ
私
達
坑
夫
の
現
歌

に
、

い
」
飼

主
な
も
つ
敦
犬

よ
η
す

つ
と
哀
れ
な
も
の
で

す
。

お
ま
け
に
私
蓮
内
地
人
は
『
一
髄

に
朝
鮮
人
よ
り
入
坑
率
が
悪

い
』
と
言
ふ
某

々
鑛

業
所
二

流

の
槌

な
さ

へ
喰

は
さ
れ
ま
ず
。

◇

こ
ん
な
に
私
逮
が
膣

へ
つ
け
ら
れ
て
忽
ん
で

居
る
か
と

い
ふ
事
は
、

先
月

の
健
康
保
険

組
合
議
員

の
選
挙

に
見
て
も

明
か
で

ぜ
う
。

,
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坑

務
の
側
に
鴎
し
た
S
な

る
候
補
者
の
れ
め
に
は
、

坑
内
現
場
係

達
が
坑
内
で

穿
も
坑
外
で

野
も
、
無

學
の
朝
鮮

人
有
椹
者
杯
な
捉

へ
て
、
S

に
投
票

ぜ
ね
ば
金
な
や
ら

の
と
か
自
分
の
箇
所

に
使
ば
ん

と

か
嚇
し

つ
け
、

投
票
の
日
ぼ
選
挙

場

に
充

て
れ
事
務
所

の
側

で
、
朝
鮮
人
祉
宅

か
ら

の
通
路

に
坑
内

係
員
達
が
張
込
み
.
投
票

に
來

れ
者

た

一
々
鮎
槍
し
嚇

し

つ
け

て
S

に
投
票

さ
す
可
く
努

め

六
の
で
す
。
結

果
に
勿
論
S
の
得
票

が

一
番
多

か
つ
た

の
で

あ
り
ま
す
。

◇

そ
の
鮎
槍

の
現
揚
に
に

他

の
候
補
者

り
関
係
者
達
が
迫

つ
て
其

不
都

合
な
行
爲

を
詰

つ

て
も
そ
れ
な
止
め
す

、
労
務

係
員

も
二
入
迄

一

目
撃
・し
な
が
ら
制
し
も
ぜ
ぬ
の
で
、
選
挙

が
了
に
う
と
す
ぐ
他

の
候
補
看
関
係

の
人
逮
が

不
服

の
申
立
な
し
よ
う
と
し
れ

の
な
、
勢

務

係
の
方
で
将

な
明
け

ろ
か
ら
ε
歴

へ
て
う

や
む
や
の
中
に
不
服

申
立

の
日
限

々
纏
過

さ
ぜ
て
絡
ひ
、
選
基
確
定

し
て
後
、
S

と
そ

の
運
動
し
六
坑
内
係
員

の

一
人
ご
が
落
選
こ
な

つ
た
候
補
看
の
家
に
赴

き
、
そ
こ
に
列
座
し
れ
関
係

者
十
蝕

名

の
前

で

叩

頭

謝

罪

し
、
そ
れ
で

〃
リ
ミ
な

つ
六
課
で
す
。
そ

れ
で
も
多
数

の
選
基

有
椹
者

に
に

『
無

理
な
奪
票
し
て
謝
罪

さ
す
や
う
な
候
補
者
な
信
任

ぜ
ん
ぞ
』
な
ご

㌧
中

々
言
は

ぜ
ん

の
で
す
o
」

そ

の
二
、
全

上
、
三
月
十
五
日
。

坑

夫

の

立

場

「
◇
先
日
の
『
犬
と
坑
夫
』
に
同
感
で
す
。

私

達
の
坑
内
係
長
は
『
坑
夫
な
使

ふ
ご
き
は
半

馬
建
思
う

て
使

へ
』
と

い
つ
て
ゐ
う

さ

う

で

す

が
、
坑
内
で
繰
込

の
場
合
、
私
達
の
受
く

ろ
言
葉
は
半
馬

に
対
し

て
よ
り
も
ま
だ
く

酷

い
。

而
も

一
口
で

も
返
事

し
や
う
も
の
な



ら
直
に
ク
ビ
で
す
。

◇
少
し
石
炭

の
出
し
や
う
が
少

い
と
翌
朝
多
人
数

の
中

で
大
聲
で
怒
鳴

ら
れ
ろ
。
『
時
間
の
事

は
云
は
す

ご
出
炭

ぜ
よ
』
と
現
場
は

何
時

も
云
ふ
が
、
人
車
に

一
定

の
時
間
過
ぎ

に
に

一
時
間
毎

に
な
る
。
役
員

ば
炭
車
で
昇
坑
す

う
が
私
蓬
は

一
足
違
ひ
で
も

一
時
間

待

つ

て
ゐ
な
け
れ
は
な

ら
な

い
。
時
間

が
後
れ
ろ

ご
翌
日
は
、
疲

れ
て
仕
事
が

出
來
菰

い
、
仕

事
が
少
な
け
れ
ば
『
も
う
來

う
な
』
ε
現
場

は

云
ふ
。
疲

れ
た
髄
で
も

い
く

ら
か
稼
が
な
け
れ
ば
喰

ふ
事
が
出
來
な

い
。
四
日
に

一
日

の
休
み
迄

身
膿
が
保
て

ぬ
、
本
當
に

私
達

に
半
・馬
に
仙膀
る
惨

め
さ
で
す
o

◇
今
少
し

人
間
ら
し
く
使

う
て

い
た

》
く
事

ぼ
禺
來
ま
ぜ
ん
で

せ
ヂ

か
。

㌧

二

坑

内
労
働

…状
態

鑛

夫
労
働

を
他

の
労
働

よ
り

区

別

す

る

特

色

は

云

ふ
迄

も
な

く

そ

の
坑

内
労
働

で
あ

る
。

炭

蕨

の
坑

内

作

業

は
年

中

天

候

の

爲

に

妨

げ

ら

る

製
こ

と

な

く

、

其

温
度

四

季

殆

ん

ど
変

ら
な

い

か
ら

一
面

か

ら
見

れ

ば
絶

え
す

平

均

に
労
働

出

來

る
好

條

件

を

備

え

て

居

る
。

し

か

し
抗

内

は
常

に

日
光

か
ら

隔

離

さ

れ

、
空
気

は

濁

つ
て
居

り

・

炭

塵

や

瓦
斯

を

混

じ

て
甚

だ
不

衛

生

な
状
態

に

あ

る

ば

か

り

で
な

く

、

燈
火

の
下

に
危
険

な

作

業

に
從

事
す

る

か
ら

極

め

て
不

安

で

あ

勢

叉
、

坑

内
労
働

は
常

に
夜

聞
労
働

と
同

様

で

あ

る

か

ら

、

書

夜

を

通

じ

て
採

炭

さ

せ
る
場

合

が

多

い
。

し
た

が

つ

て
、
夜

間

的
労
働

の
性

質

上

一
般

に
疲

勢

は

多

い

の

で
あ

る

が
・

特

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(第

一
巻
第

一
號
)

F

八
七
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八

に
深
夜
番
に
當
る
鑛
夫
は
疲
勢

の
程
度
も
激
し
く
,
か
つ
書
間

の
休
養
を
妨
げ
ら
れ
勝
ち
で
睡
眠
不
足
等
に
よ
り
充
分
な
る
躰
力
の

わ

恢
復
を
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
結
果
は
直
ち
に
入
坑
歩
合

(鑛
夫
の
出
勤
率
を
示
す
稼
働
歩
合
を
特
に
採
炭
夫
及
び
仕
繰
夫
に
野
し
て

④

入

坑

歩

合

と

云

ふ
)

に

影
響

し

、

災

害

率

を

増

し

、
結

局

は

死

亡

年

齢

を

低

く

す

る

こ

と

に

な

る
。

1

「
坑
内
作
業

は
暗

黒
陰
静

の
裡
、
不
漸

の
脅
威
聖
畳
え
る
揚

所
に
於
て
行
な

は
れ

、
智

力
、
経
験

に
加
ふ
る
に
勇

氣
と
忍
耐

ミ
な
要

す
る
の
で
、
坑
夫
は
鈍
重
な

る
氣
分

を
有
し
、
沈

欝
に
傾
く
の
な
見

る
」
。
吉
村

、
六
〇
頁
。
c
f
.
B
u
l
m
a
n
n
,
p
p
.
2

2

「
坑
内
労
働

の
鑛
夫

の
膿
重
に
及
ぼ
す
影
響

奄
調
査
す

う
れ
め
、

大
正
十
三
年

二
月
社
會
局
に
於

て
(
笹
村
技
師
櫓
當
)
、
八
幡

製
鐵

所

二
瀬
炭
礦

の
中
央
坑

に
献
業
す
る
坑
内

夫

干
五
百

三
十
二
名
に
付
き

二
交

代
期
間
即
ち

二
週

間
に
亘
り
そ

の
體
重
の
変
化

な
調

査

し
た

る
が
、
其
の
要
旨
を
摘
錐

す
れ
ば
、
…
…

一
就
業
期
問
即

ち
一
交
代
日

よ
り
次

の
交
代
日

に
至

る
間

に
於
け

る
體

重
増

減
の
形

な
大
略
次
の
三
種
に
旺
別

す
る
こ
と
な
…得
。

第

一
種
型

日

々
骸
重
増
加
す

う
も

の

第

二
種
型

日

々
艦
重
減
少
す

う
も
の

第

三
種
型

燈
重
の
増
減
殆

ざ
な

き
も

の

而

し
て
本
調
査
に

ょ
っ
て
得
六

ろ
各
個
人
的

の
禮
重
清
長
を
右

三
種
型

の
何
れ
か
に
屡
す
る
も

の
と
し
、
之

が
分
類
な
試
み

ろ
に
、

山
.

採
炭
男
鑛
夫
の

一
番
方
及
二
番
方
三
八
〇
人

の
書
間
作
業
期
就
業
者

の
結
果

(
表

な
省
略
ー

⊥
菊
池
)、

夜
間
作
業
期

の
就



業
着
の
結
果
(
表

奄
省
略
ー

菊
池
)
、
(
に
ょ
れ
ば
)
書
問
及
夜
間
作
業
期
共
に
何
れ
も
第
二
種
型
即
ち
日

々
艦
重
の
滅
少

な
來
す

べ
き
も
の
最
多
数

に
し
て
書
問

期

に
於
て
六
四
・
五
%
、
夜
間
期

六
七
・
四
%
に
達
す
。
即
ち
幾

分
夜
間
作
業

期
に
髄
重
減
少

者
の

多
数
な

う
な
見

ろ
。
之
等

の
鑛
夫

に
就
き

一
就
業
期
(
一
週
間

)
申
に
於

け
る
實
際
の
髄
重
増
減

量
各

一
人

一
日
當

り
の
平
均
量

な

番

算

出
す
る
に
左
の
如
し
。

一増
加
量

(
グ
ラ

ム
)

減
少
飼里

(
グ
ラ

ム
)

書

間

作

業

期

三
二
〇

三
五
〇

夜

間

作

業

期

二
四
〇

三
七
〇

即
ち
夜
間
作
業
期

に
あ
り
て
に
書
間
作
業
期

に
比
し
艦
重
減
少
量

ば
多
く
、
之
ご
反
対

に
増
加
量
僅
少
な

り
。
且
増
加
量

に
対
す

る
減
少
量

の
超
過
量
は
遙

か
に
夜
間
期
に
於

て
大
な
う
な
見
る
o

⑰

同

一
の
観
察

な
女
鑛
夫

の
代
表
的
作
業
れ
ろ
後

山
作
業

に
就

て
見
う
に
、

(
表

な
省

略
-

菊

池
)
第

二
種
型
の
膿
重
減
少
す

る
も
の
最
多

に
し
て
、

一
人
當
り
増
減
量
左

の
如
・し
。

(
男
女

の
比
較
に
於
て
示
す
ー

菊
池
)

増

加
量

(
グ
ラ
ム
)

減
少
量

(
グ

ラ
ム
)

差
(
△
減

)

書

間

作

業

期

男

三
七
〇

四
〇
〇

△

三
〇

女

二
四
〇

二
八
〇

△

四
〇

炭

確
鑛

夫
労
働

契
約
序

論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

八
九



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約

序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

九
〇

夜

間

作

業

期

男

三

二

〇

四

三

〇

△

一

一
〇

女

一
一
一
〇

一二
七

(日)

〈
一

一
山ハ
○

即
ち
書
間
作
業
期

に
あ
り
て
は
増
加
量
に
対
す

る
減
少
量
の
超
過

ぼ
男

三
〇

グ
ラ

ム
、
女
四
〇
グ
ラ

ム
な
り
・し
も
、
夜
間
期

に
あ

り

て
に
何
れ

も
増
加
・し
て
男

一
一
〇
グ
ラ

ム
、
女

一
六
〇
グ

ラ

ム
に
達
す
。

之
に
依
う
も
女
子

の
坑
内

作
業
特

に
夜
間
坑
内
作
業

の
非

生
理
的

且
非
衛

生
的
な
う
な
窺

ふ
こ
と
な
得

べ
し
L
。
『
鑛
業
労
働

事
情

に
關

す
ろ
調
査
』

よ
り
抜
葦
。

3

「
稼
働
歩
合
は

、
在

籍
鑛
夫
籔

と
出
働
鑛

夫
数

と
の
比
率
な
以

て
す
。

こ
の
場
合

在
籍
鑛
夫
ほ

一
時
休
業
者
例

へ
ば

重

傷

者
、

病

人
、
兵
役
、
勤
務
演

習
雁
召
者
、
姫
産
婦

等
な
除
き
六
ろ
敷

に
よ
る
な
正

し
き
も

の
ビ
し
、

叉

一
ケ
月
或
は

一
〃
年

に
就
イ
、
云

へ
ば

採
炭
休

業
日
な
除
き
計
算

ぜ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
或
常

一
番

の
山

に

一
ヶ
年
の
計
算

に
於

て
鑛

夫
在
籍
累
計

八

一
、
八
二
六
人

に
封
・し

出
働
人
員
累
計
六
五
、
〇

一
五
人

の
も

の
あ
り
。
稼
働

歩
合
七
五
%
に
當
る
。
叉

一
、

二
番
交
替

の
山

に
在
籍
累
計

一
三
七
、
〇
七
九

人

に
対
し

、

一
番
方
累
計
五
三
、
一
=

二
人
即

ち
三
五
・
八
%
、
二
番
方
累
計
四
〇
、
七
〇
五
人
即
ち

二
九
・
八
%
、

一
、

二
番
合
計
九

三
、
九

一
七
人
、

六
八
・
五
%
な
る
も

の
あ
り
。

山
働
稼
歩
合

に
月

に
よ
り

て
多
少
の
相
違
あ
リ
。

左

表
は

九
州

の
某

山

一
ケ
年

の
成
績

に
し
て
、
四
月
最
も
少
き
は
季
節
の
影
響

に

因

る
も
の
な

り
。



月

歩

合

月

一

月

二

月

ム
ニ

月

四

月

○

・
六

四

四

〇

・
六
四

二

〇

・
六

四

七

〇

・
五
九

三

五

月

六

月

七

月

八

月

歩

合

月

歩

合

○

●
六

一
し亀

　

九

n月

○

●
ムハ
一
し
℃

・

↓ー

日
月

○

・
六
七

五

一

十

一

月

0
●
山ハ
一

一

十

二

月

○
・
六
四
九

〇
・
六
七
二

〇
・
六
八
二

〇
・
六
八
〇

麟
概
し
て
北
海
道

は
九
州

に
比

し
此
歩
合
高
し
o

左
表

に
北
海
道
炭
獲
汽
船
會
計
所
矯
八
炭

山
の
歩

合
平
均
な

う
が

一
番
制
を
行

ふ

こ
ご
も
其
然
ら
し
め
カ
ろ
理
由

の

一
な
る
べ
し
。

月

歩

合

月

歩

合

-

　一二三四

月月月月

O
・
八

三

〇

・
八

一

〇
・
八
〇

〇

・
八
〇

五

月

六

月

七

月

八

月

0
・
八
〇

〇

・
八

一

〇

・
八

二

〇

・
八

三

月

合

九

月

十

月

十

一

月

十

二

月

O

・
八

二

〇

・
八

四

〇

・
八

五

〇

・
八

五

曲
左
表

は
九
州

に
於
け

ろ
最
も
傷

良
な
ろ

一
炭
山

一
ヶ
月

の
成
績

な
示

ぜ
う
も

の
な
り
。

概

し
て
女
子
に
男
子
に
比
・し
其
稼
働
の
歩

合
劣

る
。

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

九

一



炭
破
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

九
二

職

別%

歩

合

探

炭

夫

男

一
女

八
二

七

一

掘

進

夫

男

一
女

支

桂

夫

呈

女

仕

級

夫

男

一
女

緯取

坑
内
大
工

選

炭

夫

男

一
女

運醤夫

工作夫

坑
内
雑
夫

坑
外
雑
夫

九
・
丁

三

七
九

七
⊥
七
⊥
七
÷

五
八
⊥
会

八
÷

・
十

}

五
九
・

(
永
積
、
『
炭
礦
の
鑛

夫
』
よ
・り
)
。

坑

内
労
働

に

從

事

す

る

、

い

は

ゆ

る
坑

夫

(
典

型

的
鑛
山
労
働

者

)
の
労
働

状

態

は

次

の
實

話

に
よ

つ

て

よ
く

う

か

穿

ひ

得

ら

れ

の

る
○
(但
し
、
文
中

の
括
孤
内
の
言
葉
及
び
傍
点
は
菊
池
の
註
)。

「
冬
季
は
四
時
半
の
薄
暗
い
中
室
に
、
ボ
ウ
ー

と
胸
驚
か
す
や
う
な
繰
込
時
間

(
坑
夫
が
其
受
持
の
作
業
場
に
就
役
さ
ぜ
ら
れ

る
こ
と
を
坑
夫
繰
込
と
云
ふ
)
の
汽
笛
が
鳴
渡
れ
ば
坑
夫
納
屋
は

一
時
に
ざ
わ
め
き
立
つ
。
:
:

朝

の
繰
込
室
(坑
口
に
在
る
)
は
に
ぎ
や
か
で
、
此
處
に
て
、
坑
内
受
持
小
頭
よ
り
繰
込
傅
票
と
札
(切
朋
を
示
す
炭
札
)
と
を
貰

つ

て
、

わ

れ

ら

坑

夫

は
安

全
燈

を
受

け

て
、

こ
れ

よ

り

い
よ

く

坑

内

に
下

る
。

:

:

こ
れ
が
採
炭
夫

の
繰
込
で
、
そ
れ
よ
り

一
時
間
を
経
て
仕
繰
夫
、
坑
内
日
役
の
繰
り
込
が
あ
る
。
:
:

如
何
に
雪

の
降
る
日
も
、
霜
の
朝
で
も
、
炭
坑

々
夫
は
素
肌
に
色
の
さ
め
た
小
倉
服
の
上
着

一
枚
位
で
、
天
竺
木
綿
の
白
兵
兄



に

わ

ら

ち

ば

き
、

伊
達

に

キ

リ

・
と

〆

め

た

鉢

巷

も

格

恰

よ

く

、
鶴

嚇

を

肩

に

、

:

・
・
口
を

揃

へ
て
炭
礦

特
有

の
唄

も

愉

快

に

・
:
カ
ー
ボ

ン
五
燭
の
薄
暗
い
四
十
五
傾
度

の
人
道
(炭
坑
に
よ
つ
て
は
人
道

の
無

い
處
も
あ
る
)を

一
歩
ー

と
三
千
尺
の
地
下

に
下
る
の
で
す
。

(竪
坑
の
山
で
は

[、ケ
ー
ジ
」
に
よ
り
昇
降
し
、
斜
坑
で
も
距
離
の
遠

い
場
合

は
斜
坑
人
車
で
繰

り

込

ま

れ

る
。
繰
り
込
ま
れ
た
坑
夫
は
坑
内
事
務
所
ー

書
爲
部
屋
と
云
ふ
ー

に
至
つ
て
現
場
係
員

の
指
揮
に
よ
り
各
自
受
持
の
作
業
瘍

所
に
配
置
さ
れ
る
)o

「炭
蕨
に
依
つ
て
違
ふ
が
、
私
の
居
た
炭
礦

は

一
、
二
番
に
分
れ
て
居
た
。

(
二
父
替

の
聞
を

「方
」
と
云
ひ
、
二
交
替

の
場
合

は
書
を

一
番
方
、
夜
を
二
番
方
と
呼
び
、
三
交
替
制
な
ら
ば
三
番
方
迄
あ
る
。
ま
た
書
聞
作
業

の
み
の
場
合
は
常

一
番
と
云
ふ
)。

午
後
の
五
時
よ
り
下
る
の
を
二
番
方
と
云
ふ
の
で
す
。
夏
の
日
の
ぼ
か
ノ
、
照
る
日
な
ど
,
二
番
方
に
で
も
下
る
も
の
な
ら
、
抗

口
よ
り
二
、
三
十
間
位
は
、
安
全
燈
が
あ
つ
て
も
テ

ン
デ
足
許
が
見
え
な
い
の
で
す
:
:
。
背
後
に
太
陽

の
光
を
浴
び
な
が
ら
、

こ
の
暗
い
坑
道
を
辿

つ
て

一
歩
く

下
り
往
く
己
が
身
を
反
省
し
て
、
室
恐
ろ
し
く
な
る
こ
と
も
た
び
く

あ
り
ま
す
。

(
坑
夫

は
極
め
て
迷
信
深
く
、
種

々
な
縁
起
を
か
つ
い
で
作
業
に
着
か
な

い
こ
と
が
多
い
)。

坑
内
は
い
た
つ
て
暖
か
で
す
つ
故
に
わ
れ

ら
坑
夫
は
稼
業
中
は
大
抵
裸

一
貫
で
す
が
、
中
に
は
當
る
も
の
も
當

て
す
に
働
く
人
の
有
る
事
は
事
實
で
す
。

「
切
羽
(
採
炭
箇
所
)
に
着
け
ば
大
抵

一
服
し
ま
す
。
坑
内
に
於
て
の
喫
煙
は
火
番
(坑
内
に
於
て
安
全
燈
に
鮎
火
す
る
所
)以
外
に

炭

齋
鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

九

三



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

九

四

て
は
禁
止
の
嚴
命
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
れ
ば
ガ
ス
爆
獲

の
惧
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
火
番
の
遠

い
切
勿

の
採
炭
夫
は
極

内
讃
で

一
服
し
ま
す
。
か
く
し
て
裸

一
貫
と
な

つ
た
わ
れ
ら
坑
夫
は
、
愈
々
本
舞
豪
に
入
る
。
先
山
が
石
を
掘
れ
ば
、
後
山
は
箱

に
積
込
む
。

先
づ
午
前
中
に
、
こ
の
暗

い
切
羽
に
人

の
訪
れ
る
.の
は

唱
小
h
か
(
炭
坑
に
よ
つ
て
は
小
頭
が
代
役
す
る
)位
な
も
の
で
、
こ
の

マ
イ
ト
方
は
二
十
四
、
五
墓
か
ら
三
十
四
、
五
豪
の
男
が
最
も
多
く
、
商
業
學
校
二
年
卒
業
と
か
、
中
學
半
途
退
學

位

の
學

力

で
、
理
想
は
高

い
が
實
力

の
無

い
彼
等
は
坑
夫
は
し
た
く
な
く
、
と
云
つ
て
外

に
食
ふ
す
べ
を
し
ら
す
、

や
む
な
く
こ
の

マ
イ
ト

方
に
な
る
ら
し
い
。
こ
の

マ
イ
ト
方
に
ょ
つ
て
装
填
さ
れ
た
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
の
爆
獲
の
音
響

こ
そ
は
、
ロ
筆
に
て
は

現

は

し

難

く
、
そ
の
後

よ
り
流
れ
く
る
火
藥
臭
ひ
煙
り
も
、

こ
れ
叉
忘
れ
難
い
炭
玩

印
象
の

一
つ
で
す
。
や
が
て
十
二
時
前
後
に
、
わ
れ
ら

坑
夫
も
人
間
並
に
緋
當
を
食
べ
ま
す
。
坑
内
は
こ
と
の
外
鼠
が
多
く
、
時
に
は
わ
れ
ら
の
緋
當
を
お
先
に
失
敬
す
る
不
届
な
鼠
も

居
る
の
で
す
。
午
後
に
訪
つ
れ
る
の
は
,
朝

の
繰
込
の
時
の
小
頭
先
生
で
、
鳥
打
帽
に
鼻
下
に
コ
ー
ル
マ
ン
形
の
ヒ

ゲ

を

は

や

し
、
黒
の
作
業
服
に
半
ズ
ボ

ン
、
地
下
足
袋
は
き
と
い
ふ
格
恰
で
、
蕨
山
特
有
の
金
槌
見
た
い
な

ス
テ
ツ
キ
を
突
い
て

『
今
日
は

誰
某
、
出
炭
函
数
は
何
本
だ
レ

マ
イ
ト
使
用
籔
は
何
本
だ
1
』
と
や
つ
て
來
る
。

こ
」
に
於
て
朝
の
繰
込
傳
票
に
今
日
の
出
炭
函

籔
と

マ
イ
ト
使
用
数
を
書
入
れ
て
持
つ
て
往
き
ま
す
。
(炭
坑
に
よ
つ
て
は
採
表
賃
か
ら

マ
イ
ト
代
を
差
引
く
)。
か
く
し
て
掘

つ



て
は
積
出
す
こ
と
数
回
、
や
が
て
午
後

の
四
時
半
頃

一
日
の
労
働
の
終
局

と
な
る
:
:

「
仕
事
も
絡

へ
て
疲
れ
た
膿
を
引
き
す
つ
て
、
三
千
尺
の
地
上
を
目
指
し
て
重

い
足
取
り
を
運
ぶ
時
に
は
わ
れ
ら
の
ト
タ
ン
の
水

筒
は
察
に
な
つ
て
ガ
ラ
ノ
㍉

と
鳴
ゆ
、
身
艘
全
燈
が
ま
つ
黒
で
:
:
く
た
く

の
身
艦
を
引
す

つ
で
、

一
歩
く

上
る
事
三
十
分

に
し
て
坑
外
を
見
る
の
で
す
が
、
下
る
時
に
引
か

へ
、
上
る
時

の
苦
痛
は
實
に
諸
君
の
想
像

に
合
し
な
い
腱
が
あ
る
。
故
に
年
若

い
坑
夫
な
ん
か
、
蒸
汽
機
關

の
力
に
依
つ
て
捲
揚
げ
る
荷
箱
に
乗
つ
て
上
る
の
で
す
が
、
こ
の
捲
揚
荷
箱

は
危
険

で
、
ピ
ン
が
切

れ
た
り
(
箱
と
箱
と
を
連
結
し
た
鎖

の
切
れ
る
こ
と
)
、
ス
ラ
セ
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
て

(
炭
箱
捲
卸
坑
道
の
ガ

ー
ヴ
に
と
り
つ

け
て
あ
る
レ
ー
ル
の
箱

ス
ラ
セ
の
こ
と
)
、

度

々
死
傷
者
が
あ
り
ま
す
。
故
に
會
社
側
は
こ
の
箱
に
飛
び
乗
り
、
飛
び
降
り
を
嚴

禁
し
、
時
に
よ
つ
て
は
箱
乗
り
は
見
つ
け
次
第
首
に
す
る
こ
と
さ

へ
あ
る
の
で
す
。
漸
く
に
し
て
坑
外
に
出
つ
れ
ば
、
午
後
の
太

陽
は
常
に
変
り
な
く
、
大
自
然

の
姿
に
も
何

の
変
化
も
な

い
の
で
す
。
こ
の
変
り
無
き
自
然
を
見
て
、
わ
れ
ら
坑
夫
は
眞
黒
な
顔

を
し
て
如
何
に
喜
ぶ
こ
と
そ
!
そ
し

て
わ
れ
ら
の
指
し

て
行
く
は
共
同
風
呂
で
す
。
泥
水
の
様

に
濁
つ
た
共
同
風
呂
で
汚
れ
と
疲

れ
を
洗

ひ
落

し
、
蚤
と
南
京
虫

の
居
佳
す
る
坑

夫
納
屋
に
て
煎
餅
蒲
團
に
巻

か
れ
、

「
夜
の
安

眠
?
・を
此
塵

に
求
め

る
も
の

.で
す
。
」

4

松
永
、
前
娼
『
想
出
話
』
よ
り
抜
書
き
。

炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

九
五



山次
確
[鑛
夫
軸労
働
契
「約
序
払
醐

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

九

山ハ

G
o
o
d
r
i
c
h
,
"
T
h
e
 
M
i
n
e
r
'
s
 
F
r
e
e
d
o
m
"

の
第
二
章

に
に
北

ア
メ
リ
カ
合
衆
國

の
炭
鑛
夫
労
働

状
態

な
多
く

の
調
査
報
告

や
贅
料

に
よ
つ
て
描
鳥

し
て
居

ろ
。
叉
、
周

知
の
如
く

エ
ン
ゲ

〃
ス
『
英
國
に
於
け
る
労
働

状
態
』
、

マ
ル
ク

ス
『
資
本
論
』
第

一
巷

に
十

九
世

紀
中
葉

の
イ
ギ
リ

ス
炭
鑛
夫
労
働

状
態
を
、
工
場
監
督
官

、
衛

生
監
督
官
の
報

皆
書

に
よ
つ
て
描
窟

し
て
居
る
。

労
働
条
件

の
各

々
に
關

し

て

は
、

後

に
詳

細

に
燭

れ

る

の

で
あ

る

が

、

こ

」
に

そ

の
前

提

と

し

て
、

基

本

的

條
件

た

る
労
働

時

間

の

計

算

及

び

賃

金

の
算

定

に
就

き
概

説

す

る
。

の

(
一
)

坑
内
労
働
時
間

の
計
算
、
坑
内
労
働
時
間

は
鑛
夫

の
實
労
働

時
間
に
よ
つ
て
計
算
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
鑛
夫
は
坑
内

に
散
在
し
て
、
極
め
て
粗

い
な
が
ら
も

一
種

の
熟
練
労
働

に
從
事
す
る
幾
分
請
負
的
労
働

を
行
ふ
者
で
あ
り
、
監
督
は

一
日
に
漸

や

⑥

く

一
度

の
臨
検
を
な
し
得
る
程
度
の
無
統
制
状
態
に
置
か
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
Q
又
、

「
殊
に
坑
内
作
業
に
在
り
て
は
場
所
に
依

つ
て
著
し
く
作
業
の
難
易
を
異
に
し
て
居
る
。
盤

の
良
否
大
小
、
挾
雑
物
の
多
寡
、
温
度

の
差
異
等

の
作
業
場
所

自
禮

の
自
然
的
條

件
は
千
差
萬
別
の
み
な
ら
す
、
作
業
場
所
の
坑
ロ
よ
り
の
遠
近
等
に
よ
り
労
働
條
件
は
著
し
く
異
に
し
て
居

る
。
・
・:
坑

口
よ
り
作

業
場
所
迄
の
距
離
の
遠
近
の
差
は
自
然
的
條
件
の

一
に
し
て
當
該
事
業
が
全
燈
と
し
て
危
険
を
負
担

す
べ
き
も
の
に
し
て
個

々
の
勢

の

働
者
に
之
が
危
険
を
負
憺
せ
し
む
べ
き
で
な

い
」。

更
に
坑
内
労
働

時
間
制
限
の
最
大
の
根
擦
た
る
衛
生
の
立
場
災
害
危
険

の
見
地



よ
り
す
れ
ば
坑
内
の
往
復
時
問
は
作
業
場
所
に
於
け
る
實
労
働
時
間

と
何
等
自
然
的
條
件
に
於

て
異
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
、
坑
内
労
働
時
間

問
題
は
、
賃
金
算
定
の
基
礎
と
し
て
も
、
鑛
業
警
察

の
劃
象
と
し
て
も
、

一
般
に
坑

口
に
於
け
る
出
入
時
刻

を
基
礎
と
し
て
長
短
を
論
ぜ
ら
れ
る
。
す
な
は
ち

「
坑
内

二
就
業

ス
ル
鑛
夫

二
付
テ
ハ
坑
ロ
ニ
入
リ
タ
ル
時

ヨ
リ
坑
ロ
ヲ
出
デ
タ
ル

時
迄
ノ
時
問
ヲ
共
ノ
就
業
時
間

ト
看
倣
ス
。
」
(鑛
夫
跨
役
扶
助
規
則
、
第
七
條
ノ
二
、
第

一
項
)。
こ
の
場
合
坑
ロ
に
就

て
、

「鑛

業
権
者
坑
ロ

ニ
近
キ
坑
内
ノ
鑛
夫
勲
検
場
所

二
關

シ
鑛
山
監
督
局
長
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
(
中
略
)其
ノ
場
所
ヲ
坑
ロ
ト
看
徴

e9

ス
」
(
同
上
、
第
三
項
)
こ
と
が
出
來
る
。
叉
、

「
鑛
業
椹
者

ハ
坑
外

一一
於
テ
就
業

ス
ル
鑛
夫

二
付
始
業
及
絡
業

ノ
時
刻
並
休
憩
及
休

日

二
關

ス
ル
事

項
ヲ
定

メ
」
ね
ば
な
ら
ぬ
が
(同
第
三
十
五
條
第

一
項
),

「坑
内

二
於
テ
就
業

ス
ル
鑛
夫

二
付

テ
ハ
入
坑
ノ
時
刻
及

出
坑
ノ
時
刻
並
休
日

二
關

ス
ル
事
項

テ
定
メ
見
易
キ
場
所

一一
掲
示

ス
ベ
シ
」
(
同
上
、
第
二
項
)
と
命
じ
ら
れ
て
居
る
。
故

に
坑
ロ
計

算
の
原
則
に
於
て
は
,
就
業
時
間
中
に
坑
口
よ
り
作
業
瘍
迄
の
往
復
時
間
を
算
入
す
る
と
共

に
、
休
憩
時
間
に
關
し
て
何
等
限
定
す

る
塵
な
き
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

「
石
炭
坑
に
於
て
は
非
常
に
多
数

の
鑛
夫
が
竪
坑
よ
り
出
入
す
る
開
係
上
労
働
時
間
の
計
算
は
個

々
の
労
働
者
に
就

い

⑨

て
算
定
せ
す

に
團
體
的
に
之
を
計
算
す
る
こ
と
が
行
な
は
れ
る
」
。

か
製
る
場
合
を
考
慮
し
て

「鑛
業
椹
者

=
團
ト
シ
テ
入
抗
及
出

坑
ス
ル
鑛
夫

二
關

シ
其
ノ
入
坑
開
始

ヨ
リ
入
坑
終
了
迄
ノ
時
間

二
付
鑛
山

監
督
局
長
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ

ハ
(
中
略
)
入
坑
終
了

炭

礪
鑛

天
労
働
契
約
序
論

(
第

一
谷
第

一
號
)

F

九
七



炭
礦

鑛

夫
労
働
契

約
序
論

(
第

唱
巻
第

一
號
)

F

九
八

ヨ
リ
出
坑
終
了

迄

ノ
時
間
ヲ
其
ノ
團

二
馬

ス
ル
鑛
夫
ノ
就
業
時
間

ト
看
倣

ス
L
(
同
、
第
七
條
ノ
二
、
第
二
項
)
と
明
定
さ
れ
た
。
し

た
が
っ
て
右
の
衆
團
鑛
夫
に
付
て
は
、
鑛
業
樺
者
は
入
坑
の
開
始
及
終
了

の
時
刻
及
び
出
坑
の
開
始
終
了

の
時
刻
を
掲
示
せ
ね
ぱ
な

ら
ぬ
(
同
、
第
三
十
五
條
,
第
三
項
)
Q

な
ほ
、

「鑛
業
樺
者

ハ
所
定

ノ
入
坑
時
刻
又
ハ
入
坑
開
始
時
刻

二
入
抗
シ
タ
ル
者
及
所
定
ノ
出
坑
時
刻
又
ハ
拙
坑
終
了
時
刻
後

二

出
坑
シ
タ
者

二
付
」

一
定
の
様
式
に
よ
る
記
録
を
作
成
し
て

「事
由
ノ
稜
生
シ
タ
ル
日
ヨ
リ
三
年
以
上
」
保
存

せ
ね
ば
な
ら
ぬ

(
同

上
、
第
四
項
、
第
五
項
)Q

(
二
)

坑
内
労
働

賃
金
の
算
定

坑
内
労
働

に
就
い
て
は
監
督
行
き
届
か
す
實
労
働
時
間

を
明
瞭
に
し
得
な

い
関
係
上
概
し
て
出
日

σり

來
高
に
よ
る
賃
金
算
定
方
法
が
採
ら
れ
る
。
こ
れ
を
講
負
と
構
す
る
。
し
か
し
又
作
業
の
種
類

に
よ
つ
て
は
時
間
を
標
準
と
し
て
定

め
る
も
の
も
あ
り
、
日
給
、
日
役
、
叉
は
日
梯
、と
呼
ば
れ
る
。
北
海
道
で
は
こ
れ
を
出
面
と
至
ひ
、
常
日
役
を
常
出
面
と
稻
…す
る
。

一
般
に
採
炭
夫
及
び
掘
進
夫
は
請
負
で
、
支
柱
夫
、
佳
繰
夫
は
請
負
叉
は
日
役
、
そ
の
他
は
多
く
日
役
で
あ
る
。
講
負
給
に
於
て
は
、

能
率
増
進
の
爲
め
に
作
業
歩
増
が
行
な
は
れ
る
。
す
な

は
ち
鑛
夫

一
日

一
人
前
の
工
程
以
上
の
仕
事
に
対
し

て
歩
増
を
支
給
す
る
の

σD

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
出
來
高
は
自
然
的
條
件
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
多
く
、
切
朋
の
位
置
状
境
に
よ
つ
て
著

し
く
異
な
る
か
ら
こ

れ
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で
繰
込
に
際
し
作
業
場
所

を
抽
籔
を
以
て
決
定
し
、
或
は
作
業
場
所

の
距
離
に
よ
っ
て
割
増



を
附
し
た
り
す
る
が
、
依
然
と
し
て
不
公
平
た
る
を
冤
か
れ
な

い
。
殊
に
又
出
炭
量
を
標
準
と
す
る
限
り
、
企
業
家
の
計
算
上
炭
債

躍

の
高
低
と
あ
ま
り
に
も
直
接
に
比
較
さ
れ
、
し
た
が
つ
て
賃
金
に
対
す

る
転
嫁

が
激
し
い
結
果
と
な
る
。
坑
内
労
働

時
間
制
に
於
て

坑

口
計
算
が
探
用
さ
れ
、
そ
の
最
長
限
の
制
限
を
行
な
ふ
こ
と
は
、
當
然

に
賃
金
を
時
間
払
た
ら
し
む
べ
き

こ
と
を
意
味

し
、
又
他

面
時
間

佛
賃
金
を
可
能
な
ら
し
め
る
爲
に
は
實
労
働

時
間
の
標
準
化
、
す
な
は
ち
坑
内
作
業

の
合
理
化
が
必
然
の
過
程
で
あ
る
。

5

各
國
に
於
け
る
炭
礦
労
働
時
間
の
規
則
に
關
す
ろ
表
。

(
I
.
L
.
O
.
R
e
p
o
r
t
 
I
I
I
,
"
H
o
u
r
s
 
o
f
 
W
o
r
k
 
i
n
 
C
o
a
l
-
M
i
n
e
s
”

1
9
3
0
,
p
p
.
8
5
-
8
7

第

一
表
炭
礦

坑
内
労
働

者

の
労
働

痔
間
に
關

す
る
規
制
の
分
類
O

法

規

炭
礦

に
關
す
る
特

別
法

に
よ
る
も
の

一
般
的
鑛
業

法
規

に
よ
る
も
の

ア

メ

リ

カ

洲

ア

ジ

ア

洲

ヨ

ー

ロ

ツ

パ

洲

ナ

セ

ア

ニ

ァ

洲

カ

ナ

ダ

の

プ

リ

チ

シ

ユ

ゴ
ロ

ン
ビ
ァ
及

び

ノ
望

ア

ス

コ
チ

ア

カ

ナ

ダ
の

ア

ル

ベ

ル
タ

支

那

印

度

日

本

大

プ

リ

テ

ソ

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

ナ

ー

ス

ト

リ

ア

フ

ラ

ン

ス

ナ

ラ

ン
ダ

ス

ペ

イ

ン

ナ

ー

ス

ト

レ

リ

ア

の

ヴ

イ

ク

レ

リ

ア

、

西

オ

ー

ス

ト

レ

リ

ア

、

ニ

ユ
ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

オ

1

ス

ト

ラ

サ

ア

の

タ

ス

マ

ニ

ア

炭
礦

鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號

)

F

九
九



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

↓
巻
第

一
號
)

F

一
〇

〇

一
般

法
規
中
に
鑛

山

に
關
す
ろ
特
別

規
定
葎
置
く
も

の

単
に

一
般
法
規

な

以
て
す
う
も
の

ヴ

エ
ネ

ズ

エ
ラ

チ

り

ペ

ル

ー

べ

〃
ギ

ー

チ

エ

コ

ス

ロ

ヴ

ア

キ

ア

ド

イ

ツ

イ

タ

リ

ー

ノ

ル

ウ

エ
イ

ポ

ー

ラ

ン

ド

ユ

ー

ゴ

ス

ラ

ヴ

イ

ア

プ

〃

が

ーー

ア

ポ

ル

ト

が

ル

〃

i

マ

ニ

ア

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

第
二
表

一
交
替
時
間

の
計
算
方

法
に
よ
る
分
類
。

衆

團

計

算

下
降
及
び
上
昇

な
除
外

チ

エ

コ

ス
ロ
ヴ

ア
キ

ア

来

大

ブ

リ
テ

ン

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

下
降

(若
く
ば

上
昇
)
を
算

入

ア

ル

ベ

ル

タ

日

本

ナ

ラ

ン
ダ

ス

ペ

イ

ン

下
降
及

び
上

昇

を
算

入

ベ

ル

ギ

ー

フ

ラ

ン

ス

個

人

計

算

計
算
方
法
の
明
示
な

下
降

(
若
く
ば

上
昇
)
な
算

入

ド

イ

ツ

下
降
及
び
上
昇
な

算
入

プ

リ

チ

シ

ユ

コ

ロ

ン
ビ

ア

ナ

ー

ス

ト

リ

ア

イ

タ

曲り

ー

ノ

ゥ

ウ

エ

イ

ポ

ー

ラ

ン

ド

ヴ

イ

ク

ト

リ

ア

西

ナ

ー

ス

ト

レ

リ

アニ

ユ

ー

"
ン
ー

ラ

ン

ド

坑
内
往
復
時

間
な
除
外

ノ
ヴ

ア

ス

コ

チ

ア

き

も

の

チ

"
沫

兼

ベ

ル
i

ヴ

エ
、不
ズ

エ
ラ

・

支

那

印

度

プ

ツ
が

リ

ア

ユ
ー

ゴ

ス
ラ
ヴ

イ

ア

ポ

ル
ト

が

〃

ル

ー

マ

ニ
ア

ス
ウ

エ
ー
デ

ン

タ

ス

マ

ニ

ア



實
際
に
は
、
團
體

協
約

に
よ

つ
て
下
降
及
び
上
昇
の
雨
時
間

を
労
働

時
間
中
に
算
入

ぜ
し
め
て
居
る
。

一
九
二
〇
年

十
月

十
三
日

の
團
樋
服
協
約

に
、
作
業
恥場
所
"に
於

け
ろ
八
時
間

労
働
制
を
締
結

し
た

。

法
規
は
「
坑
内

ノ
實
労
働

時
間
」
に
關
し

て
規
定
し
て
居

ろ
。

法
規
は
「
坑
底

二
於

ク
〃
」
作
業

に
關

し
て
規
定
し
て
居

ろ
。
そ
れ
故
交
替
時
間

は
前
后
共

に
捲
上
時
間
な
含
む

個
人
交
替

時

と
な
ろ
。

6

。
c
f
.
G
o
o
d
r
i
c
h
,
p
.
4
1

7

木
村
、
前
揚
論

文
、
通
巻

一
七
九
八
頁
。

8

「
坑
内
労
働

に
就

て
坑

口
な
以
て
計
算

す
る
所
以
に
・…
…

一
に
坑
内

の
状
況

が
災
害

及
衛

生
上
有
害

に
し

て
心
均
な
勢

す

ろ

こ

と

Σ
、
他
に
は

自
然
的
労
働

條
件

の
危
険
員
櫓

な
各
個
の
労
働

者
に
資
携

ぜ
し
む
ろ
こ

と
な
避
け

,
之
な
事
業

全
體

ξ
し
て
員
櫓

ぜ
し

む

る
こ
と

に
在

ろ
。
そ
れ
故
に
坑
内

の
鑛
夫
鮎
槍

場
所
な
以

て
坑

口
に
代

ふ
る
就
業
時
間

の
計
算

の
起
算

鮎
ピ
す
う
に
就

て
の

許
可

に
は
坑

口
計
算

の
趣
旨

な
浸
却
せ
ざ
る
檬

に
爲
寸

・
.ε
な
要

す
ろ
。
即
ち

許
可
す
べ
き
鑛
夫
鮎
検
揚

所
に
次
の

二
條
件
な
具
備
す
ろ

こ
ご
な
要
す
る
o

山

坑

口
よ
り
鮎
槍
場
所
迄

の
間

に
空
氣
温
度
、
漏
度

、
鑛
物
蓮
搬
車

道
と
人
道

と
の
匿
分
の

有
無

、
そ

の
他
の
條
件
が
歩
遣

ご
し

て
良
好

に
■し
て
坑
外
と
大
差
な
き
こ
と
。

炭

裾
鑛
夫
労
働

契

約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

一
〇

一



炭
礦

鑛
夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

一
〇

二

筒

坑
内
に
稼

働
す
ろ
各
労
働

者

の
受
持
っ
作
業
場
所

の
坑
口
よ
り
の
遠

近

の
距
離

に
就

て
此
の
危
険

員
捲

を
労
働

者

に
資
据

ぜ
し

め

ざ
ろ
の
趣
旨

か
ら

し
て
.
坑
内

の
各
作
業
場
灰
よ
り
に
、
坑

口
と
同
様
な
関
係

に
在
ろ
地
鮎

れ
ろ
こ
ご
。

こ
の
意

味
に
於
て
鮎
検

場
所

に
各
作
業
場
(
切
羽
叉
に
業
場
)
に
接

近
し
て
設
け
ら

ろ
べ
き
で
な
く
主
要
坑
道
に
設

け
ら
る
べ
き
で
あ

ろ
。

同

一
坑
内

に
於

て
二
以
上
の
鮎
検
場
所

を
許
可
す
べ
き
も

の
な
り

や
頗

る
疑
問
で

あ
ろ
が
、
之
な
許
可
す

べ
き
場
合

は
稼
行
地
域

の

独
立

性

に
求

め
ね
ば

な
ら
ぬ
。
…
…
竪
坑

、
横
坑
等

に
於
て
途

中
停
留
場

を
設
け
.
稼
行
地
域
毎

に
鑛
夫

な
運
搬
す

る
と
き
に
其
の

鑛
夫
の
下
車
す
る
揚

所
毎
に
鮎
検
場
所
を
設

く

ろ
こ
と
は
許
可
す

べ
き
で
あ

ろ
。

其
他

の
場
合
は
鮎
検
場

所
に
至

る
歩
行
の
難

易
及

び
稼

行
地
域

の
独
立
性

の
両
者

な
検
察

の
上
許
可
す
べ
き

で
あ

る
」
。
木
村
、
前

掲
遭
巻

一
八

一
五
ー

一
八

一
六
頁
0

9

木

村
、
前
掲
、
通
巷
、

一
八
〇
〇
頁
っ

11

請
員
軍
償
は
探
炭
夫

ぼ
探
炭

一
ト

ン
、
叉

は

一
車

に
醤
・し
開
さ
く
夫

に
掘
進

一
間
の
跡
問
賃
な
以
て
定
め
ら
れ

ろ
。

 "—
B

ut cars obviously m
ean m

oney—
 `I need nine a day', said one loader, one for m

e, one for the o1(1 

w
om

an, one for each of the kids,—
 and just as the greeting `G

ood M
orning' fitted the econom

ic life of our 

farm
ing ancestors, and as ' L

ow
 Prices ' has been suggested as its proper equivalent for m

odern housw
ives on 

their w
ay to m

arket, so the question, `H
ow

 are the cars running?' has becom
e a frequent and significant 

how
goes-it in the m

ines. " (G
oodrich, p. 34.)



わ
が
國
炭
鑛
夫

の
平
均
出
炭

量
、
及
び
賃
金
稼
高

と

ヨ
ー
ロ
ソ
バ
の
そ
れ
と
の
此
較

に

就

て
は
、
c
f
.
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
L
a
b
o
u
r

R
e
v
i
e
w
,
"
V
o
l
.
X
X
I
.
N
o
.
1
.
p
p
.
9
5
-
9
7

メ

U
福

岡
日
日

新
聞
、

昭
和
六

年
三
月

十
二

日
記
事

O

石
炭
界
の
不
振

と
稼
働
者
の
員
据

「
'既
報
の
如
く
石
山灰
騰
脚く
口
・曾
一μ
五
、

六
月
以
降

三
割
建
土
小
喬
日
有

の
大
途
炭

㍑制
限
を
習
ハ施
す

ろ
〃決
出息
な
有
・し
各
地
楠願
曲菜
會
所
属
坑
主

中

に

多
少

の
異
論

は
あ
ろ
と
も
結
局

大
勢
上
右
大
限
逡
噺
行
に
免
か
れ

沁
も

の
と
見

ら
れ

う
に
至

つ
六
が
、

石
炭
事
業

の
性
質

上
事
業
縮

少

の
員
旛

に
殆
ん
ご
凡

て
な
坑

山
稼
働
者

の
頭
上
に
転
嫁

さ
れ

ろ
の
な
常
と
し
て
居

ろ
の
で
右
大
限
邊

の
實
施
は
昨
年
來
の

坑
夫
大

整

理
に
加

へ
更

に

一
割

内
外
の
坑

山
矢
業
増
加
な
來
す
も
の
と
推
定

さ
れ
炭
業
中
心

地
な
擁

す
る
九
州
地
方
と
し
て
重
大
な

ろ
社
會

的
影
響

な
免
れ

ぬ
も
の
マ」
見
ら
れ
ろ
即

ち
昨
年

一
ケ
年
中
に
於

け
る
石
炭
坑
夫
総
数

は
年
初

の
十
七
萬

二
干
八
百
蝕
人
に
対
し

十
二

月

に
於

て
十

三
萬

二
百
飴
人
と

一
〃
年
間

に
三
萬

六
干
六
百
飴

人
(
二
割

一
分
強
)
の
激
減

な
示
・し
更

に
今
年

に
入

つ
て
も
別
項

の
如

く

一
月
中
の
蹟
夫
数
減
少

に
二
千
四
百
人
に
達

し
て
居

る
。
此
内

女
工
夫
約

二
萬
人

の
減
少
収
昭
和
八
年
度

よ
り

實
施

さ
れ

る
女
子

坑

内
労
働

禁
止
憐
.項

に
対
す

る
準
備

を
見

得
る

の
で
あ

ろ
が
兎
に
角
昨
年
度

に
.於
け

ろ
此

の
大
量

解
雇
に

ょ
つ
て
所
謂
不
良
分
子
老

朽

老
等

の
淘
汰

に
略

一
巡
し
れ
も

の
こ
見
得

る
。

而
も
今
年
度
に
於
て
實
施

さ
ろ
べ
き

一
割

の
限
炭
振

大
は
昨
年

の
比
例
か
ら
推

し

て
更

に

一
割

約

一
萬

二
三
千
人

の
新
失
業
者
な
生
す

う
も
の
と
推

定
せ
ら
れ

ろ
以
上
此
の
新

矢
業
者
に
前
述
の

事
情
か
ら
事
業
経
営

炭

碍
鑛

夫
労
働

契
約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

一
〇
三



炭
礦

鑛
夫
労
働

契

約
序
論

(
第

一
巻
第

一
號
)

F

一
〇
四

上
よ
司
.見
れ
ば
結
局
優
良
分
子

の
放
逐
と
な
り
實
質
的

に
事
業

の
伸
張
々
困
難

な
ら
し
む

べ
く
、

社
會
的

に
見

う
も
農
村
疲
弊

の
實

状

に
照
ら
し
其
の
影
響
は
輕
説

す
る
事
な
許
さ
ね
筈
で

あ
ろ
。
術

近
年
の
炭
界

不
況

々
鑛
夫
貰
銀
牧
入
の

鮎
よ
り
見

れ
ば
次

の
如
く

(総

坑
夫

平
均
)

平

均

月

牧

月

出
炭

圓

噸

四
年

一
月

三

三
、
〇

二

一

一
、
七

一

吋二

月

二
一二
一、
九

一二

一
二
、
漏
ハ
八

五

月

三

六

、
一
七

一
二
、
八

四

♪
】

月

二

↓ル
、
↓ル
〇

一

一
、
上ハ
}二

九

月

二
二

、
九

四

一

一
、
五

三

十

一

月

二
二
二
、
〇

九

一
三

、
二

〇

五

年

一
月

三

二
、
五

二

一
二
、
二

二

三

月

三

四
、
〇

三

=

二
t
一
三

五

月

二

三

、
九

〇

一
二
、
七

九

平

埼

月

牧

月

出
炭

圓

噸

二

n刀

一二
〇
、
六

二

一
〇

、
山ハ
山ハ
噸

四

月

三

二

、
一
五

一

一
、
八

四

六

月

三

二
、

一
三

一

一
、
五

三

八

月

二
九

、
三

八

一
〇

、
二
七

十

月

三

四
、
二

三

一
二
、
五

四

十

二

憎月

二
一血ハ
、
二

山ハ

一
四

、
〇

一

二

月

二
二

、
三

〇

一

一
、
八

三

四

月

三

二
、
〇

九

一

一
、
八

四

山ハ

ロ月

一二

一
、
七

一

一
二
、
○

帰二



七

月

二
=

、
五

六

一

一
、
七

六

九

刀

二

八

、
九

四

一
二
、
一
九

十

↓

月

三

〇

、
三

〇

一
二
、
九

三

噌八

月

二
九

、
レ陶
山ハ

一

一
、
叫二
五

十

月

三

吋
、
五

⊥
ハ

一
二

、
九

〇

備

考
、
福
岡
鑛
山

監
督
局
管
内
代
表
的
炭
山
廿
三
に
關

す
ろ
調
査

即
ち
一

人
當

り
月
出
炭
量
ほ
邊
炭

制
限
働
行

に
伸

ふ
休
日

増

加
に
拘

ら
ず
坑
夫
稼

働
率

の
増
進
に
よ
つ

て
大

な

る
減
少
潜
示
し
て
居

な

い
に
拘

ら
す
、
鑛
夫
月
取
高
は

減
少
の
傾
向
な
顯
著

に
・し
石
炭
噸
當
リ
賃
銀
支
悌
額

も
從

つ
て
大
膿
約

一
割

内
外
の
減

少
旭
推
定

し
得
ろ
實
釈
で
炭
債
不
振
の
打
撃
は
賃
銀
切
下
げ
に
よ

つ
て
も
相
當
部
分
労
働

者
の
員
澹

に
蹄
し
れ
事
實

な
知
り
得

る
○
」

13

炭

慣
澱
変

の
賃
金

へ
の
転
嫁

が
、

一
面

に
於

て
炭

鑛
夫
の
結
成
に
よ
る
組

合
獨
占

な
促
進
ゼ

・し
め
る
源

と
な

る
が
、
他
面
叉
未
紺
織

労
働

者
に
よ
つ
て
組
合
を
荒

ら

さ
れ
ろ
原
因

と
も
な

る
。
こ
の
點

に
關
す

る
北
米
合
衆
國

の
経
験

に
就

て
は
、
c
f
.
L
u
b
i
n
,
"
C
o
a
l

I
n
d
u
s
t
r
y
 
p
 
5
5
9

隔

(
未

完
)

炭
礦

鑛
夫
労
働

契

約
序
論

(
第

一
巷
第

一
號
)

B

一
〇
五


